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巻頭言 

 
令和６年度⾼教研年報の刊⾏によせて 

 
新潟県高等学校教育研究会会長 

（新潟県立新潟南高等学校長） 

横 堀 真 弓 

 

新潟県高等学校教育研究会（以下、高教研）は、新潟県の高等学校教育を振興発展させる

ことを目的として昭和 23 年(1948 年)に設立され、早くも設立 80 周年が視野に入るころと

なりました。この長きにわたり、本県の後期中等教育に携わる教職員の研究・研修活動の一

端を担っている当教育研究会ですが、今年度も、全 17 の部会（国語、地理歴史・公民、数

学、理科、芸術、英語、農業、工業、商業、水産、家庭科、保健体育、情報、生徒指導、図

書、視聴覚、定通）において、精力的に研究・研修活動が行われました。その成果が、この

冊子に収められています。各部会の取組に改めて敬意を表しますとともに、この冊子に掲載

されたそれぞれの取組を互いに波及させ合い、県全体としての教育の底力となってくれま

すことを期待します。 

当教育研究会では、現在の高等学校学習指導要領で目指す「知識及び技能」「思考力、判

断力、表現力等」「学びに向かう力、人間性」の育成に向け、各部会において授業実践や事

業実践を共有し、活発な意見交換を行い、各教科等の指導力向上を図っています。近年は「教

科横断」「探究的な学び」といった新しいテーマ設定や、専門性を極める先端的な講義、ま

た各教科等の指導に資する多角的な視野を獲得できる研修など、各部会の課題解決のため

に工夫をこらした、多様な取組が展開されています。開催方法も、対面の良さが生きる研修

と、オンラインで広く共有できる良さと、それぞれを組み合わせた、効果的でかつ参加しや

すい形態に工夫されています。 

当教育研究会の良さは、教員自らが必要とする研修を自らの手で計画・実践できる、つま

り、各教科等のニーズに直結した研修ができることにあります。自らの手で生み出した研修

に参加して、自らの力を高める。教員が自らの学びを主体的にマネジメントできる。これが

当教育研究会の研修の強みです。新たな教員研修制度が始まって２年、自ら学び続ける教員

を、当教育研究会はこれまで以上に支え、後押しする役目を担っています。各部会が、学び

続ける教員の必要とする学びを実現する貴重な場であり続けられるよう、会長校としても

各部会の事業運営を支えてまいります。 

この冊子の事業報告には、新潟県の教職員が重要と捉え、自ら取り組んでいる教育課題が

直に反映されています。各教科等がめざしている方向性もよくわかります。この１年で展開

された研修を、この冊子では横断して読み取ることができます。この横断の切り口でぜひ、

自校での取組を振り返り、お役立ていただければ幸いです。会員の皆様におかれましては、

これからも引き続き、当教育研究会を活用し、研鑽を積んでいかれますことを心から願い、

応援しますと同時に、共に学ぶ所存です。今後ともよろしくお願い申し上げます。 





(8) 研究協議 

 阿部教諭の実践発表は、紀貫之が「女性仮託」を

選択した理由を、生徒が他者との意見交換を通し

て、自身の考えを深めていくことを目指す取組で

した。加えて、Google フォームに入力し、スク 

リーンに表示された集約意見（スプレッドシート）

を使用することで生徒同士が意見をスムーズに共

有できた様子が伺え、ICT を活用した実践としても

参考になることが多く、参加者からもとても参考

になった旨の意見が寄せられました。 

指導主事の今井大輔様からは、指導講評を賜り、

今後の国語教育の授業づくりに向けてご指南をい

ただきました。 

また、新潟大学人文学部長沼光彦教授より、「小

説と解釈の多様性について 太宰治『走れメロ

ス』」と題して、新学習指導要領の趣旨を確認しつ

つ、小説教材における具体的な捉え方等をとおし

た思考力・判断力・表現力の育成のあり方につい

て、非常に示唆に富んだご講演を頂戴しました。結

果、教材に対する考察の重要性を再認識する貴重

な機会を得ることができました。 

 

   

当日は、参加者からも多数の感想や質問が途切

れることなく寄せられ、まさに充実した研究協議

会となりました。これからも会員皆様よりご意見

をお寄せいただき、活動に活かしていきたいと考

えます。 

 

４ 刊行物 

 「国語研究」第 71 集では、６名の方から寄稿が

ありました。感謝申し上げるとともに今後のご活

躍をご祈念いたします。令和６年度の事業にご理

解・ご協力をいただいた皆様に感謝申し上げます。

 １ 運営委員会 

  第１回運営委員会は、7月 25 日（木）に白根高等学

校において実施しました。内容は令和５年度の事業報

告、決算報告、令和６年度の事業計画と全県研究協議

会について審議しました。全県研究協議会は参集型と

して、具体的な実施方法を検討することにしました。

12 名の運営委員から審議していただき、審議内容が承

認されました。 

 第２回運営委員会は、１月 30 日（木）に白根高等学

校において実施しました。令和６年度の事業報告、決

算報告、令和７年度の事業計画等について協議し、12

名の運営委員から審議していただき、審議内容が承認

されました。 

 

２ 全県研究協議会準備委員会 

(1) 日時 令和６年 11 月 22 日（金）10:00～12:00

(2) 会場 県立生涯学習推進センター ホール等  

(3) 内容 全県研究協議会の準備について 

(4) 参加者 国語部会役員等 11 名 

 

３ 全県研究協議会 

(1) 日時 令和６年 11 月 22 日（金）13:00～16:30 

(2) 会場 県立生涯学習推進センター ホール等 

(3) 参加者 53 名 

(4) テーマ「新学習指導要領を踏まえた授業づくり～

主体的・対話的で深い学びの実践を目指し

て～」 

(5) 実践発表  

   燕中等教育学校 阿部 友紀 教諭 

   「生徒の『対話的な学び』の実践を目指して 

 ～言語文化『土佐日記』における女性仮託を

めぐって～」 

(6) 指導講評 

   県立教育センター指導主事 今井 大輔 様 

(7) 講演 

講師：新潟大学人文学部教授 長沼 光彦 様

「小説と解釈の多様性について 太宰治『走

れメロス』」 

国 語 部 会 
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１ 総会 
 期 日 令和６年７月 19 日(金) 

 会 場 新潟高校視聴覚ホール 

議 事（１）令和５年度事業報告 

    （２）令和５年度決算報告 

    （３）令和６年度事業計画 

    （４）令和６年度予算計画 

 

２ 研究協議会 

 期 日 令和６年７月 19 日(金) 

 会 場 新潟高校視聴覚ホール 

 発 表 「中学校から見た高校新学習指導要 

領・大学入学共通テスト」 

発表者 小田 和也 教諭 

（佐渡市立佐和田中学校） 

講 演 「大学から見た高校新学習指導要領 

・大学入学共通テスト」 

 講 師 中村 元 様（新潟大学人文学部） 

 参加者 30 名 

 

研究協議会の目的は、高校地理歴史・公民科

の新科目や大学入学共通テストが中学校や大

学の立場からどのように捉えられているかを

私たち高校教師が学びつつ、中学校や大学で社

会科教育、歴史教育に携わっている発表者・講

師の先生方と対話をすることである。実践発表

では、中学校新学習指導要領を受けて中学校で

どのような実践がなされているかを学ぶこと

ができ、学習観の転換が中高で軌を一にしてい

ることがわかった。講演では、大学の歴史教育

と高校歴史系新科目の関係や、大学入学共通テ

ストの歴史系科目がどのような思考力を求め

ているのかについて考えることができた。研究

協議会全体を通して、参加者は「小中高大」の

相互理解と連携に努めたいという意欲を高め

ることができた。 

 

 

 

 

３ 地理歴史研究会 

 期 日 令和６年 11 月 15 日(金) 

 会 場 県立図書館ホール 

 当番校 長岡大手高校 

テーマ 「総合」から「探究」へ―地理歴史 

    科の取組み」 

発表者 長岡 大 教諭（燕中等教育学校） 

    中村 崇志 教諭（長岡大手高校） 

 参加者 24 名 

 

新課程が始まり３年目を迎え、大学入学共通

テストでは初の「地理総合，地理探究」「歴史

総合，世界史探究」「歴史総合，日本史探究」

が実施される。しかし、必修科目の「地理総合」

「歴史総合」に比べると、選択科目(探究科目)

の「地理探究」「世界史探究」「日本史探究」は、

授業実践や議論が充分ではない。「地理総合」

から「地理探究」へ、「歴史総合」から「世界

史探究」や「日本史探究」への接続とは、どの

ようなことなのか。また、大学入学共通テスト

の新科目実施に向けて授業ではどのような取

組みができるのか。地理と歴史それぞれについ

て取組みを紹介し、あわせて参加者が資料を活

用した作問をするワークショップを行った。 

 

４ 企画委員会 

○第１回企画委員会（１総会と同じ） 

○第２回企画委員会 

  期 日 令和７年２月５日(水) 

  会 場 長岡大手高等学校 

  議 事（１）令和６年度事業報告 

     （２）令和６年度決算報告 

     （３）令和７年度事業計画 

 

５ 刊行物 

『地理歴史・公民研究』第 63 集 

  （令和７年３月末日発行） 

地理歴史・公民部会 
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１ 全県研究会 

(1) 数学教育研究会 

 期 日 令和６年７月４日（木） 

場 所 柏崎市文化会館アルフォーレ 

研究テーマ 

 高等学校における数学教育の諸問題につ 

 いて 

講 演 

演 題 「漸近的統計推測に向けて～大数の

法則と中心極限定理～」 

講 師  新潟大学 

    理学部理学科数学プログラム 

 准教授  蛭川 潤一 様 

 研究発表 

テーマ ｢令和６年度新潟大学入試問題分

析｣ 

発表者 柏崎高等学校 教諭 丸山 和則 

 参加者 ６７名 

 
 
 
 
 
 

〔柏崎高校 丸山教諭の発表〕 

 

(2) 全県教育研究会  

  兼 北陸四県数学教育研究（新潟）大会 

 期 日 令和６年１１月１日（金） 

場 所 新潟市秋葉区文化会館 他 

研究主題 

 個別最適な学びと、協働的な学びを保障し、   

 児童・生徒が数学的な見方・考え方を働か 

 せて、学びを深める算数・数学教育の実現 

講 演 

 

 

 

演 題 「その学び、大人はそれで学びが好 

   きになりましたか？～子どもの目

線に戻って日々の授業作りを問い

直す～」 

講 師 「授業・人」塾代表  

    元筑波大学附属小学校副校長 

 田中 博史 様 

 研究発表 

テーマ ( 数学ⅠA 分野 ) 

発表者 津南中等教育学校 教諭 水谷 華 

テーマ ( 数学ⅡBⅢC 分野 ) 

発表者 白根高等学校 教諭 長谷川 拓也 

テーマ ( 大学入試 分野 ) 

発表者 柏崎高等学校 教諭 丸山 和則 

 参加者 ７７名 

 
 
 
 
 
 
〔白根高校 長谷川教諭の発表〕  〔柏崎高校 丸山教諭の発表〕 

 

２ 会議 

・数学部会代議員会 

期 日 令和６年度７月４日（木） 

場 所 柏崎市文化会館アルフォーレ 

  議 題  (1) 令和６年度数学部会役員 

      (2) 令和５年度事業・決算報告 

      (3) 令和６年度事業・予算案審議 

  出席者 ６７名 
 

３ 広報・研究成果の刊行 

(1) 令和６年度数学部会会員名簿の作成 

(2)「数学教育研究集録」第６３号の刊行 

数 学 部 会 
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１ 役員会 
【１】第１回役員会 

１ 期  日 令和６年７月 22 日（月） 

２ 会  場 Web 会議 

３ 参 加 者 19 名 

４ 議  題 Ｒ５事業報告 決算報告 

       Ｒ６事業計画 予算案 

       役員改選 その他 

 

【２】第２回役員会 

１ 期  日 令和７年２月３日（月） 

２ 会  場 Web 会議 

３ 参 加 者  名 

４ 議  題 Ｒ６事業報告 決算報告 

       Ｒ７事業計画 予算案 

その他 

 

２ 研究会 

【１】物理教育研究会 

１ 期  日 令和６年 11 月 13 日（水） 

２ 会  場 新潟県立国際情報高等学校 

３ 参 加 者 16 名 

４ 講  演 

「圧電デバイス・超音波デバイスの 

基礎と応用」 

独立行政法人国立高等専門学校機構 

長岡工業高等専門学校電子制御工学科 

教授 梅 田 幹 雄 様 

５ 研究協議 

 「理科教材開発などについて」 

① 新潟県立新潟西高等学校 渋谷 浩一 

② 株式会社ナリカ 

③ ケニス株式会社 

④ 原子力発電環境整備機構 

※ 教材の展示と関連説明の後、意見交換 

６ 研究発表 

① オシロスコープアプリの音単元への活用に

ついて 

県立五泉高等学校    桐生 翔平 

② Arduino を利用したインターフェースの開

発と活用 

県立国際情報高等学校  小林  力 

③ 再帰反射シートを用いた“空中ディスプレ

イ”の紹介 

県立国際情報高等学校  遠藤  浩 

 ④ 授業中にできる簡単な演示実験４種（感電、

跳ね返り、大型分光器、電磁ブレーキ） 

県立十日町総合高等学校 高橋 利勝 

  
物理教育研究会の様子 

 

【２】化学教育研究会 

１ 期  日 令和６年 10 月 28 日（月） 

２ 会  場 長岡大手高等学校 済美会館 

３ 参 加 者 15 名 

４ 研究発表・協議 

 「観点別評価と学ぶ力の育成について」 

新潟市立万代高等学校 中川 有香 

 「リン酸(食品添加物)の中和滴定 

   ～ICT 機器を用いた実験指導について～」 

新潟第一高等学校 長谷川 裕也 

５ 講  演 

「化学史から化学教育の疑問に答える 

『日本版 Ask the Historiam 』プロジェクト」 

東京大学理学部化学科 分析化学研究室 

助教 遠藤 瑞己 様 

 

【３】生物教育研究会 

１ 期  日 令和６年 11 月 19 日（火） 

２ 会  場 北越高等学校 大会議室 

３ 参 加 者 27 名 

理 科 部 会
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４ 講  演 

「『つながる』ことで生物教育はより一層ワク

ワクしたものになる」 

東京都立国分寺高等学校 

講師 市石  博  様 

 

５ 研究発表・協議 

 「検証型の仮説設定の能力を養う深い学び」 

新津高等学校 奈良 俊宏 

６ 視察報告「日本生物教育会第 78 回国大会東

京大会」 

  村上特別支援学校 市川 克行 

 

【４】地学教育研究会 

１ 期  日 令和６年 11 月８日（金） 

２ 会  場 長岡大手高等学校 済美会館 

３ 参 加 者 ９名 

４ 講 演 

 「2024 年能登半島地震の課題と今後の県内の

地震防災」 

新潟大学 災害・復興科学研究所 
教授 卜部厚志 様 

５ 協 議 

 「防災に関わる授業・実習の紹介・意見交

換」 

地学教育研究会の様子 

 

 

  
 
 
 
 
 

３ 刊行物 
 
「理科研究収録（第６４号）」 
※発行予定 
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１ 総会・授業見学 

･施設見学･研究協議会 

期  日 ： 令和６年６月 28 日（金） 

会  場 ： 高田城址公園オーレンプラザ 
（１）総会〈オーレンプラザ ホール〉 

議 事 
１ 令和５年度事業報告 

２ 令和５年度決算報告 

３ 令和６年度役員案、会員数 

４ 令和６年度事業計画案 

５ 令和６年度予算案 

６ 令和７年度 総会は下越･新潟地区 

７ その他 

（２）芸術科研究協議会・分科会 

（３）記念演奏会 箏奏者 髙倉七虹 様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）講演会 講師 

  京都市総合教育センター 

  元文部科学省初等中等教育視学官 
東良雅人 様 

 
 
 
 
 
 
 

２ 各科研修会・研究協議 
■音楽科研修会・研究協議 

期 日：令和６年 11 月 7 日(木) 
会  場：新潟市立鳥屋野中学校 
内 容：①授業参観 
    ②協議会（グループ協議） 
    ③研修会 
    『音楽科の授業づくり』 
講 師：高橋恒彦 氏 
（新潟大学大学院教育実践学研究科特任教授） 
参加者：7名 
 
 
 
 
 
 
 
 
 音楽科の研修会・研究協議は、新潟市中学校

教育研究協議会音楽部研修会への合同参加の

形式で実施した。昨年度の研修会でＩＣＴを

活用した授業について話題となり、すでに実践

が進んでいる中学校の現状を知りたいという

多くの意見から今回の研修会が実現した。 
会場校となった新潟市立鳥屋野中学校では、

学校生活アンケートで「音楽の勉強が好きだ、

よく理解できる」と回答する生徒が全体の

90％にのぼるということであった。 
今回の研修会は「感性を働かせて、仲間と

共に音楽に関わり続ける生徒の育成」を研究

主題とし、まず初めに同校音楽科の今井優太

教諭による２学年の公開授業が行われた。授業

の題材は「CM ソングをつくろう」という創作

活動で、生徒が取り組み易いように音素材

（キャッチコピー、音階、音域、リズムなど）

をあらかじめ授業者が提示する工夫がされて

いた。また創作ツールとして iPad の“Garage 

Band”が使用されており、生徒全員がアプリ

を使いこなして音や声を入力しながら主体的に

芸 術 部 会 
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創作を行っていた。ペアで互いの作品を聴き

合い意見を交わす場面でも、アプリの活用に

より短時間で作品を修正、発展させることが

でき、音楽授業における ICT 活用の可能性に

ついて深く考えさせられた。授業者が全体に

向けて情報発信や作品共有を行う際にも大型

モニターと板書を組み合わせるなどの工夫も

あり、全体を通してICT の利便性が大いに発揮

された円滑な授業であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
公開授業後の協議会では、中学校、高等学校

の参加者がグループに分かれて協議を行い、

出された意見を指導案のシート上にまとめた。

公開授業の良かった点や課題、また、各自の

創作授業についての経験を話し合うなかで、

中学校の授業で ICT が日常的に浸透している

状況を実感すると共に、創作の分野について

は中学校、高等学校を問わず先生方が生徒の

学びを深める授業づくりにたいへん苦心され

ていることも分かった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研修の最後に行われた新潟大学の高橋恒彦

先生による講義では、創作の授業について

「音楽を形づくる要素を知覚することと、そ

れらが生み出す良さや面白さ、特質を感受す

ることの往還が大切である。この繰り返しを

通して子どもの中に知識や技能が獲得され、

創意工夫を生かした音楽表現に必要な技能を

身に付けることができる。その段階で初めて

漠然とした“イメージ”が具体的な“意図”に

変わっていく。」というお話があり、創作授業

の作り方について改めて考える契機となった。 
最後にこの場を借りて、今回の研修会への

合同参加を快諾いただいた新潟市中学校教育

研究協議会音楽部の皆様に深く感謝申し上げ

たい。 
 
■美術科研修会・研究協議 

(1) 第61回全高美工研2024本部大会 

期 日：令和６年８月 20 日(火) 

会 場：星陵会館（東京都） 

７名現地参加 

内 容：都道府県代表者会議 

     研究協議会 

     開会式 

     総会 

     閉会行事 

 

2024年度は、本部大会として、一都三県が

協力し、東京を会場に「持続可能な研究会の

あり方」をテーマに参集型で開催された。 

2025年度新潟大会の準備状況、分科会発表原稿

の募集など協力をお願いしてきた。 

 

(2) 2025新潟大会実行委員会 

期 日：①令和６年８月 22 日(木) 

②令和６年 11 月 29 日(金) 

会 場：県立見附高等学校 
内 容：①・次年度新潟大会の調整 

     ・新潟大会１次案内について 

     ・役割分担について 

     ・今後の予定 

     ・その他 

②・各部新着状況の確認 

 ・全体の流れ検討 

      ・分科会発表者確定 

      ・各部より 
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■書道科研修会・研究協議 

期 日：令和６年 11 月 19 日（火） 

日 程： 

９:00～９:20 受付・開会式 

（新潟ふれ愛プラザ集会室） 

９:20～10:20 協議会 

10:45～11:35 研修① 遠隔授業参観 

（県立新潟向陽高等学校） 

13:20～14:20 研修② 鑑賞会 

（新潟明訓高等学校 

百周年記念会館） 

14:50～16:00 研修③ 見学 

（北方文化博物館新潟分館） 

16:00～16:15 閉会式 

 

参加者：11 名 

内 容：＜授業見学・鑑賞＞ 

Ⅰ 開会式・協議会 
部長挨拶 県立三条東高等学校 

小堺さとみ 校長 
・令和８年度全日本書道教育研修会富山大会

について 
・令和７年度書道科研修会について 
・令和８年度役員について 
・その他 

 
Ⅱ 研修① 遠隔授業見学「書道Ⅰ」 

（授業者 佐藤雄司 教諭） 
「新潟の未来を SaGaSu プロジェクト」の

成果をもとに進められている「遠隔教育推進

事業」配信校である県立新潟向陽高等学校が、

受信校である県立阿賀黎明高等学校へ向けて

遠隔配信する「書道Ⅰ」の授業を参観し、学校

間連携、芸術授業における遠隔配信の実践課題

等について考察する機会とした。 
最初に、佐藤教諭から、配信側の遠隔授業

システム構成（遠隔授業用の常設ＰＣ、スイッ

チャー、ディスプレイ、ビデオカメラ、ピン

マイク、スピーカー、タブレット端末等）に

ついて概要説明を受けた。授業時間になると 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
受信校の書道室にいる受講生徒５名がディス

プレイ上に映り、チャイムとともに号令・挨拶・

出席確認とすすみ授業開始となった。受信側

には授業補助者が付き、佐藤教諭からの指示

を受けながら、個別に生徒が運筆する手元の

様子を映し、佐藤教諭は生徒の状況を確認し

ながら、細やかに生徒に助言を行っていた。

生徒は、大型ディスプレイに向かって助言を

求めるなど、積極的に授業に参加する様子が

印象的であった。佐藤教諭が画面越しに生徒

の質問に答えたり、生徒が書いた作品を画面上

で確認し助言を行ったりすると、生徒がそれ

ぞれ上達していくのが見て取れる。また、

ロイロノートを活用して準備した教材動画に

合わせて説明をしたり、生徒が単元の内容を

理解し、知識が定着するように確認テストを

クイズ形式にして解説したりするなど、佐藤教諭

の遠隔授業には、生徒が興味をもって取り組める

工夫が大変多く取り入れられていた。 
しかしながら、目の前で教諭と生徒が運筆

する際に聞こえる紙の擦れる音、呼吸、繊細

な所作など、同じ空間にいることで気づいたり、

感じたりすることのできる温度感・空気感と

いうものは、遠隔授業では伝えることが難しい。

豊かな感性や情操というものはそういったと

ころから生まれるものではないだろうか。配

信に加え、年数回程度の受信校での対面授業

が設定されているとのことなので、同じ空間

での“醍醐味”の部分は、その機会にぜひ伝

えていただきたいと思う。 
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研修② 鑑賞会 
新潟明訓高等学校百周年記念会館２階展示室

において、卒業生である新井 満 氏から寄贈

された美術品コレクション、富岡惣一朗 氏、

横尾忠則 氏、安藤忠雄 氏等の素晴らしい

芸術作品を鑑賞した。また、卒業生である批評

家、随筆家、若松英輔さんの「『言葉の羅針盤』

～手紙の効用～」が、棚に開いて置かれていた

教科書に掲載されており、拝読することができ、

有意義な時間を過ごすことができた。また、

新潟県出身の偉大な芸術家や文人達の活躍も

あわせて知ることができた。新潟県というの

は、偉人を輩出する土壌があるのではないか

と改めて感じ、芸術の授業や教科横断的な

授業等をとおして、興味関心を高めていける

ような授業を行っていきたいと気持ちを新た

にした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研修③ 見学 

歌人・美術史家・書家である會津八一が晩

年を過ごした建物である北方文化博物館で

は、八一の書や資料、日本庭園では歌碑の鑑

賞をした。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅲ 閉会式 

副部長挨拶 県立直江津中等教育学校 
長津綾子 教頭 

 
 
この場を借りて、今回の研修会への協力して

くださった皆様に深く感謝申し上げたい。 
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1 研修会 

８月の夏季研修会、11 月の全県研究協議会と

もに、オンラインと対面を併用するハイブリッ

ド形式で実施した。昨年からこの形式で開催し

ているため、運営も円滑になってきており、実

施後アンケート等を通しての参加者の要望や

意見が反映された研修会が実現できているの

ではないかと考えている。特に全県研究協議会

は昨年度に比べて参加者が倍増しており、次年

度に向けて新たな課題を検討し、会員同士のネ

ットワークづくりに貢献できるような内容や

開催形式を工夫していきたい。 

１）夏季研修会 

①実施日  

８月８日（木）１３：００～１６：３５ 

②参加者 

 ３１名 

③講師 

 新潟県立大学国際地域学部 茅野潤一郎 

教授 

④講演テーマ 

『高等学校における動機づけの重要性につい

て』 

⑤内容 

 茅野講師の講演では、「動機付けやエンゲー

ジメントの重要性」「エンゲージメントを高め

るプロセス」「エンゲージメントを高める授業

の構成の仕方」についてのお話があり、エンゲ

ージメントの観点から授業を見直すヒントを

共有することができた。その後の協議では、講

演の学びを授業に生かす方法について話し合

い、協議内容を共有した。 

 「主体的に学習に取り組む態度」を育み、授

業を魅力的にするために必要な学びを多く得

られる素晴らしい講演と協議であった。 

 

 

 

 

 

２）全県研究協議会 

①実施日 

 １１月２９日（金）１０：００～１６：３０ 

②参加者 

 １１６名 

③講師 

 宇都宮大学大学院教育学研究科専門職学位

課程 

田村岳充 助教 

④講演テーマ 

 『改めて考える「求められる生徒の学び、育

てたい生徒の力」～同僚とともに取り組む

生徒の主体的な学びを促す授業づくり～』 

⑤内容 

午前の部では、新潟明訓高等学校 前田由紀

恵講師による「教室でみんなで学ぶダイナミク

ス」「力を伸ばす個別指導」をテーマとして長文

素材を用いた模擬授業を参加者の高校教諭約

70 名を生徒役として実施した。午後の講演では

田村講師がこの模擬授業を振り返りながら、同

僚とともに取り組む授業づくりのヒントや、教

科書の題材を生かし単元を貫く問いや学習課

題を生徒と共に考えていくことの大切さにつ

いて講演を行った。 生徒の学習意欲が高まら

ないのは、なぜ学ぶのか、どのように学ぶのか、

を生徒が選択できていないからではないかと

いう点について、参加者全てがそれぞれの気づ

きがあったのではないだろうか。自身の授業改

善への意欲向上をうながす素晴らしい模擬授

業と講演であった。 

 

２ 刊行物 

「高教研英語部会誌 第 69 号」を刊行。 

（内容）・研修会報告 

    ・実践報告 

      ・その他 

（文責 長谷川 誠） 

英 語 部 会 

10



 

 

 

1 令和６年度 

新潟県高等学校農業教育研究大会 

       新潟県立新発田農業高等学校

【大会スローガン】 

「生徒の夢を創造し実現する農業教育の推進」 

(1) 目 的  

新しい時代に対応した農業教育の実現に

向けて、本県の農業及び農業教育が直面する

課題について研究協議を行い、教職員の資

質・能力の向上と農業・農業教育の発展・振

興に資する。 

(2) 日 程 

令和６年８月 16 日（金）  

  10：30～11：00  受付  

  11：00～11：20  開会式  

  11：20～12：00  農場協会総会  

  12：00～13：00  昼食休憩  

  13：00～15：00  研究発表および研究協議  

   1) 「森林教育は人作り」  

    県立高田農業高等学校 

       教諭 原 正博 

   2) 「昨年度の 

    基本問題検討委員会について（報告）」 

    県立加茂農林高等学校 

       教諭 近藤 和之 

  15：10～16：20 講演会 

   演題「曽我農園の 

           ブランディング手法について」  

    ㈱曽我農園代表取締役社長 曽我 新一 様 

  16：30～16：50 指導講評 

     県立長岡農業高等学校長 村山 和彦 

 16：50～17：00 閉会式 

 

(3)会場 

 新潟市万代市民会館 

 新潟市中央区東万代町９番１号 

 

 

 

 

(4) 講演会 

 演題 

「曽我農園のブランディング手法について」  

   ㈱曽我農園代表取締役社長 曽我 新一 様 

要旨 

 私が約 20 年の経営経験を通

じて実践してきたブランディ

ングについて、言葉の力が商品

価値を大きく左右し、ピンチを

チャンスに変える可能性があ

ることをお話しします。 

 経営再建のために情報発信に注力し、知名度

向上と売上倍増を実現し、赤字脱却やブランド

確立、さらには結婚など私生活にも影響を与え、

最終的に事業拡大と法人化へと進展しました。 

 規模拡大による資金繰りの悪化で再び赤字

に転落し、家庭とのバランスにも課題を感じま

した。「選択と集中」を徹底し、経営の効率化と

自身の健康管理に取り組むことで、持続可能な

農業を目指しました。 

 ６次産業化を取り入れ、直売所限定販売で希

少価値を高めたことで売上が増加し、さらに家

庭の時間も確保でき、奥さんの笑顔が増えたこ

とが最も大きな成果となりました。 

 コロナ禍で外出自粛により直売所の売り上

げが激減しましたが、消費者視点に基づた結果、

全国的に注目されました。特に「闇落ちトマト」

は、見た目が悪い尻腐れトマトを新たなキャッ

チフレーズで販売し、メディアに取り上げられ

るなどして大きな成功を収めました。 

 価値は飾り立てることではなく、視点を変え

て今まで見落としていた価値を見出すことに

あります。現在、同世代の農業者との協力を模

索し、生産組合を作ることや、米生産の復活を

検討しています。正解はなく、臨機応変に対応

していくつもりです。 

 

農 業 部 会 
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 (5)研究発表および研究協議 

 1) 森林教育は人作り 

県立高田農業高等学校 教諭 原 正博 

要旨 

 異常気象が続き、温暖化の

影響が顕著になっている。子

供たちが夢を持って生きる

ために、農業教員として環境

作りが重要だと感じている。人口減少と少子化

が深刻な問題となり、教育機関の再構築が求め

られている。農業教育の価値が再認識され重要

性を増し、課題解決に貢献する可能性が高く、

農業実習や地域連携がその価値を示している。 

 林業実験・実習は非常に大きな危険と隣り合

わせになるため、指導者は、安全に留意し手取

り足取り教える。ただし、全て教えすぎず、生

徒を信じてある意味信じきらずに我慢する。そ

して、ジャストタイミングで注意する・よく褒

める。 

 ストーリーイメージをして指導を行い、生徒

に使命感を持たせる。世の中の困り事また役に

立つことなどを見つけて、チームで考え行動す

ることで感謝される。そこから自己肯定感が芽

生え、やる気が向上し主体的な行動につながる。

そして学校が楽しい、社会ってまんざらでもな

いなと感じるようになる。指導者も生徒も、ス

トーリーイメージが大切。 

 林業・建築業の先人たちの言葉を教育現場に

照らし合わせて紹介する。「木を見て森を見ず」

物事の本質を見て行動することが大切である。

「スギの子３年」植え付け前の３年間が勝負。

植えられたら自分では木は動けない。谷であろ

うと山の寒風が吹こうと、雨の降らない尾根に

植えられようが、そこで一生懸命生きていくし

かない。その基礎を作るのはその３年。生徒も

まさしく同じである。「個性を殺さず癖を生か

す。人も木も育て方は同じである。」多様な生徒

がいるが、その生徒の活かし方が指導者の力量

に関わってくる。まさしく森林教育は「森を育

てて、人を育てる」農業教育も同様である。 

2) 昨年度の基本問題検討委員会について 

新潟県立加茂農林高等学校 

  教諭 近藤 和之 

 令和５年度基本問題検討委員会

にて作成された「動画授業」につ

いて、各種委員による授業実践動

画の放映がされた。 

【授業実施者】 

 県立村上桜ヶ丘高等学校 教諭 永井 裕子 

 県立新発田農業高等学校 教諭 山本 吉孝 

 県立巻総合高等学校 教諭 梅川 雅弘 

 県立加茂農林高等学校 教諭 井ノ口 康史 

 県立長岡農業高等学校 教諭 鈴木 孝紀 

 県立十日町総合高等学校 教諭 新井 大和 

 県立柏崎総合高等学校 教諭 本間 正隆 

 県立高田農業高等学校 教諭 池亀 元喜  

 県立佐渡総合高等学校 教諭 高橋 幸太郎 

 

２ 令和６年度農業教育課題研究会 

新潟県立加茂農林高等学校 

(1) テーマ 

「農業 DX に関する先進的な取り組みと 

            農業教育への導入」 

(2) 目的  

昨今教育現場への導入が進む DX（データサイ

エンスの内容を含む）について基礎知識を身に

つけ、農業分野への応用について理解を深める

ことで、農業教育の充実を図る。  

(3) 日時 令和６年 11 月 28 日（水） 

      14：20～16：50 

(4) 会場 県立加茂農林高等学校 情報処理室 

    新潟県加茂市神明町２丁目 15 番５号  

(5) 日程 

 14：10～14：20 受 付 

 14：20～14：25 日程説明 

 14：25～14：30 開会式  

 14：30～16：30 講演と生成 AI を使った演習 

 16：30～16：35 休憩  

 16：35～16：45 研究協議 

 16：20～16：30 閉会式 
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(6)参加者 

新発田農業高等学校  ２名 

長岡農業高等学校   ２名 

高田農業高等学校   ４名 

村上桜ヶ丘高等学校  １名 

巻総合高等学校    １名 

柏崎総合高等学校   １名 

十日町総合高等学校  １名 

加茂農林高等学校  １１名 

(7) 講師 金沢学院大学 情報工学部 

                    教授 桑野裕昭 様 

(8) 内容 

「農業 DX に関する先駆的な取り組みと農業教

育への導入」と題して講師よりご講演いただき

ました。その際、参加各校が抱えている問題に

関する話題も取り上げていただきました。 

1)何故、私がここに？（導入） 

①自己紹介と所属組織の紹介 

・情報工学部は、金沢学院大学においては新し 

 く設置された学部 

・桑野先生はオペレーションズ・リサーチ、数 

 理最適化、計画数学を専門とされている 

②大学・高専機能強化支援事業 

・文科省による理系強化のための事業で、金沢 

 学院大学も初回公募で選定されている 

 （現在２回目の公募まで実施済み） 

③高等学校 DX 加速化推進事業 

 (DX ハイスクール) 

・情報Ⅱ・数学を強化する高等学校を対象に、 

 1,000 万円の予算がつく事業 

・新潟県の農業高校では、加茂農林高校と高田 

 農業高校が選定されている 

・今年度４月、文科省から各教育委員会に、DX 

 ハイスクール校と大学・高専機能強化支援事 

 業選定校との連携が指示されている 

2)そもそも DX とは？ 

・Digital Transformation 

・2018 年経済産業省「DX レポート」発のもの 

 と、2020 年文部科学省「教育 DX・教育デー 

 タの利活用について」発のものと、二種類の 

 DX があり、混乱の元になっている 

・文科省による教育 DX には「デジタイゼーシ 

 ョン（タブレットや電子黒板導入）」→「デジ 

 タライゼーション（ICT やクラウド等を活用 

 した教育データの利用）」→「デジタルトラン 

 スフォーメーション（機器やデータを活用し 

 て生徒に合わせたオーダーメイド学習を実 

 現する）」の三段階がある 

・文科省では「MEXCBT」を準備しており、教育 

 DX の実現を後押ししている。 

・教育 DX は既に成果があがっており、シンポ 

 ジウム等で報告されている 

・「DX ハイスクール」は、文科省の事業である 

 が、経産省発の DX の延長線上にある 

3)農業高校での DX 事例 

・秋田県立大曲農業高等学校 

・鳥取県立倉吉農業高等学校 

・兵庫県立農業高等学校 

・デジタイゼーション、デジタライゼーション 

 ができていての DX だが、前段階ができてい 

 ない学校も多いので、まずは DX ハイスクー 

 ルの予算でそこまで到達しておくとよい。 

4)高知県でのスマート農業 

・高知大学 Internet of Plants（IoP）プロジ 

 ェクトによる取り組み 

 （数理・データサイエンス・AI 教育強化拠点 

 コンソーシアム関東ブロック第二回ワーク 

 ショップでの講演内容より紹介） 

5)アイデア出しツールとしての生成系 AI 利用 

・DX ハイスクールで何をするかアイデアを出 

 すのに活用しては 

・つながって使われやすい単語と単語をつなげ 

 て文章を作ってくれるのが生成系 AI 

・意味の通る文章が返ってくることが多いが、 

 知らないことに対しては嘘を返す（ハルシネ 

 ーション）ことがあるので注意 

・データの分析は得意ではない 

・ある程度返答の正しさが判断できる人が使っ 

 た方が良い 

・GPT-４o の oは「マルチモーダル」文字に 
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 は文字、音声には音声で返せる 

・RAG ができる AI は、必要な情報があるサイト 

 をさがしてきてくれるので便利 

・正しい答えを得るには、AI に指示するための 

 「プロンプト」の知識が必要 「Promptia」 

 というサイトが参考になる 

・何回か「会話」して初めて正しい情報が戻っ 

 てくるので、検索とは違う 

・公開されている AI には、得手不得手がある 

 ので、気を付けて使う 

 ChatGPT：個人情報を入力すると学習してし 

 まうので使用には注意が必要 

・Gemini：Google から使えマルチモーダルな 

 ので絵も描ける 

・Perplexity：情報源が示されるため検証しや 

 すく、大学の研究で使っている 

6)まとめに代えて（質疑応答） 

・何かやってみたいことがあって、予算に困っ 

 ている場合は、大学に相談してほしい 

・データの共有や集計を無料でするなら、 

 Google スプレッドシートでデータを集め、 

 Google Apps Script で分析・加工できる 

・ハード面の補強は、DX ハイスクール事業を活 

 用してほしい 
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工 業 部 会
電気・電子系研究会(見学会・研究会) 

１ 期 日 令和６年７月２日（火） 

２ 会 場 (株)テック・エンジニアリング 

  本社および加工工場・組立工場 

３ 参加校 ５校（９名） 

４ 日 程 

10:15～10:25 開会 

10:25～11:50 見学会 

13:10～15:20 研究会 

15:20～15:30 閉会 

５ 見学会 

新潟県のほぼ中央に位置する燕市・三条市

は高度な金属加工技術が集まるものづくりの

町・金物の町として有名ですが、この地域の

みならず国内外で使用されるＦＡ関連機器を

中心とした自動制御装置・産業用省力機械の

設計から修理・アフターサービスまでを自社

で行っている（株）テック・エンジニアリン

グ様にご協力をいただきました。 

会社の沿革・概要などについて、代表取締

役 阿部 真一 様より説明して頂きました。 

ＦＡ関連機器を設計・製造するのみならず、

ＣＮＣ旋盤・フライスなどを使用して金属加

工や溶接作業等も自社で賄うことが出来る業

界でも数少ない総合エンジニアリング企業で

す。 

 

自社開発のデモロボット 

依頼企業からのオーダーは、ワンオフ製品

がほとんどで、お客様の培ってきた技術と当

社のアイデアと技術力を融合して装置を製造

しています。また、自社で設計・製造したデ

モロボットを持参しての各種イベント（オー

プンキャンパス・文化祭・就活イベント）や

出前授業にも積極的に参加しているそうです。 

概要説明後、出荷前の製品や製造現場を見

学させていただきました。 

６ 研究会 

「製造業におけるＩｏＴ導入のメリットと 

実践例などについて」 

講師 (株)テック・エンジニアリング 

専務取締役 真島 浩二 様 

製造業とは「新たな製品を生み出す仕事」

であるが、抱える問題として、労働人口の減

少・働き方改革の推進・国際競争の激化など

様々を乗り越えて生産性の向上が必要だそう

です。そのために必要なＦＡ技術について実

写を交えた説明や、これから主流になると思

われるリモートメンテナンスについてお話を

伺いました。 

 
研究会の様子 

いつの時代も製造業現場では慢性的な人

手不足です。それを解消するために、熟練し

た技術が必要な単調作業を 500 万円程度のロ

ボットに置き換える製作依頼が、零細企業を

はじめとして多数あるそうです。最後に、職

業教育を担う現場への要望として、ロボット

の製造やメンテナンスに興味を抱く人材を育

成してほしいという貴重なご意見をいただき

ました。 

（記・県立新潟県央工業高等学校 

 情報電子科 本宮 信之） 
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建築研究会（研修・見学会） 

１ 期 日 令和６年 10 月２日（水） 

 

２ 会 場 県立新潟工業高等学校 

      北斗会館 

      アイコニックタワー建設現場 

      （新潟市中央区花園１丁目） 

 

３ 参加校 ５校 （16 人） 

 

４ 日 程 

  10：00～10：30  受 付 

10：30～10：35  開会式 

10：40～11：30  研修会 

12：25～15：30  現場見学会 

15：30～     閉会式 

 

５ 研修会 

「福田組協力会社との意見交換」 

 建設業における「技能職の担い手不足」を

テーマとして、新潟･下越地区の６社を招いて

活発な議論を行いました。給与、土日祝日の

休み、有給休暇、退職金など将来設計が見え

る環境を整えることで入職者を確保すること。 

学校において技能体験の機会を増やすこと等

についての意見が交わされました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修会の様子 

６ 見学会 

 新潟駅南口に、暮らしとビジネスの新しい

拠点として、株式会社福田組が建設中である

地上 30 階免震タワーマンション「アイコニッ

クタワー」の現場見学をさせていただきまし

た。このプロジェクトは、国交省が指定する

「都市再生緊急整備地域」である、南口西側

の約 6,000 ㎡の敷地に、マンションとオフィ

ス、駐車場の３棟を建築して、新たな価値を

創出し、新潟駅と万代・万代島・古町を結ぶ

都心エリア「新潟２キロ」の求心力向上に貢

献するアイコニックな（象徴的な）建築物と

なることが期待されています。 

 2024 年元日の能登半島地震は、免震装置設

置後だったため影響は受けなかったそうです。

免震装置は 24 本の柱全てに設置され、さまざ

まな揺れに対応できるように、装置は４種類

採用されており、新潟では他に類を見ない高

度な免震機能を備えたマンションとなってい

ました。特に４種類のうちの 1 つ「CLB 免震

装置（直動転がり免震支承）」の、井桁状に組

まれた３ｍを超える巨大なレールによって、

あらゆる方向へスムーズに滑動する様子を動

画で見せていただきましたが、まさに圧巻で

した。１フロア８日サイクルというハイスピ

ードで工事を進めるために採用された、PCa

工法におけるミリ単位での部材管理を担当す

る施工管理者としての責任感等、多くを学ぶ

見学会でした。 

 

見学会の様子 

 (記・県立新潟工業高等学校 建築科 

               小林 哲) 

 

16



土木研究会 
 

１ 期 日 令和６年 10 月２日（水） 

 

２ 会 場 県立新潟工業高等学校 

      会議室 

 

３ 参加者 （一社）新潟県建設業協会７名

（６社６名、事務局１名） 

      高等学校       １２名 

 

４ 日 程 

  13：00～13：20  受 付 

13：20～13：30  開会式 

13：30～14：00  研究協議 

14：20～15：45  意見交換会 

15：50～     諸連絡・閉会式 

 

５ 研究協議 

 研究協議として、各校より進路状況の説明、

建設業協会様（以降 協会）より業界への入職

状況説明を頂き、その後質疑応答を行った。

質疑応答では、協会側より、各校の進路指導

方針、生徒が企業を選ぶポイントなどが質問

された。また、高校生の採用にあたっての協

会の考えや方針、離職させないための取り組

み、入職後の育成方法等を拝聴できる貴重な

機会となった。 

 

６ 意見交換会 

 意見交換会として、テーマに沿ってグルー

プ協議を実施した。テーマは「新卒者に１級

土木施工管理の受験を推奨すべきか」と「入

職後の定着率向上について」の２つを事前に

選定し、協会、各校で検討した内容を踏まえ

て意見交換を実施した。 

 

【新卒者に１級土木施工管理の受験を推奨す

べきか】 

 今年度より１級土木施工管理技士補の受験

可能年齢が引き下げられ、１９歳からの受験

が可能となった。高校側としては在学中に２

級土木施工管理技士補の合格ができるよう指

導しているが、卒業後すぐに１級の受験が可

能となる状況において、高校側として２級を

どのような位置づけとして捉えるべきかとい

うことが、このテーマを選定した理由となる。

そのような中で、協会側の意見は、各社の考

えに違いはあることを条件としつつも、２級

を取得した後に１級を取得すべきであるとい

う意見や、１級の資格だけではなくそれに見

合った経験も必要であるという意見など、受

験年齢が引き下げられたからといって、直ぐ

に受験の必要は無いという意見があった。高

校側としては従来通り、２級の指導を実施す

る方針を確認できる機会となった。 

 

【入職後の定着率向上について】 

 令和４年以降県内建設業の離職が増えてい

る状況であること、また、協会側が若手の向

上心が薄くなっていることを課題しているこ

とからこのテーマを選定した。離職率低下に

向けては、協会側、学校側ともにミスマッチ

の解消が必要であるという意見であった。そ

のために、インターンシップやデュアルシス

テム、出前授業や現場見学等を積極的に実施

することが重要であることを確認できた。ま

た、若手の向上心が薄くなっていることにつ

いては、成功体験の積み重ねが必要であると

うことで意見がまとまった。 

 

７ おわりに 

 土木研究会開催にあたり、ご多忙にもかか

わらず、新潟県建設業協会様より、事務局、

各支部より７名の方にご参加頂いた。皆様に

深く感謝申し上げます。 

 

 (記・県立新潟工業高等学校 土木科 

              酒井 大輔） 
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機械・電子機械系 見学会および研究会 

 

期 日 令和６年 11 月 22 日（金） 

会 場 日本製鉄株式会社 

東日本製鉄所直江津地区 

参加者 10 名 

 

【はじめに】 

 今年度は、鉄鋼メーカーとしてチタン製品

の中核製造拠点として製造を行っている 日

本製鉄株式会社東日本製鉄所直江津地区 様

にご協力いただき、機械系見学会および研究

会を以下の日程で開催致しました。 

13：30  ～  13：35  開 会 

13：35  ～ 13：55  会社概要説明 

13：55  ～ 14：45    工場内施設見学 

14：50 ～ 15：20  講 演 

15：20 ～ 15：25  質疑応答                        

15：25 ～ 15：30    閉 会 

【概要説明・施設見学】 

 会社の沿革、ならびに事業内容などについ

て労政人事室 主幹 室橋 直之 様よりご説

明をいただき、その後施設の見学をさせてい

ただきました。 

 

施設見学準備の様子 

 チタンは軽量（鉄の約 60％の軽さ）、高耐

食性（長寿命・メンテナンス低減）、高比強度

（鉄の約 2 倍・アルミの約 3 倍）、環境適応な

ど優れた特徴をもつ金属素材であり、それを

活かしたマグカップやゴルフクラブ、バイク

のマフラー、瓦に代わる屋根素材（増上寺・

八坂神社屋根に使用）など実物を実際に手に

して軽量と強度と多色が可能という素晴らし

さを感じさせていただき、その後、チタン溶

解（EB・VAR 溶鉱炉）、2500 トンプレス等の設

備を見せてもらうなど、今後の教科指導に参

考となる貴重な機会をいただきました。 

【講演：鉄鋼業界の動向について】 

 見学後、直江津総務室 室長 櫻井 和洋 様

より世界および国内における鉄鋼業界の動向

についてご講演をいただきました。 

 

 

講演・研究会の様子 

「世界は鉄でできている」というキャッチフ

レーズで、粗鋼生産量国内第 1 位を誇り、今

後は生産量だけでなく、技術力やグローバル

対応力を含めて総合力世界№1 を目指す、と

いうことでした。 

【おわりに】 

このたびの見学会開催にあたり、ご多忙に

もかかわらずご協力いただきました 日本製

鉄株式会社東日本製鉄所直江津地区 の皆様

に深く感謝申し上げます。 

（記・県立上越総合技術高等学校   

機械創造工学科  寳田 哲朗） 

18



工業化学系 （見学会・研究会） 

       

１ 期 日 令和 6 年 11 月 29 日（金） 

２ 会 場 見学会１ 

（株）柏崎エコクリエイティブ 

        生ごみリサイクルプラント 

見学会２ 

（株）チャレンジトゥエンティーワン 

ダスキン新潟工場 

研究会 

アトリウム長岡 

３ 参加校 ３校 （10 名） 

４ 日 程 13:00 ～ 13:15 受付   

13:15 ～ 14:15 見学会１ 

14:15 ～ 14:30 移動 

14:30 ～ 15:30 見学会２ 

      15:30 ～ 16:00 移動 

      16:00 ～ 17:00 研究会  

５ 見学会 

 柏崎エコクリエイティブは、特殊有機肥料

｢元気ゆうき君｣を製造している会社である。

今回は柏崎市夏渡の生ごみリサイクルプラン

トを見学させていただいた。 

 地域のスーパー、鮮魚店、飲食店などから

出る魚のアラなどの生ごみを回収し原材料と

して、副原料の米ぬかを混ぜて攪拌し、高温

高速発酵（7～８時間）、熟成・乾燥（２～3 週

間）、ふるいにかけ袋詰めを行い、｢元気ゆう

き君｣を製造しています。 

見学会の様子  高温高速発酵処理機を見学 

 地域に根づいた『循環型社会の形成』を図

っており、稲作や畑作で植物の健全な育成を

助けているなどの説明をいただきました。 

株式会社チャレンジトゥエンティーワンは、

ワタナベグループの企業として、多岐にわた

って活動しています。ダスキン新潟工場はマ

ットやモップなどのダスキン用品の洗浄・製

造を行っており、『ゴミを出さないクリーンな

工場』をテーマに揚げています。 

掃除用具の生産・販売・回収をくりかえす循

環型の事業活動に取り組んでおり、排水の浄

化、回収したホコリをセメントの原料にする

など環境保全に配慮しており、多量の商品に

タグを付け、生産性を大幅に向上させていま

した。 

今回、見学させていただいた２つの会社と

も循環型社会を実践しており、大変有意義な

見学会となりました。 

 

６ 研究会 

協議題   

（１）令和 6 年度事業の報告 

 ①日本工業化学教育研究大会東京大会 

②北信越工業化学教育研究大会新潟大会 

等についての報告 

（２）令和 7 年度事業計画  

①日本工業化学教育研究大会福井大会 

②ものづくりコンテスト県大会 

  当番校 柏崎工業高校等の計画の確認 

（３）その他 

   進路状況等情報交換 

 

各校から協議題について説明、意見交換が

行われ、課題が解決できるように協力して取

り組んでいくことが必要だと感じました。  

（記・県立柏崎工業高等学校 

環境化学科 古川 耕一） 
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ロボット技術研究会（研修会） 
 

１ 期 日 令和７年１月１４日（火） 

 

２ 会 場 長岡市さいわいプラザ 

      大ホール・和室 

       

３ 参加校 ７校 （７８人） 

 

４ 日 程 

  13：00～13：30  受 付 

13：30～13：35  開会式 

13：35～13：50  報告（長岡工業） 

13：50～14：05  報告（柏崎工業） 

14：05～15：30  分科会 

15：30～16：15  講演会 

16：15～     閉会式 

 

 

５ 研修会の概要 

今年度のロボット技術研究協議会及び研

究発表会は、長岡市中央公民館（さいわいプ

ラザ）を会場として実施しました。講演の部

では、長岡工業高等専門学校の学生及び長岡

技術科学大学の学生をお招きし、高専ロボコ

ンの取組や NHK 学生ロボコンの取組について

ご講演頂きました。大会報告では、ロボット

競技全国大会報告、ロボカップジュニア・ジ

ャパンオープン２０２４名古屋大会報告、そ

して、各部門に分かれ分科会を実施しました。 

 

６ 講演会 

今年度の講演会は、２校の上級学校より講

演を頂きました。まず、長岡工業高等専門学

校 ロボティクス部 関さんから、高専ロボ

コンの取組について発表を頂きました。ここ

では、過去の実績や年間スケジュールについ

て紹介して頂き、高専独自の取組についても

複数触れて頂きました。その中でも、「魔改造

の夜」についての発表は興味深いものがあり、

高専の学生の技術力の高さに、参加した生徒

及び先生方も深く関心を持ち発表を聞いてい

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に、長岡技術科学大学 ロボコンプロジ

ェクト 西脇さんから、NHK 学生ロボコンに

ついて発表を頂きました。学生ロボコンは、

日本で最も技術のあるロボットコンテストと

して紹介され、その技術力の高さに、参加し

た高校生からも、質問が投げかけられました。

具体的な内容として、２０１９年からの規格

Wi-Fi6 を混線解消目的で導入し、操縦の追従

性を高め、全国大会上位を常に狙い活動して

いるという紹介がありました。 

 

７ 報告 

ロボット部門では、今年度栃木県で行われ

た第３２回全国高等学校ロボット競技大会に

出場した長岡工業高等学校の取組について発

表されました。全国大会では、リモコンロボ

ットの無線通信に障害が発生し、１２位とい

う結果に終わり悔しい思いをした体験を発表

してくれました。 

 

 

長岡高専の取組 
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ロボカップジュニア・ジャパンオープン２

０２４名古屋大会の発表では、ロボット部で

複数の活動をしており、いくつかの活動につ

いて発表がありました。まず、ロボカップジ

ュニアについて説明があり、ロボカップとは、

次世代の人材育成のために開催されているロ

ボット競技会のひとつで、２０５０年までに

サッカーの世界チャンピオンチームに勝てる

自立型ロボットのチームを作ることが、大会

の目的になっていると、説明されました。 

大会の魅力は、様々な技術に触れることが

できる点や、競技を見る楽しさだと説明して

いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 分科会 

分科会は、ロボット、マイコンカーラリー

の各部門に分かれて行われました。ロボット

部門では生徒４９名が参加し、新潟工業、長

岡工業、新潟県央工業、上越総合技術高校な

どが、全国高等学校ロボット競技大会栃木県

大会に出場したロボットを持ち寄り、それぞ

れのロボット製作の技術について交流しまし

た。マイコンカーラリー部門でも、新潟工業、

柏崎工業、上越総合技術高校の生徒８人及び

新採用２年目教員が、技術交流を行いそれぞ

れ充実した分科会となりました。 

 

９ おわりに 

 今年度講演会では、授業期間中にもかかわ

らず、長岡工業高等専門学校及び長岡技術科

学大学の学生さんにご協力頂き、各学校の取

組について報告を頂きました。 

 参加した高校生は、次年度大会に向けて各

自のロボットをどのように改めて行くかにつ

いて、学校の枠を越え話し合う姿は、とても

印象的で、有意義な時間を過ごせた事を、こ

の場をお借りして深く感謝申し上げます。 

 最後に、県内工業高校におけるロボット関

係競技への指導者不足や、種目の縮小につい

ては、継続して今後の検討課題ですが、新採

用者の工業教員参加などの取組により、継続

して競技会への参加を目的とした活動につな

がる事を期待します。 

 

 (記・県立長岡工業高等学校  

電気電子工学科  勝又正史） 

ロボット競技 全国大会 

分科会 

サッカーロボット大会 
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商 業 部 会 
 

 

１ 期 日  令和６年 11 月 20 日 

２ 会 場  新潟産業大学講堂 

３ 主 催  新潟県高等学校教育研究会商業部会 

４ 当番校  新潟県立柏崎総合高等学校 

５ 参加校  ９校（１５名） 

６ 日 程 

受      付     13：00～13：30 

開      会     13：30～13：45 

   講    演（１）    13：45～14：45 

    講     演（２）       15：00～16：20 

   指 導 校 講 評        16：20～16：30 

      閉      会    16：30～16：40 

７ 講演（１） 

演題「柏崎市の観光」  

柏崎観光協会 

事務局長 飛田 成雅 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）柏崎観光協会について 

現在市内外の約 200 の事業所及び団体が会員とな

っており、会員からの会費及び行政からの負担金を

資金源として活動を行っている。 

（２）柏崎観光協会の主な活動 

・観光交流センター「夕海」、「かしわざきセントラ

ルビーチ」の運営、各種イベントの企画、運営 

・「観光パンフレット」の制作とＨＰやＳＮＳ（イ

ンスタ・ＦＢ・ＬＩＮＥ）の運営 

・東京他関東圏での県外イベントで地元産品の販

売と観光ＰＲ活動。 

・観光協会のテーマは「稼ぐ観光」である。 

 

（３）新しい観光ビジネスの潮流 

現在、当協会は「柏崎らしい付加価値の高い観光商

品の開発」を進める活動に取り組んでいる。付加価値

のある商品、付加価値の高い商品を、適正な価格で販

売するという考え方である。「こんなに高く売れるの

だろうか？これではお客様は来てくれないのでは？」

という弱気な事業者が多い中で、自信を持って付加

価値の高いサービスや商品を売るという今まで以上

に積極的な、攻める姿勢（当然サービスや品質もしっ

かりと確立させるのが前提で、個々の企業努力によ

る。）である。 

観光ビジネスは具体的な「モノ」を売ることもさる

ことながら、「コト」思い出や喜びを売るビジネスだ

と思う。それには定価はない。価値や価格が適正かを

判断するのはお客様だ。 

つまりは、観光業界は「無限大の伸び代がある業

界」だといえる。これがまさに「稼ぐ観光」だと考え

ている。  
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８ 講演（２） 

演題「起業教育と商品開発」～その目的と課題 

新潟産業大学 教授 大石 友子 氏 

（１）起業教育について 

①起業（アントレプレナーシップ）教育とは 

 

（２）起業論 

①起業論で何を学ぶか 

②起業論の構成 

③起業を取り巻く環境を知る 

④企業活動の変化（イノベーションの必要性） 

⑤起業の基本ステップ 

⑥起業を学んだ学生たちの事例  

 

（３）商品開発論 

①商品開発論で何を学ぶか 

②商品開発の基本 

③商品企画 

・マーケットイン（インサイト）型 

・イノベーション（プロダクトアウト）型 

 

（４）企画を立てるために 

①発散思考（何かを思いつく思考） 

ア 自由連想法（次々に思いつくままの発想ブレ 

インストーミング・BS 法・・） 

イ 強制発想法（強制的に結びつけ発想する方法 

チェックリスト法、カタログ法・・） 

ウ 類似発想法（本質が同じようなものを探し出 

してヒントにする方法、シネクティクス、NM

法・・・） 

② 収束思考 

ア 空間型（演繹型分類法を決めてその分類ごと 

にデータを集める。図書分類法・各種分類法など） 

イ 帰納型（類似のデータを集めて新分類を作る。 

KJ 法・クロス法など） 

ウ 時間型（時間の流れに従いデータを集める 

PERT 法など） 

（５）課題 

シンポジウムやビジコン等の機会を通じて啓発活

動を展開しているにもかかわらず、依然として受講

者の裾野拡大が課題であり、課題解決へのアプロー

チとして、①人材に関わる課題（外部人材の活用、チ

ームビルディング）、②インフラに関わる課題（理論

と実践の場の提供、インキュベーション機能、企業と

の連携）、③将来に結びつくことの可視化（自分のこ

ととして考える）が考えられる。 

 

９．指導講評 

新潟県教育庁高等学校教育課 

指導第 2係指導主事 佐藤 恵美 様 

 

１０．閉  会 
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1 

水産教育研究会  

（１）期 日 

令和６年６月 20 日（木） 

（２）会 場 

糸魚川市能生生涯学習センター 

多目的ホール 

（３）研究協議 

 ［主 題］ 

「新しい時代をリードする、創造的な水産・

海洋教育はどのようにあればよいか」 

［研究発表］ 

副題１「水産・海洋高校における『令和の

日本型学校教育』はいかにあるべき

か」 

新潟県立海洋高等学校 

教諭 金子 義昂 

 
急激に変化する時代の中で育むべき資質・

能力を、「一人一人の児童生徒が、自分のよさ

や可能性を認識すること」「多様な人々と協

働すること」「社会的変化を乗り越え豊かな

人生を切り拓き、持続可能な社会の創り手と

なること」「ICT を効果的に活用すること」

として捉え、「糸魚川市の地域課題の解決に

寄与する学習活動」「海洋教育普及活動」など

を通じて、これらの資質・能力を育成するこ

とについて研究を行った。 
具体的には、本研究において、「マリンスポ

ーツイベントの企画・運営」「出前授業（小学

校）『スノーケリング体験』」を通じて、生徒

の資質・能力を育むことに取り組んだ。 
その結果として、生徒に次のような変容が 

現れた。 
 〇 小さな声で口数少なく、コミュニケ

ーションに苦慮しており、学習への

積極性が高くない生徒が、シーカヤ

ックの指導がきっかけで「自分の可

能性」を認識し、コミュニケーショ

ンを必要とする仕事に興味を持っ

た。 
 〇 コミュニケーション力はあるが、引

っ込み思案な生徒が、授業の振り返

りに、「人前で話すことがすごくき

つかったけど、練習を重ねて自信を

もって話せるようになれたことが

良かった」などと記述した。 
 〇 学力は高いが、人間関係がうまく構

築できない傾向の生徒が、シーカヤ

ックイベントの受付・誘導等の係と

して、全体をまとめ各所に的確な指

示や調整を行い、振り返りに「周囲

に指示をだして物事を進めていく

やり方が理解できた」と記述した。 
 今後はこれまでの取組に、学校見学等の対

応も生徒が行うなど、生徒の活躍の場を確保

することなどの取組を加えて、研究をさらに

深める。 
 
 
 
 
 
 
 

 
［資料発表］ 

副題２「水産・海洋高校の『新時代の教師

像』はいかにあるべきか」 

富山県立滑川高等学校 

教諭 岡田 洋朗 

 

文部科学省のリーフレットには、GIGA ス

クール構想の理念として ICT 機器を活用し

て生徒や教員の力を最大限発揮することが

記載されている。その事例として、スライド

を使用した学習教材の提示、調べ学習をさせ

発表活動を行うこと、デジタル教材を活用す

ること、学習の進捗状況を可視化することな

どが挙げられている。特に普通教科の活用事

水 産 部 会 
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例は具体的に書かれており、例えば、理科で

は実験過程を記録し、深く分析・考察をした

り、社会ではデータを加工して可視化したり

することが紹介されている。そして、ＳＴＥ

ＡＭ教育も推奨されており、教科「水産」の

科目「課題研究」がこれに該当しており、「課

題研究」における情報処理機器を活用したレ

ポートの編集は ICT 教育そのものであった。

そこで、ICT 機器の活用および ICT 教材の

共有化の効果的な実践事例を調査研究する

ことを目的とし、本年度は、課題の設定と実

践事例を積み重ねることとした。そして、滑

川高校の海洋科の教員で ICT 機器の活用に

ついて、話し合いを行い、ICT 機器による「共

同編集技術」を実施していないことに気づい

たため、研究課題を「リアルタイム共有ソフ

トの活用事例の研究」とした。そして、Google 
スライド、Google スプレッドシート、Google 
フォーム、および、Kahoot!（カフート）の４

つのアプリケーションを使用した教材を作

成することとした。 

 

（４）学科別協議話題提供 

［海洋工学系］ 

「海洋工学系学科において、課題解決型 

学習の深化を図り、専門性と実践力に加え、

コミュニケーション力や表現力を備えた

人材（即戦力として活躍できる人材）を育

成するためにはどのようにすればよいか」 

石川県立能登高等学校 

教諭 髙山 琳太郎 

 石川県立能登高等学校は、能登町の海沿い

の全校生徒 184 名の小規模校である。普通科

と地域産業科の２学科があり、地域産業科の

中に生物資源コース水産選択があり県内に

おいて唯一水産を学ぶことができるが、令和

６年能登半島地震によって施設に大きな被

害を受け、まだまだ復旧には時間を要す。 
 水産科の授業は、教諭２名実習教諭３名で

行っており、様々な分野を取り扱うことが難

しい。海洋工学系の取組は、実習船「おおと

り丸」を使用した船舶の機関の取り扱いを学

び、自分たちで出航から操船までを実習の中

で行う程度で、普段の授業の中ではなかなか

海洋工学系の取組は行うことができていな

い。しかし、学校近辺には町の水産物加工処

理施設や冷凍庫、日々せりが行われている漁

協、さらには漁師さんなど水産関係の施設や

人々があふれている。この学校外の水産関係

施設・水産関係者の協力により、座学では学

べない、卒業後の仕事のイメージを持っても

らえるのではないかと考えている。また、実

際に働いている方々から直接学び、自分たち

に不足している事、必要とされている知識や

技術を学ぶことで、就職を迎えるにあたって

の準備を自発的に行う生徒を増やすことに

つながると期待している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
今年度、能登高校は文部科学省の高等学校

DX 加速化推進事業に採択された。これを受

けて水産科では、授業の中で ICT 機材等を

用いた新しい水産業の形、いわいるスマート

水産業に触れる機会を導入していく。この事

業の中では、ただ魚を養殖・畜養するだけで
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なく、水質管理機材等を調整し、遠隔監視を

行うまでを自分たちで行うことを想定して

いる。この事業により生徒たちの「自分たち

で考える力」「仲間と協力する力」「困難に立

ち向かい、学びに向かう力」などの力を育成

していく。 
 

 

［潜水系］ 

「水産業や海洋関連産業の振興及び社会

貢献に主体的かつ協働的に取り組む潜水

教育とはいかにあるべきか」 

福井県立若狭高等学校 

教諭 中村 恵美莉 

        

 本校では、２年次に選択科目として、科目

「ダイビング」か、科目「小型船舶」を２単

位履修する。ダイビングに関しては、２年次

に潜水技術検定２級の筆記と潜水士の取得

を目指している。そのため２年次の授業はほ

ぼ座学のみであり、実技があったとしても教

室でできる器材セッティングなどである。そ

して３年次前期に４単位（年間で見ると２単

位）で実技指導と実技検定を行い、潜水技術

検定２級を取得することが目標である。 
 このような状況でレジャーダイバーは育

つが、授業内で水産業や海洋関連産業の振興

及び社会貢献まで行えるダイバーは育てる

ことができていない現状がある。一方で、部

活動のスキューバダイビング部があり、水産

業や海洋関連産業の振興及び社会貢献につ

ながる活動を行っており、次にその事例を紹

介する。 
① アマモ場の保全（地域漁業者や漁連と

協力してアマモの種を集め、定植活動を

行っている。更にアマモ場がどのように

分布しているかの調査を行っている。） 

② 釣り場の海中清掃（ルアー等のゴミを

清掃し、環境保全活動を行っている。） 

③ 地域漁業者の依頼での潜水（新製品を  

つくるために海中を利用しているため、

その設置と状況把握と回収作業を請け

負う予定である。） 

 今後の取組として、今年度は授業時間内で、

生徒がダイビングを通して社会と繋がりを

持つための方法を考えさせたい。具体的には、

潜水士としてどのような仕事があるのかを

知る機会を生徒に提供し、まずは第一歩とし

て潜水士が社会においてどのような仕事を

しているかを知ることで生徒たち自身がで

きることを考えるきっかけづくりを行いた

い。次にライセンスを取った生徒達が、ダイ

ビングを通してどのようなことを地域や水

産海洋関連産業にできるか考える機会を作

りたい。生徒が情報もなく考える事は大変難

しいと感じており、私個人としてどのような

授業を作ることができるか現在悩んでいる。 
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１ 全県講習会 

期 日 令和６年８月５日（月） 

会 場 蔵春閣 

（１） 部長挨拶 

新潟県高等学校教育研究会家庭科部会部長

新潟県立長岡大手高等学校長 江川 真 

開催にあたり、一言お祝いの言葉を申し上げ

ます。7月 30 日（火）長岡のホテルニューオー

タニで北信越家庭科高等学校長協会総会が開 

催され、その翌日の 31 日（水）に同じく長岡

で家庭クラブ北陸ブロック大会が開催されま

した。30 日の北信越家庭科高等学校長協会総会

では、北陸 4県の高等学校長の実践発表で各県

の家庭部会における課題や取組事例で理解を

深めました。また 31 日の家庭クラブ北陸ブロ

ック大会では、家庭クラブの「高校生は家庭生

活の大切さについて考える機会を持つ」という

理念を再認識する良い機会となりました。改め

て学校家庭クラブ活動は、以下の 4つの精神を

活動の柱として生徒たちが主体となって「研究

活動」「ボランティア活動」「交流活動」を行

うものです。「創造」新しいものを創造し飛躍

しようとする意欲をもつこと、「勤労」主体的

に活動し実践すること、「愛情」優しくあたた

かい気持ちをもってものごとにあたること、

「奉仕」他者への思いやりの心をもって接する

こと、学校家庭クラブ活動で育つ力とは、生活

を科学的に探究する方法や課題解決能力を高

め、これからの社会を生き抜く実践力と想像力

を育て、活動を通して培われたコミュニケーシ

ョン能力は、人と人とのつながりを深め、思い

やりの心を育成し、体験や実践を通して育まれ

た人間力は、これからの未来を担うリーダーと

して社会に貢献する。とあります。これはすな

わち「総合的な探究の時間」で求められる力と

同じです。つまり家庭クラブは昭和 28 年（1953

年）に結成当初から先進的に探究活動を行って          

 

 

 

きたことになります。その先進性に家庭クラブ

の歴史と不易を感じました。 

本日は、午前中に講演１として新潟製粉株式

会社 代表取締役 藤井義文様、管理部長の錦織

雅子様からお越しいただき、ご講演いただき、

昼食に地元の食材を使ったお弁当に舌鼓を打

ち、午後はこの新発田市の蔵春閣の見学をして

歴史を感じ、講演２として新発田市みらい創造

課企画政策係長 齋藤直樹様からご講演をいた

だきます。本会の開催にあたり、幹事校の皆様

には、準備から運営まで、ご足労いただき感謝

申し上げます。本日の会が皆様にとって有益な

ものとなり、生徒に還元できるものであること

を祈っております。 

（２）主管校校長挨拶 

新潟県立新発田商業高等学校長 大島博文 

ようこそ新発田においでいただきました。こ

こ新発田市は、平成 15 年に月岡温泉のある豊

浦町と合併し、平成 17 年に紫雲寺町、加治川

村と合併し、現在の人口は９万人ほどになりま

す。 

本日の会場、「蔵春閣」は新発田市出身の大

実業家・大倉喜八郎氏の別邸を移築したもので

す。大倉氏は、現西新発田高校の敷地内にあっ

た私塾「積善堂」で学問を深め、17 歳で江戸に

出て、やがて実業家として成功を収めるわけで

すが、大倉商業学校（東京経済大学）や商法講

習所（一橋大学）、同志社大学（同志社学院）

などの学校設立にも尽力された方です。 

大正５年（1916）、大倉氏が 80 歳で 2度目の

帰省をした際に、当校開設を喜び、「処世訓」

を贈っていただいています。その文中から、「一

事専念 堅忍不抜」を採字して当校の校訓とし

ています。 

本日は、大正ロマン感じる蔵春閣において、

充実した研修となるよう期待して主管校挨拶

とします。 

家庭科部会 
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（３）来賓挨拶 

新潟県教育庁高等学校教育課指導第２係 

係長 佐野 由美子 様 

開会にあたり、一言ご挨拶申し上げます。先

生方におかれましては、日頃より家庭科教育を

通じた生徒の成長にご尽力いただき、感謝申し

上げます。また、全県から先生方が本講習会に

ご参集され、今後の授業づくり等に生かすため、

研鑽を積む意欲や姿勢に改めて敬意を表しま

す。校長先生方、そして主管校の先生方には、

本講習会の開催にあたり、これまでのご準備・

運営等にご尽力いただきましたことに感謝を

申し上げます。さて、本日の講習会は、二つの

講演と会場の蔵春閣の見学・説明という大変充

実した内容になっております。家庭科における、

地域の特徴を生かした食生活環境、まちづくり、

そして伝統文化についての知見を深め、高校生

に身につけさせる資質能力を育むためのヒン

トを得ていただきたいと思います。本日の会が

実り多いものになり、今後も本県、家庭科教育

の一層の充実が図られることを祈念いたしま

して挨拶といたします。 

（４）講演 

「未来の食を KOMEKO から」  

講 師  新潟製粉株式会社 

     代表取締役  藤井 義文 様 

     管理部長   錦織 雅子 様     

（ア）会社概要説明 

 平成 10 年、胎内市（当時は黒川村）が国・

県の補助をうけて、「微細粉技術（うるち米を

小麦粉のように使用するために新潟県が開発

した技術）」による新規米粉を世界に先駆けて

実用化するために設立された。これまで民間企

業と製品管理や研究、販路拡大等を協調しなが

ら進んできた。会社の使命は、お米の用途を広

げ、消費拡大に寄与すること。 

（イ）日本の食料事情 

昭和 40 年代から令和 2 年にかけての比較で

は、昭和 40 年代、年間約 111 ㎏あった米の消

費は約 50.7 ㎏に半減。小麦の消費はあまり大

きく変わらない。肉類、乳・乳製品、油脂類は、

3 倍以上に増加し食が欧米化した。それにとも

ない食料の輸入割合が増え、食料自給率が落ち

た。令和 12 年度までに食料自給率を約 10％あ

げる目標を掲げているが、実行性はむずかしい

と思われる。 

（ウ）小麦の状況 

国内での小麦の生産は、少々増加してはいる

ものの、用途に応じた品種や量の確保には、ま

ったく足りていない。一昨年のアメリカ、カナ

ダでの不作やウクライナ侵攻やなどにより価

格が大きく上昇しており、自国での生産量を増

やすことが重要。しかし農家にとっては、 

米粉用米でも一番ノウハウをもっている米作

りをやりたいというのが本音である。 

（エ）米粉ができるまで 

せんべいや団子などの和菓子からなんとか

用途を広げたいということで新しい製粉製法

によってできたのがいわゆるパンや麺用の米 

粉。従来の上新粉はかなり粗いもの、いかに細

かい粉を作るかの研究開発がなされてきた。米

は主にこしいぶきを使用。2 段階製粉では、水

洗いした米を浸漬、脱水して圧偏ロール粉砕と

気流粉砕をおこなう。また、酵素利用粉砕とい

う圧偏ロール粉砕の代わりに酵素を溶かした

温水に浸漬、脱水後、気流粉砕をするものがあ

る。2 段階製粉は、しっとりさせたいケーキ類

向き、酵素利用粉砕は、添加したグルテンが働

きやすいため、パン・麺類に向く。小麦粉に比

べアミノ酸スコアも高く、グルテンのアレルギ

ー対応にも向く米粉を消費者の皆さんにもっ

と利用してほしい。 

（オ）製品の紹介 

 国産小麦とコラボした米粉パン（敷島製パ

ン）、給食用米粉パン、お米のうどん（岐阜県

小林製麺）、ぎょうざ（リンガーハット）、カレ

ーうどん（西尾食品）など 

（カ）今後の課題 

日本は人口減少の社会に入っているが、世界

的には人口増の傾向。国内で安定して食料確保
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できるかが、今後の課題。作物の生産には農地、

水の確保や農業機械の発達も必要、また、やは

り農家の方々に将来性を持って農業をしてい

ただくようにすることが、最も大事なことであ

る。お米の消費拡大を理念に米粉を作らせてい

ただいているが、用途について若い人たちのア

イデアをいただき、需要拡大につなげたい。 

（キ）米粉の利用方法について 

県内高校生の進学率が 80%を超えているとい

う状況がある。また、大学生の約 9割が自炊を

しているというデータもある。今は、インター

ネットで手軽に調べられ、簡単にできる調理が

人気。しかし、調理になれていない若者にとっ

ては、親に聞いたり、自分が経験したりしたこ

とが身近になってくると思われるため、高校生

のうちに米粉の調理を経験してもらいたい。ま

た、安心安全な国内の米粉を食材の一つに利用

できる人になってもらえたらありがたい。 

米粉のメリットは、ダマになりにくく、モチ

モチした食感が得られること。デメリットは、

老化が早くパンなどは、固くなりやすいこと。

また、グルテンがない分、生地がまとまりにく 

いことなどである。デメリットの改善方法とし

ては、固くなったパンは温め直し、から揚げの

衣には、半分片栗粉を足すなどだが、まずは、

小麦粉の代わりに日常使いに取り入れて、いろ

いろ試してみていただきたい。 

（５）蔵春閣見学 

（６）講演 

「住みよいまち日本一  健康田園文化都市・し

ばた」を目指して～４つの視点による新発田市

のまちづくり～ 

講師 新発田市みらい創造課企画政策係 

      係長 齋藤 直樹 様 

新発田市は、一貫して十年間程度、この将来像

と酒造を旗印にまちづくりを進めている。良質

なコシヒカリ、新発田牛、アスパラガス、越後

姫等々、農業を基幹とする町。歴史においては、

江戸時代十万石にまでなり、新発田城周辺にも

清水園や足軽長屋、寺町など風情がある。新発

田市は、新潟市のベッドタウンという側面もあ

りつつ、阿賀北地域の拠点となる町という自負

があり、その二つを両立させるような街づくり

をしていく必要がある。 

（ア）新発田市の現状と将来予測 

 今の最大の課題は人口減少。人口減少が進む

ことによる問題は、①民間の経済活動の減（消

費・雇用）②税収の減（施策展開やインフラの

整備の財源）③まちの活力の減（まちの魅力、

住民のつながり元気）。これにより、首都圏に

仕事、物、情報が集中し、若者人口は首都圏へ

流出。さらなる人口減少につながっていく。厳

しい現状現実も捉えた上でまちづくりをする

ことが肝要。 

（イ）新発田市のまちづくり 

「健康田園文化都市・しばた」のまず「健康」 

というのは、住民の命、健康を守るということ。

健康寿命を延ばす取り組みを県内でいち早く

始めたと自負しており、高齢者に、自分の暮ら

している街でいきいきと暮らしてもらうこと

を目的にしている。「田園」は、農業に代表さ

れる産業、仕事を作るという意味を込めている。

若い人に住み続けてもらうには、仕事がないこ

とには話にならない。若い人がちゃんと生活で

きる。結婚して子どもを持とうと思える収入を

確保できるような仕事、雇用の場をしっかり確

保するという思いで掲げている。そして、「文

化」については、新発田市の歴史伝統という大

切なところに学び、学力をしっかり身につけさ

せる町ということ。「健康長寿、少子化対策、

産業振興、教育の充実」この四つの視点を持っ

て、将来都市像を目指している。四つの視点ご

とに、代表的な取り組みを紹介する。 

①健康寿命（食・運動・生きがい・医療） 

高齢者が若者と交流しながら活動する生きが

い作り 

・新発田農業高校と協力した農業体験 

・新発田市内の大学と協力した e-スポーツによ

る「脳活」 

②少子化対策（子育て支援） 
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・かかりつけ保健師制度の導入 

・雨天時や冬期間でも遊べる、ニーズを従属さ

せた施設の整備 

③産業振興（誘客・販路拡大） 

新発田の特産品の輸出促進。新発田の観光資源、

歴史資源を生かして新発田に訪れていただけ

るようにとセールスをかけている。（新発田牛、

月岡温泉、蔵春閣など）。 

④教育の充実（学力の向上・郷土愛の醸成） 

学力の向上とそれに加えて郷土愛の醸成とい

うような取り組みを展開している。新発田市に

は、6 つの高校があり、大学短大と合わせると

8 つ教育機関があるが、そこの学生たちを対象

に「まちづくりドラフト会議」という取り組み

をしている。総合学習の時間で、行政側が提示

した課題や自分たちの身の回りの課題に取り

組み、代表者が行政、もしくは民間企業に対し

て提案（発表）をするというものを年 1回、運

営しており、新発田商業高校からも毎年活動し

てもらっている。商店街に商業クラブが運営し

ている「ふくら」というお店があり、地元の特

産品の販売や商店街の活性化を目指した活動

をしていただいている。また、新発田高校と日

本旅行の連携によるスタディツーリズムの旅

行商品の造成などあり、高校のまち新発田の特

色と思っている。 

（ウ）中心市街地のまちづくり 

～活性化に向けて～ 

以上の４つの視点の取組と、次の①～ 

③の整備を十年かけてスリーステップで進 

めてきた。 

①まちの輪郭づくりー新発田駅を中心にコン

パクトに都市基盤を整備し、運営を効率的に行

える形に 

②「まちの目鼻立ち」として賑わいの核となる

都市拠点を整備―新発田市役所や子育て支援

施設、新発田城前には、市民の安心安全を守る

防災公園を整備 

③まちの表情づくりー①、②で生まれた賑わい

を町全体に広げる取り組み（定住・交流人口増

加）民間が企画した提案に対して、行政が後方

側面を支援、実現に向けたお手伝いをしていく。

まちの施設や歴史資源などを使ってイベント

などを民間の方の力を使って展開されて、それ

によって人が行きかい賑わいあふれる街づく

りということを目指している。 

（７）指導・講評 

新潟県教育庁高等学校教育課指導第２係 

 係長 佐野 由美子 様 

講演１、藤井様からは、新潟県の農作物の代

表である米の加工品である米粉が、どのように

私たちの食生活を豊かにすることができるか、

ご教示いただきました。「新しい食文化」は、

キーワードと思います。日本の食料事情、小麦

の状況、米粉の特徴についてのお話や今後の課

題として、世界の人口と穀物需給、日本の食料

の安定供給への不安増や農業従事者数と農地

面積の減少など示されました。世界規模の課題

の解決につなげるために、家庭科では生徒たち

に何をどのように伝え、考えさせるか、授業づ

くりの工夫が大切であることを再認識しまし

た。食の安全安心は、誰かが作っていくもので

はなく、私たち生活者一人ひとりがしっかりと

課題を認識し、生活の中でできることを実践し

ていくことが大切です。錦織様からは、若い世

代の食生活の状況をご教示いただくと共に、米

粉を材料としたレシピも紹介いただきました。 

午後は、大関様より蔵春閣のご案内、ご説明

をいただきました。荘厳な建造物を会場とし、

当講習会が開催されていることは大変感慨深

く、新潟県新発田市ゆかりの大倉喜八郎翁の功

績の大きさ、歴史と伝統の素晴らしさを実感す

ることができました。 

そして、講演２では、齋藤様より新発田市の

現状と課題、まちづくりについて具体的にご教

示いただきました。健康長寿、子育て支援、産

業振興、郷土愛の醸成等は、家庭科の学びにつ

ながる内容ばかりです。生徒の目線で地域づく

り、まちづくりについて主体的に課題を見つけ、

課題解決に取り組むことは、社会に開かれた教
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育課程の実践にもつながると思います。 

本日の講習会では、食生活や人口減少問題と社

会全体の課題について、企業や行政機関として

どのように課題に向き合い、その課題解決に取

り組んでいるかご教示いただきました。これら

は、これからの社会を生き抜く力、生きる力を

生徒に身につけさせるために高等学校家庭科

教育が取り組むべき方向性を示していただい

たものと考えております。先生方におかれまし

ては、本講習会で得たことを今後、授業に有効

にご活用いただき、生徒に還元していただきた

いと思います。本日はありがとうございました。 

（８）閉会挨拶 

新潟県高等学校教育研究会家庭科部会副部長 

新潟県立見附高等学校長  丸山 綾子 

講演１では、米粉の特性や細分化された技術

の開発・商品などを学びましたので、持ち帰り、

授業等で生かせるようにしていきたいと思い

ます。そして、講演２の方で紹介されましたよ

うに、各学校で少子高齢化、人口減少、地域活

性化の課題を踏まえて探求活動に取り組んで

いる学校は多くなっております。将来の地域の

担い手となる高校生が、体験を通して自分たち

ができることを考えていくことは、主体性を育

む上でも大事な学びであります。それぞれの地

域のことをよく知り、地域の課題と自校の生徒

にとって必要なことを合わせながら学んでい

きたいと思います。 

また、本日の研修会場である蔵春閣ですが、

迎賓館として役割を担った本館の和風装飾と

洋風装飾のみごとな室内を見学させていただ

き、本当に貴重な機会となりました。 

高等学校教育課の佐野由美子様からはご指

導・ご鞭撻をいただきました。ありがとうござ

いました。 

部長の長岡大手高等学校 江川校長先生をは

じめ、本講習会の準備・運営にあたられました

下越地区の先生方に感謝申し上げ閉会の挨拶

とさせていただきます。 

 

２ 研究成果の刊行 

 「家庭科研究第６０号」発刊 

 新潟県高等学校教育研究会家庭部会、新潟県

立教育センター、新潟県高等学校校長協会家庭

部会、全国高等学校家庭クラブ、全国高等学校

家庭科技術検定などからの報告を集録。 
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１ 保健体育部会 全県研究会 

 
 期 日  令和６年 12 月６日（金） 
 会 場  新潟健康づくり・スポーツ 
      医科学センター 
 参加者  24 名 
 研究テーマ 「最近の保健体育事情」 
       「障害者スポーツとは」 
  
【講演】 
  「最近の保健体育事情」 
   新潟県教育庁保健体育課  
   指導主事 山田 耕平 様 

  

 
 「障害者スポーツとは」 
  サムティアセット（株） 
  永田 務 様 
 
 2002 年 県立村上桜ヶ丘高校卒業 

 同年  自衛隊高田第 2 普通科連隊入隊 
      マラソン選手として実業団に所属 
 2008 年 株式会社日本アクシーズに入社  
 2010 年 勤務中の事故により障がいを負う 
 2019 年 新潟県障害者交流センター入職 
 2021 年 東京パラリンピック 出場 
      T46 マラソン 銅メダル獲得 
 
 自身が挑戦し続ける姿をを見せることによ

って誰もが輝ける社会を伝えていきたいとい

う思いについて講演いただきました。 
 

 
 
 

２ 全県養護教諭研修会 

 
期 日  令和６年 10 月 22 日（火） 
会 場  新潟ユニゾンプラザ 

     （講演のみライブ配信併用） 
 参加者  会場参加 65 名、オンライン参

加 30 名 
 
 【講演】 
   新潟青陵大学大学院  

臨床心理学研究科  
准教授 小林 智 様 

 
  「ブリーフセラピーによる生徒支援の 

範囲・方法・効用」 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

３ 刊行物 

 
 研究集録 第６０集 
  研究会や講演会の内容を収録 
  新潟県高教研ホームページに掲載 

保健体育部会 
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１ 研究会 

(1) 生成 AI に関する講演会（後援） 

   期日 ８月 26 日（月） 

   会場 新潟県立大学 

講 演 

演 題 

「生成 AI の仕組みと活用事例」 

講 師 

NTT-ME サービスクリエイション部 

亀井 雄介 様 

講義内容 

・生成 AI とは ・プロンプトとは 

   ・活用時に知っておくべきリスク他 

  後 援  

新潟県高等学校教育研究会 

   にいがた情報教育研究会 

 

(2) 情報教育研究会（Ｗｅｂ開催） 

期 日 ９月 26 日（木） 

講 演 

演 題 

「『人工知能入門』を通して考える 

情報リテラシーの必要性」 

講 師 

新潟大学・教授 

山崎 達也 様 

研究発表 

テーマ 

「情報教育で育む読解力」 

発表者 

神奈川県立横浜国際高等学校 

  教諭 蒲田 高穂 様 

参加者 26 名 

 

 

 

 

 

 

 

２ 代議委員会（書面審議） 

議題 

令和６年度高教研情報部会役員について 

令和５年度事業報告および決算報告 

令和６年度事業計画および予算について 

 

３ 研究成果 

  研究成果ついては情報部会ＨＰに掲載す

る予定です。 

 

 

情報部会 
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１ 全県委員会 

 第１回 日時 ７月９日（火） 
    会場 県立巻高等学校 視聴覚ホール 
第２回 （書面審議） 
 
 

２ 全県研究協議会 

日時 １１月１２日（火）             

会場 県立巻高等学校             
視聴覚ホール・会議室          

内容 講演会及び研究協議           
 ＜研究協議＞                
 「うちの学校の不登校って？ 
   ～ワールドカフェ方式で三つの提案を作って 
    みよう～ 」 
 ＜講演会＞ 
 演題「生徒指導提要と不登校支援」 
講師 広島大学大学院人間社会科学研究科           
   教授 栗原 愼二 様    
 

 
 
３ 刊行物 

生徒指導部会誌 第５７号 
内容 研究内容・資料・部会活動報告 
冊数 ３３０冊 
 
 

 
 
 
 

生徒指導部会
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１ 総会・講演会・研究協議会 

 
期 日  令和６年９月６日（金） 
会 場  新潟ユニゾンプラザ 

小研修室３ 
参加者 18 名 

 
内容 
 
【講演】14:00～16:00 
演題：「Life with Reading 

-読書の秘訣カード-」の活用法 
講師：青山学院大学 

准教授 庭井 史絵 様 
（元慶應義塾普通部 司書教諭） 
 

【図書館部会総会】16:20～16:30 
 
講演や議案等については、『図書館部報』をご

覧ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

２ 刊行物 

 
『 図書館部報 』第６８号 

 

図書館部会 
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１ 視聴覚部会総会 

 期 日  11 月 27 日（水） 
 
議 題 
(1)令和５年度事業総括 

 (2)令和５年度決算報告 

 (3)令和６年度事業計画 

(4)令和６年度予算及び中間報告 

 
   

２ 指導者研修の実施 

(1) TeNYテレビ新潟の見学・講習 

期 日 11月27日（水） 

  参加者 ８人 
 

(2)ＮＨＫ校内放送技術者講座 

現地講習、オンライン講習 
 期 日 12 月 26 日（木）～27 日（金） 

  参加者 現地参加１人、オンライン参加８人 
 

※当部会はＮＨＫ校内放送指導者講座への参

加を推奨しています。読みや番組の指導方法や

審査技術を習得することができ、修了時には、Ｈ

ＮＫ杯全国高校放送コンテストの審査員として

認証する「審査員証」が交付されます。また、参

加者には、ＮＨＫ新潟放送局からの補助金によ

る研修補助制度も有り、参加しやすいものにな

っています。まだ、受講経験の無い会員の皆様に

ぜひご参加いただきたいと思います。 
  
  
  

 

 

 

 

 

 

 

 

３ コンテストの主催及び共催 

放送コンテスト県内大会の主催および高文連

放送専門部との共催を行い、大会の審査・運営を

通して指導技術の向上を図っています。 
また、日程・大会結果は、本部会刊行誌「視聴

覚教育研究」に掲載します。 

 (1)新潟県高等学校放送コンテスト（主催） 

  ６月 11 日(火) 参加者 19 人 

 (2)ＱＫ杯新潟県校内放送コンクール（共催） 

    11 月 10 日(日) 参加者 17 人 

※以上参加者数は事業参加教職員数 

 

４  刊行物 

 名 称 視聴覚教育研究 第 62 号 

  発行日 令和６年度末 

 部 数  40 冊 

 内 容 実践報告 
      コンテスト結果と事業報告 
      視聴覚部会規約 
      高等学校教育研究会規約 
      その他 

 視 聴 覚 部 会  
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Ⅰ 新潟県高等学校定時制通信制教育総合 

研究会 

期 日 令和６年７月29日（月） 

  当番校 県立西新発田高等学校 
    会 場 ホテルイタリア軒  

  主 題 「未来に向かって生徒の可能性を 

      拓く定時制・通信制教育の推進」 

１ 講演 
演題「高等学校と児童相談所の連携につい

て」 
講師 新発田児童相談所長 
講師   森本 成彦 様 

２ 令和５年度県外視察事業報告 
  県立荒川高等学校 

３ 研究発表 

  ①進路指導   県立長岡明徳高等学校 
  ②特別支援教育 県立十日町高等学校 
４ 指導助言 

  高等学校教育課指導主事 本間 いずみ様 

 
 

 
Ⅱ 役員会総会・理事会 

＜第１回＞  

   期 日 令和６年５月14日（火） 

    形 式 Web会議ツール「Zoom」を活用し

たオンライン開催 

   議 事 令和６年度役員の委嘱について 

   報 告 令和５年度活動報告 

        令和５年度会計報告 

   協 議 令和６年度活動計画（案） 

        令和６年度会計予算（案） 

       高教研定通部会役割分担（案） 

      令和６年度定通総研実施計画と 

当日の役割分担（案） 

 

 

 

 

 

＜第２回＞ 

   期 日 令和７年１月31日（金） 

   形 式 Web会議ツール「Zoom」を活用し

たオンライン開催 

   報 告 令和６年度事業報告 

       令和６年度決算中間報告 

   協 議 令和７年度事業計画（案） 

       令和７年度教育総合研究会（案） 

     次年度の予算確保に向けて 
 

Ⅲ 各校情報交換会  

    期 日 令和６年11月20日（水） 
当番校 県立高田南城高等学校 
会 場 県立高田南城高等学校 

  参加校 県内定通部加盟校11校 
   内 容 教務、生徒指導、進路指導等 

について 

       

Ⅳ 県外視察 

    期 日 令和６年７月18日（木） 

19日（金） 

  視察校 千葉県立佐倉南高等学校          

千葉県立東金高等学校 

      茨城県立茎崎高等学校 

  派遣校 県立長岡明徳高等学校 
県立堀之内高等学校 

 

Ⅴ 刊行物 

  実践集録 61号 デジタルデータにて発行 

令和７年２月吉日 発刊 

 
 
 

定 通 部 会 
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高教研 国語部会  令和６年度事業報告書 

                     部長  坂元 淳子  

研
究
会
・
講
習
会
等
の
開
催 

目     的 国語授業の改善と指導力の向上 

期     日 令和６年７月 25日 (木 ) 令和６年 11月 22日 (金 ) 令和７年１月 30日 (木 )

場     所 白根高等学校 
県立生涯学習推進  

センター（ホール）  
白根高等学校 

研究会名称 運営委員会 全県研究協議会 運営委員会 

研究会テーマ 
 
 
 
 
 
「講演テーマ」 

今年度計画及び全

県研究協議会の実

施について 

 

 

「新学習指導要領を

踏まえた授業づく

り～主体的・対話

的で深い学びの実

践を目指して～」

 

「小説と解釈の多様

性について 太宰治

『走れメロス』」 

 

今年度活動の反省

次年度活動計画 

 

 

講   師   職 
氏         名 

 新潟大学教育学部 

教授・長沼 光彦 

 

 

 

研究発表 
ﾃｰﾏ・職・氏名 

 ①  実践発表 

「 生 徒 の 『 対 話 的 な

学 び 』 の 実 践 を 目 指

して ～言語文化 

『 土 佐 日 記 』 に お け

る 女 性 仮 託 を め ぐ っ

て～」・燕中等教育学

校教諭・阿部友紀 

②  指導講評 

県 立 教 育 セ ン タ ー

指導主事・今井大輔

 

参 加  者 数 １２名 ５３名 １２名 

研修分野の分類  ② ②③④     ②  

研究
調査 

主 要 テーマ 特になし 

調 査の期 日 

場所・参加者数 

 

図書 
購入 

図   書   名  
冊        数 

特になし 

研

究

成

果 

刊

行

物

出

版 

名        称 『国語研究』第７１集 

主 な 内 容 各種研究研修報告等 

冊        数 ２００冊 

① 専 門 分 野 、 ② 指 導 法 、 ③ 実 践 報 告 、 ④ 新 教 育 課 程 、 ⑤ 見 学 会 、 ⑥ 公 開 授 業 、 ⑦ 実 習 ･ 講 習 ･ 展 示  
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高教研  国語部会 令和７年度事業計画（案） 

                     部長 坂元 淳子 

① 専 門 分 野 、 ② 指 導 法 、 ③ 実 践 報 告 、 ④ 新 教 育 課 程 、 ⑤ 見 学 会 、 ⑥ 公 開 授 業 、 ⑦ 実 習 ･ 講 習 ･ 展 示  

研
究
会
・
講
習
会
等
の
開
催 

目     的 国語授業の改善と指導力の向上 

期     日  ６月中旬  １１月下旬 令和８年１月下旬 

場     所     未定 未定 未定 

研究会名称 運営委員会 全県研究協議会 運営委員会 

研究会テーマ 
 

「講 演 テーマ」 

年度計画の検討 

 全県研究協議会

の実施計画 

 

 

「学習指導要領を踏

まえた授業づくり

～国語科における

探究的な学びの実

践～」 

 

講演テーマ未定 

 

年度活動の反省 

次年度活動計画 

 

 

講   師   職 
氏         名 

 
講師未定 

 

 

研 究  発  表 

ﾃｰﾏ・職・氏名 

 発表者未定（１名）

 

 

指導主事講評 

県立教育センター 

指導主事 

 

参 加  者 数 １６名 約７０名 １６名 

研究分野の分類 ② ①②③④⑤⑥  ② 

研究
調査 

主 要 テーマ 
特になし 

調 査の期 日 

場所・参加者

数 

 

図書 
購入 

図   書   名  
冊        数 

特になし 

研
究
成
果 

刊
行
物
出
版 

名        称 『国語研究』第７２集 

主 な 内 容 研究協議会発表・講演内容、各種研究研修報告等 

冊        数 ２００冊 
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高教研地理歴史・公民部会 令和６年度事業報告書 

 

                        部長  早川 勝志 

研
究
会
・
講
習
会
等
の
開
催 

目的  地理歴史・公民科の新学習指導要領及び大学入学共通テストに関す

る研究を推進し、地理歴史・公民科教育の発展と充実をはかる。 

期日  ７月 19 日(金) 11 月 15 日(金) 

場所  県立新潟高等学校 県立図書館ホール 

研究会名称  研究協議会 地理歴史研究会 

研究会テーマ  
「講演テーマ」  

「大学から見た高校新学習指導

要領・大学入学共通テスト」 

「『総合』から『探究』へ―地理歴

史科の取組み」  

講師職氏名  新潟大学人文学部 

准教授 中村 元 様 
― 

研究発表  
ﾃｰﾏ・職・氏名  

「中学校から見た高校新学習指

導要領・大学入学共通テスト」 

小田 和也 教諭 

（佐渡市立佐和田中学校） 

「地理の取組」 

 長岡 大 教諭（燕中等教育学校）

「歴史の取組」 

中村 崇志 教諭（長岡大手高校）

参加者数  30 24 

研修分野の分類  
下記①～⑦から選択。複数選択可。主と

なるテーマを先頭に  
④①②③ ④①②③ 

研
究
調
査

主要テーマ  ― 

調査の期日  
場所・参加者数  ― 

図
書

購
入

図書名  
冊数  ― 

研
究
成
果 

 

刊
行
物
出
版 

名称  
『地理歴史・公民研究』第63集 

（令和７年３月末日刊行予定） 

主な  
内容  

【研究会報告】研究協議会「発表要旨・講演要旨・所感」（万代高校

 加藤直樹、長岡大手高校 中村崇志）、地理歴史研究会 

【実践報告】「『リノベーションに取り組む新潟市秋葉区の「まちづ

くり」の研究』の指導報告」（加茂暁星高校 関根正人） 

【地歴公民の広場】「通信制の制度と地歴・公民科教育」（高田南城

高校 香西康一） 

【大学入学共通テストに向けた取組と振り返り】「歴史」（新発田南

高校 江川慎也）、「地理」（新潟高校 佐藤大介）、「公民」（新津高校

 山本学 小林真也） 

【部会細則及び研究紀要投稿規定】【部会通信】 

冊数  260冊 

① 専 門 分 野 、 ② 指 導 法 、 ③ 実 践 報 告 、 ④ 新 教 育 課 程 、 ⑤ 見 学 会 、 ⑥ 公 開 授 業 、 ⑦ 実 習 ･ 講 習 ･ 展 示  
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高教研 地理歴史・公民部会 令和７年度事業計画（案）  

 

                        部長  早川 勝志  

研
究
会
・
講
習
会
等
の
開
催 

目 的 
地理歴史・公民科の学習指導要領及び大学入学共通テストに関する研究を推

進し、地理歴史・公民科教育の発展充実をはかる。 

期 日 ７月４日（金） ８月４日（月） 11月（予定） 

場 所 県立新潟高校 県立新発田高校 新潟市立万代高校 

研 究 会 名 称 研究協議会 地理研究会 公民研究会 

研 究 会 テ ー マ 

 
「講演テーマ」 

「新学習指導要領にお

ける法教育の実践につ

いて」（仮） 

「地理院地図を授業で

どう活用するか～基礎

から応用まで～」 

「高等学校公民科の各科

目におけるコンピテンシ

ーの育成について」（仮）

講 師 職 氏 名 
埼玉大学教育学部 

准教授 小貫 篤 様 
（国土地理院の講師） ― 

研 究 発 表 

ﾃ ｰ ﾏ・ 職 ・ 氏 名 
（県内高校教諭） ― （県内高校教諭） 

参 加 者 数 40 20 30 

研 修 分 野 の 分 類  
下 記 ① ～ ⑦ か ら 選 択 。 複 数 選 択

可 。 主 と な る テ ー マ を 先 頭 に  
④①②③ ⑦②④ ③④ 

研
究 

調
査 

主 要 テ ー マ  

調 査 の 期 日 

場所・参加者数 
 

図

書 

購

入 

図 書 名 

冊 数 
 

研
究
成
果 

 

刊
行
物
出
版 

名 称 
『地理歴史・公民研究』第 64集 

（令和８年３月末日刊行予定） 

主 な 

内 容 

「研究論文・実践報告」「私の教材紹介」「地歴公民の広場」 

「大学入学共通テストに向けた取組と振り返り」 

冊 数 260冊 

① 専 門 分 野 、 ② 指 導 法 、 ③ 実 践 報 告 、 ④ 新 教 育 課 程 、 ⑤ 見 学 会 、 ⑥ 公 開 授 業 、 ⑦ 実 習 ･ 講 習 ･ 展 示  
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高教研 数学部会 令和６年度事業報告書 

                     部長 小林 英明 

研
究
会
・
講
習
会
等
の
開
催 

目 的 学力の向上を目指した数学教育の研究 

期 日 ７月４日（木） 11月１日（金） 11月または12月 

場 所 
上越地区 

（柏崎市文化会館アルフォーレ）

下越地区 

（新潟市秋葉区文化会館 他） 
中越地区 

研 究 会 名 称 数学教育研究会 
全県研究協議会 兼北陸

四県数学教育研究大会 

地区研究協議会 

※北陸四県開催のため中止

研 究 会 テ ー マ 
高等学校における数学教

育の諸問題について 

数学的な見方・考え方を

働かせて、数学的活動を

通して、探究的な学びを

深め、数学を活用する態

度を育む数学教育 

 

講 
 
 
演 

 テ ー マ   
「漸近的統計推測に向け

て ～大数の法則と中心

極限定理～」 

「その学び、大人はそれで学

びが好きになりましたか？～

子どもの目線に戻って日々の

授業づくりを問い直す～」 

 

講師  職・氏名 

新潟大学理学部理学科

数学プログラム 

准教授 蛭川 潤一 様

「授業・人」塾代表 

元筑波大学附属小学校副校長 

田中 博史 様 

 

研 
究 
発 
表 

 テ ー マ   
「令和６年度新潟大学入

試問題分析」 

（数学ⅠＡ分野） 

（数学ⅡＢⅢＣ分野） 

（大学入試分野） 

 

発表者 職・氏名 
県立柏崎高等学校 

丸山 和則 教諭 

津南中等 水谷 華 教諭 

白根高校 長谷川拓也教諭 

柏崎高校 丸山和則教諭 

 

参 加 者 数 ６７名 ７７名  

研 修 分 野 の 分 類 
下 記 ① ～ ⑦ か ら 選 択 。 複 数 選 択 可 。 
主 と な る テ ー マ を 先 頭 に 

①，②， ①，②，③，④  

研
究
調
査 

主 要 テ ー マ 
・数学力向上のための意欲を引き出す指導について 

・数学の指導におけるＩＣＴの活用及び観点別評価について 

調 査 の 期 日 

場 所 ・ 参 加 者 数 
 各県内高等学校 

図
書

購
入

図 書 名 

冊 数 
 なし 

研
究
成
果 

刊
行
物
出
版 

名 称  「数学教育研究集録」第６３号 

主 な 内 容  会員の実践研究，研究大会報告及び講演内容 

冊 数  ２５０冊 

① 専 門 分 野 、 ② 指 導 法 、 ③ 実 践 報 告 、 ④ 新 教 育 課 程 、 ⑤ 見 学 会 、 ⑥ 公 開 授 業 、 ⑦ 実 習 ･講 習 ･展 示  
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高教研 数学部会 令和７年度事業計画（案） 

                     部長 小林 英明 

研
究
会
・
講
習
会
等
の
開
催 

目 的 学力の向上を目指した数学教育の研究 

期 日 ７月 10月または11月 11月または12月 

場 所 下越地区 中越地区 上越地区 

研 究 会 名 称 数学教育研究会 全県研究協議会 

地区研究協議会 

※日本数学教育学会全国大

会が北陸開催のため中止

研 究 会 テ ー マ 
高等学校における数学

教育の諸問題について

高等学校における数学教

育の諸問題について 
 

講 
 
 
演 

 テ ー マ   未定 未定  

講師  職・氏名 新潟大学理学部教授等 文部科学省教科調査官  

研 
究 
発 
表 

 テ ー マ   未定 未定  

発表者 職・氏名 
令和６年度北陸四県数

学教育研究大会発表者

令和７年度日本数学教育

学会全国大会発表者 
 

参 加 者 数 ８０名（予定） ８０名（予定）  

研 修 分 野 の 分 類 
下 記 ① ～ ⑦ か ら 選 択 。 複 数 選 択 可 。 
主 と な る テ ー マ を 先 頭 に 

①，②，③ ①，②，③  

研
究
調
査 

主 要 テ ー マ 
・数学力向上のための意欲を引き出す指導について 

・数学の指導におけるＩＣＴの活用及び観点別評価について 

調 査 の 期 日 

場 所 ・ 参 加 者 数 
 各県内高等学校 

図
書

購
入

図 書 名 

冊 数 
 未定 

研
究
成
果 

 

刊
行
物
出
版 

名 称  「数学教育研究集録」第６４号 

主 な 

内 容 
 会員の実践研究，研究大会報告及び講演内容 

冊 数  ２５０冊 

① 専 門 分 野 、 ② 指 導 法 、 ③ 実 践 報 告 、 ④ 新 教 育 課 程 、 ⑤ 見 学 会 、 ⑥ 公 開 授 業 、 ⑦ 実 習 ･講 習 ･展 示  
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   高教研     理科部会 令和６年度事業報告書 
 

                         部長 伊藤 大助  

研
究
会
・
講
習
会
等
の
開
催 

目的 理科教育の研究・発展に資する 

期日 
７月 22 日 
（月） 

２月３日 

（月） 
10 月 28 日（月） 11 月８日（金） 

場所 Web 会議 Web 会議 
長岡大手高等学校 

済美会館 

長岡大手高等学校 

済美会館 

研究会名称 第 1回 

役員会 

第２回 

役員会 
化学教育研究会 地学教育研究会 

研究会テーマ 
 

「講演テーマ」 

 

 

 

 

 

「化学史から化学教育の

疑問に答える 

『 日 本 版 Ask the 

Historiam  』 

プロジェクト」 

 

「2024 年能登半島地

震の課題と今後の県

内の地震防災」 

 

講師職氏名   

東京大学理学部化学科 

分析化学研究室 

助教 遠藤 瑞己  

新潟大学  
災害・復興科学研究

所 
教授 卜部厚志 

 

研究発表 
ﾃｰﾏ・職・氏名 

Ｒ５事業報告 

  決算報告 

 

Ｒ６事業計画 

  予算案 

 

科目別 

打ち合わせ 

Ｒ６事業報告

中間決算報告

 

Ｒ７事業計画

  予算案 

 

科目別 

打ち合わせ 

「観点別評価と学ぶ力の

育成について」 

新潟市立万代高等学校 

中川 有香 

 

「リン酸(食品添加物)の

中和滴定 

 ～ICT 機器を用いた実

験指導について～」 

新潟第一高等学校 

 長谷川 裕也 

 

 

 

参加者数 19 名 28 名 15 名 ９名 

研修分野の分類 
下記① ～⑦ から選択。複数選択可。 
主となるテーマを先頭に 

 
 

 ①②③ ①②③ 
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研
究
会
・
講
習
会
等
の
開
催 

目的 理科教育の研究・発展に資する 

期日 11 月 13 日（水） 11 月 19 日（火） 

場所 国際情報高等学校 北越高等学校 大会議室 

研究会名称 物理教育研究会 生物教育研究会 

研究会テーマ 
 

「講演テーマ」 

「圧電デバイス・超音波デバイスの 

基礎と応用」 
『つながる』ことで生物教育はよ

り一層ワクワクしたものになる 

講師職氏名 
長岡工業高等専門学校電子制御工学科 

教授 梅 田 幹 雄 

東京都立国分寺高等学校 

講師 市石  博 

研究発表 
ﾃｰﾏ・職・氏名 

「オシロスコープアプリの音単元への活用

について」 

五泉高等学校 桐生翔平 

「Arduino を利用したインターフェースの  

開発と活用」 

国際情報高等学校 小林  力 

「再帰反射シートを用いた“空中ディスプレ

イ”の紹介」 

国際情報高等学 遠藤 浩        

「授業中にできる簡単な演示実験４種（感

電、跳ね返り、大型分光器、電磁ブレー

キ）」 

十日町総合高等学校 高橋 利勝 

研究発表 

「検証型の仮説設定の能力を養

う深い学び」 

新津高等学校 奈良 俊宏 

 

視察報告 

日本生物教育会 78 回全国大会

東京大会」 

村上特別支援学校 市川 克行

 

参加者数 16 名 27 名 

研修分野の分類 
下記① ～⑦ から選択。複数選択可。 
主となるテーマを先頭に 

①②③⑦ ①②③⑤ 

研
究
調
査 

主要テーマ 研究会の推進 

調査の期日 
場所・参加者数 

日本生物教育研究会第 78 回全国大会東京大会 視察 

令和 6年 8月 5日（月）～9日（金） 東京富士大学 

視察者 市川克行、浅沼 剛 ２名 

図
書

購
入

図書名 
冊数  

研
究
成
果 

 

刊
行
物
出
版 

名称 理科研究集録第６４号 

主な内容 研究報告・講演要旨 

冊数 ２００冊 

① 専 門 分 野 、 ② 指 導 法 、 ③ 実 践 報 告 、 ④ 新 教 育 課 程 、 ⑤ 見 学 会 、 ⑥ 公 開 授 業 、 ⑦ 実 習 ･講 習 ･展 示  
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8 
 

高教研  理科部会  令和７年度事業計画      
                        部長  伊藤 大助  

研
究
会
・
講
習
会
等
の
開
催 

目 的 理科教育の研究・発展に資する 

期 日 ６ ～ ７ 月  ８月９日 ９～11月 

場 所 Web会議  
開志専門職大学 

紫竹山キャンパス 
未定 

研 究 会 名 称 第1回役員会 
日本生物教育会 

第79回全国大会新潟大会 
物理研究会

研 究 会 テ ー マ 

「 講 演 テ ー マ 」 

活動計画  
予算案  
 

 地域の自然から学ぶ 

生物教育 

 

未定 

講 師 職 氏 名 

  北海道大学農学研究員基礎研

究部門生物資源化学分野 

准教授 古澤 和徳 氏 

 

研 究 発 表 

ﾃ ｰ ﾏ ・ 職 ・ 氏 名 

   

参 加 者 数 
   

期 日 ９～11月 
１月下旬  
までに 

  

場 所 未定 Web会議   

研 究 会 名 称  化学研究会 第2回役員会   

研 究 会 テ ー マ 

 
「 講 演 テ ー マ 」 

未 定  

 

各 種 報 告  

活 動 計 画  

  

講 師 職 氏 名 
    

研 究 発 表 

ﾃ ｰ ﾏ ・ 職 ・ 氏 名 

    

参 加 者 数     

研
究

調
査

主 要 テ ー マ 研究会の推進 

調査の期日場所・参加者数 未定 

図書 図 書 名 ・ 冊 数  

研

究

成

果

刊

行

物 

名称・内容・冊数 理科研究集録 第６５号 ２００冊 
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高教研 芸術部会 令和６年度 事業報告書 

                         部長 小堺 さとみ 

研
究
会
・
講
習
会
等
の
開
催 

目 的 会員相互の研修を深め芸術教育の向上をはかる 

教 科 全体 音楽 美術 書道 

期 日 ６月28日(金) 11月７日（木） ８月20日（火）
8月22日(木) 
11月29日(金) 

11月19日(火) 

場 所 
高田城址公園 
オーレンプラザ 

 
新潟市立鳥屋野中学校  
 

星陵会館 
(東京) 

見附高等学校 

新潟ふれ愛プラザ
新潟向陽高等学校
新潟明訓高等学校

他 

研 究 会 名 称 
芸術部会総会 
研究協議会 

音楽科研修会 
（新潟市中学校教育 

研究協議会音楽部研修会

への合同参加） 

美術科 
研修会 

美術工芸科 
研究協議会 

書道科 
研修会 

研 究 会 テ ー マ 

 

「 講 演 テ ー マ 」 

・総会 
・研究協議 
・講演会 
・分科会 

「感性を働かせて、
仲間と共に音楽に 
関わり続ける生徒の
育成～つくる喜び、
工夫する楽しみを 
求める生徒の育成～」

第61回 
全高美工研2024 
本部大会 
「美工研の歩み 
～持続可能な研究会
のあり方～」 

2025新潟大会 
実行委員会 

研修①授業参観 
ＩＣＴを活用した
遠隔授業について
授業者 
県立新潟向陽高等学校
佐藤雄司 教諭 

講 師 職 氏 名 
東良 雅人 

（京都市総合教育センター
指導室長・元文部科学省 

初等中等視学官） 
    

研 究 発 表 

ﾃ ｰ ﾏ ・ 職 ・ 氏 名 

【音楽】 
・授業における邦楽指導
～箏奏者 髙倉七虹様
をお迎えして～ 
【美術】 
「源流と実り」 
分科会テーマに 
沿った実践発表 
（2025新潟大会 

プレ発表）
【書道】 
・書道科研修会（遠隔
授業見学）について 
・R８全高書県富山大会
について 

・公開授業 
「CMソングをつくろう」
(第２学年) 
新潟市立鳥屋野中学校
今井 優太 教諭 
・協議会 
（グループ協議） 
・研修会「音楽科の
授業づくり」 
新潟大学大学院 
教育実践学研究科 
特任教授 
高橋 恒彦 様 

・都道府県代表者
会議 
・研究協議 
・閉会行事 
 新潟大会PR 
・情報交換会 

・本部大会報告 
・各部の計画 
進捗状況確認 

・大会予算、 
協賛について 
     他 

研修②鑑賞会 
新潟明訓高等学校
百周年記念会館 
（新井 満コレクション、

富岡惣一朗、横尾忠則、

安藤忠雄 等鑑賞） 

研修③見学 
北方文化博物館 
新潟分館見学鑑賞
会津八一終焉の地
歌碑など見学 

参 加 者 数 30名 ７名 ７名  15名 11名 

研 修 分 野 の 分 類 
下記①～⑦から選択。複数選択可。主となるテーマを
先 頭 に 

①、②、③、④ ①、②、④、⑥ ①、②、⑥、⑦ 
①、②、③、
④、⑥、⑦ 

研
究
調
査 

主 要 テ ー マ 
「新しい芸術教育の取組について」 
「持続可能な研究会のあり方について」 

調 査 の 期 日 

場 所 ・ 参 加 者 数 

「新しい芸術教育の取組について」 

各高等学校において日常的なテーマとして研究し、各科研修会にて情報共有する（場所・参加者数は上記を予定） 

「持続可能な研究会のあり方について」 

令和６年６月28日(金)、高田城址公園オーレンプラザにおいて美術・工芸科の研修会（2025新潟大会プレ）で発表 

図
書
購
入 

図 書 名 

冊 数 

なし 

研
究
成
果 

刊
行
物
出
版 

名 称 報告をまとめ、ＨＰに掲載する 

主 な 内 容 実践報告等 

冊 数  

① 専 門 分 野 、 ② 指 導 法 、 ③ 実 践 報 告 、 ④ 新 教 育 課 程 、 ⑤ 見 学 会 、 ⑥ 公 開 授 業 、 ⑦ 実 習 ･ 講 習 ･ 展 示 
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高教研 芸術部会 令和７年度 事業計画（案） 

                        部長 小堺 さとみ 

研
究
会
・
講
習
会
等
の
開
催 

目 的 会員相互の研修を深め芸術教育の向上をはかる 

教 科 全体 音楽 美術 書道 

期 日 ６月中旬 11月下旬 ５月中旬 
８月21日(木) 

８月22日(金) 
11月 

場 所 新潟高等学校 未定 見附高等学校
高田城址公園 

オーレンプラザ 

帝京長岡高等学校

又は 

アトリウム長岡

研 究 会 名 称 
芸術部会総会 

研究協議会 

音楽科 

研修会 

美術工芸科 

研究協議会 

美術科 

研修会 

書道科 

研修会 

研 究 会 テ ー マ 

 

「 講 演 テ ー マ 」 

・総会 
・研究協議 
・分科会 

パイプオルガンの
仕組みや魅力を 
学ぶ（仮） 

2025新潟大会 
実行委員会 

第62回全高美工研 

2025新潟大会 

萌えよ！新潟 

「源流、そして実りへ 

～美術、工芸教育の 

深化と広がり」 

記念講演 

テーマ未定 

第51回全高書研

2026富山大会 

テーマ「書道で 

ウェルビーイング」

授業研究プレ発表

講 師 職 氏 名  未定  
長沢 明 氏 

（東北芸術工科大学教授） 
 

研 究 発 表 

ﾃ ｰ ﾏ ・ 職 ・ 氏 名 

【音楽】 
各校の学習指導計画
について 
 
【美術】 
〈2025新潟大会〉に
ついて 
 
【書道】 
・2026富山大会に 
ついて 

・芸術全国研修会 
報告について 

未定 ・各部より ・第1分科会 
「源流」 
～時代に左右され 
ない価値～ 
口頭発表３名 
・第２分科会 
「実りへ」 
～激変する社会の 
中での美術教育～ 
口頭発表４名 

協議会・検討会
第51回全高書研
2026富山大会 
分科会テーマ 
「書の伝統・ 
文化に親しむ 
態度の育成を 
目指して」 
帝京長岡高校 
佐藤栄理 教諭 
・「地域の書」 
鑑賞レポートに
ついて 

参 加 者 数 49名 14名 17名 18名 

研 修 分 野 の 分 類 
下記①～⑦から選択。複数選択可。主となるテーマを

先 頭 に 

①、②、③、④ ①、②、⑤、⑦ ①、②、③、④、⑦ ①、②、⑤、⑦

研
究
調
査 

主 要 テ ー マ 
「新しい芸術教育の取組について」 
「持続可能な研究会のあり方について」 

調 査 の 期 日 

場 所 ・ 参 加 者 数 

「新しい芸術教育の取組について」 
各高等学校において日常的なテーマとして研究し、各科研修会にて情報共有する（場所・参加者数は上記を予定） 

「持続可能な研究会のあり方について」 
令和７年８月21日（木）22日(金)、高田城址公園オーレンプラザにおいて美術・工芸科（2025新潟大会）で発表 

図
書
購
入 

図 書 名 

冊 数 

なし 

研
究
成
果 

刊
行
物
出
版 

名 称 報告をまとめ、ＨＰに掲載する 

主 な 内 容 実践報告等 

冊 数  

① 専 門 分 野 、 ② 指 導 法 、 ③ 実 践 報 告 、 ④ 新 教 育 課 程 、 ⑤ 見 学 会 、 ⑥ 公 開 授 業 、 ⑦ 実 習 ･ 講 習 ･ 展 示 
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高教研  英語部会 令和６年度事業報告書  

 

                          部長  石積 希  

研
究
会
・
講
習
会
等
の
開
催 

目 的 英語教育の推進と向上 

期 日 8月 8日（木）  11月 29日（金） 

場 所 
オ ン ラ イ ン 、 対 面 併 用 の ハ イ ブ リ

ッド開催  

オ ン ラ イ ン 、 対 面 併 用 の ハ イ ブ リ

ッド開催  

研 究 会 名 称 夏季研修会  全県研究大会  

研 究 会 テ ー マ 

「 講 演 テ ー マ 」 

高 等 学 校 に お け る 動 機 付 け の 重 要

性について  

改 め て 考 え る 「 求 め ら れ る 生 徒 の

学 び 、 育 て た い 生 徒 の 力 」 ～ 同 僚

と と も に 取 り 組 む 生 徒 の 主 体 的 な

学びを促す授業づくり～  

講 師 職 氏 名 
新潟県立大学国際地域学部・教授

茅野潤一郎  

宇 都 宮 大 学 大 学 院 教 育 学 研 究 科 専

門職学位課程・助教・  

田村岳充 

研 究 発 表 

ﾃ ｰ ﾏ ・ 職 ・ 氏 名 
なし（講演メインだったため）  

「 教 室 で み ん な で 学 ぶ ダ イ ナ ミ ク

ス 」 「 力 を 伸 ば す 個 別 指 導 」 ・ 講

師・前田由紀恵 

参 加 者 数 31名  116名  

研 修 分 野 の 分 類  
下 記 ① ～ ⑦ か ら 選 択 。 複 数 選 択 可 。

主 と な る テ ー マ を 先 頭 に  
①②④ ①②③⑥ 

研
究
調
査

主 要 テ ー マ なし 

調 査 の 期 日 

場 所 ・ 参 加 者 数 
なし 

図

書

購

入

図 書 名 

冊 数 
なし 

研
究
成
果 

刊
行
物
出
版 

名 称 「英語部会誌」第6９号 

主 な 

内 容 
研修会報告、実践報告など 

冊 数 ３００冊 

① 専 門 分 野 、 ② 指 導 法 、 ③ 実 践 報 告 、 ④ 新 教 育 課 程 、 ⑤ 見 学 会 、 ⑥ 公 開 授 業 、 ⑦ 実 習 ･ 講 習 ･ 展 示  
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高教研 英語部会 令和７年度事業計画（案） 

 

                     部長  石積 希  

研
究
会
・
講
習
会
等
の
開
催 

目 的 英語教育の推進と向上 

期 日 ８月  １１月  未定 

場 所 未定 未定  未定 

研 究 会 名 称 
夏季研修会 全県研究大会  会 員 有 志 に よ る 研

究会 

研 究 会 テ ー マ 

 
「 講 演 テ ー マ 」 

英 語 教 育 の 推 進

と 向 上  

 

 

英 語 教 育 の 推 進 と

向上  
英 語 教 育 の 推 進 と

向上 

講 師 職 氏 名 未定 未定  未定 

研 究 発 表 

ﾃ ｰ ﾏ ・ 職 ・ 氏 名 

研究発表：県内英語

科教諭 

・講演  
・研究発表：県内英

語科教諭等  

研究授業、実践発表

等 

参 加 者 数 ５０人 １００人  １００人 

研 修 分 野 の 分 類  
下 記 ① ～ ⑦ か ら 選 択 。 複 数 選 択 可 。

主 と な る テ ー マ を 先 頭 に  
①～⑦ ①～⑦ 

 
①～⑦  

研
究
調
査 

主 要 テ ー マ 新学習指導要領の指導と評価、ICT活用、授業改善 

調 査 の 期 日 

場 所 ・ 参 加 者 数 
未定 

図

書

購

入

図 書 名 

冊 数 
未定 

研
究
成
果 

 

刊
行
物
出
版 

名 称 「英語部会誌」７０号 

主 な 

内 容 
研修会報告、実践報告、寄稿等 

冊 数 300部 

① 専 門 分 野 、 ② 指 導 法 、 ③ 実 践 報 告 、 ④ 新 教 育 課 程 、 ⑤ 見 学 会 、 ⑥ 公 開 授 業 、 ⑦ 実 習 ･ 講 習 ･ 展 示  
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高教研 農業 部会 令和 ６  年度事業報告書 

 

                        部長  村山 英司  

研
究
会
・
講
習
会
等
の
開
催 

目 的 農業教育の充実と発展 

期 日 令和６年８月１６日 (金 )  令和６年１１月２８日(木 ) 

場 所 新潟市万代市民会館 加茂農林高校会議室 

研 究 会 名 称 
農業教育研究大会 

（新発田農業高等学校）  

課題研究会 

（加茂農林高等学校） 

研 究 会 テ ー マ 

 
「 講 演 テ ー マ 」 

生 徒 の 夢 を 創 造 し 実 現 す

る 農 業 教 育 の 推 進  

演題  「曽我農園のブランディン

グ手法について」 

農業ＤＸに関する先進的な取

り組みと農業教育への導入 

講 師 職 氏 名 
株式会社 曽我農園 

代表取締役社長 曽我新一 

金沢学院大学情報工学部  
教授 桑野 裕昭 

研 究 発 表 

ﾃ ｰ ﾏ ・ 職 ・ 氏 名 

１「森林教育は 

    実学からひとづくり」

新潟県立高田農業高等学校 

 教諭  原  正博 

 

２「昨年度の基本問題検討委員

会について（報告）」     

県立加茂農林高等学校 

 教諭  近藤 和之 

「マイスター・ハイスクール」

        の取り組み 

新潟県立高田農業高等学校 

教諭  池亀  元喜  

参 加 者 数 ５０名 ２５名 

研 修 分 野 の 分 類  
下 記 ① ～ ⑦ か ら 選 択 。 複 数 選 択 可 。

主 と な る テ ー マ を 先 頭 に  
①②③ ②③ 

研
究
調
査

主 要 テ ー マ  

調 査 の 期 日 

場 所 ・ 参 加 者 数 
 

図

書 

購

入 

図 書 名 

冊 数 
 

研
究
成
果 

 

刊
行
物
出
版 

名 称 「新潟県農業教育研究会誌」第５９号（長岡農業高等学校） 

主 な 

内 容 
研究論文・報告文・トピックス・その他 

冊 数 １４０冊 

① 専 門 分 野 、 ② 指 導 法 、 ③ 実 践 報 告 、 ④ 新 教 育 課 程 、 ⑤ 見 学 会 、 ⑥ 公 開 授 業 、 ⑦ 実 習 ･ 講 習 ･ 展 示  
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高教研 農業 部会 令和 ７  年度事業計画（案）  
 

                        部長  村山 英司  

研
究
会
・
講
習
会
等
の
開
催 

目 的 農業教育の充実と発展 

期 日 令和７年８月  日 (  )  令和７年１１月下旬（予定）

場 所 未定 加茂農林高校会議室（予定）

研 究 会 名 称 
農業教育研究大会 

（        高等学校）  

課題研究会 

（加茂農林高等学校） 

研 究 会 テ ー マ 

 
「 講 演 テ ー マ 」 

未定 未定 

講 師 職 氏 名 未定 未定 

研 究 発 表 

ﾃ ｰ ﾏ ・ 職 ・ 氏 名 
未定 未定 

参 加 者 数 未定 未定 

研 修 分 野 の 分 類  
下 記 ① ～ ⑦ か ら 選 択 。 複 数 選 択 可 。

主 と な る テ ー マ を 先 頭 に  
①②③ ②③ 

研
究
調
査 

主 要 テ ー マ  

調 査 の 期 日 

場 所 ・ 参 加 者 数 
 

図

書

購

入

図 書 名 

冊 数 
 

研
究
成
果 

 

刊
行
物
出
版 

名 称 「新潟県農業教育研究会誌」第６０号（長岡農業高等学校） 

主 な 

内 容 
研究論文・報告文・トピックス・その他 

冊 数 １４０冊 

① 専 門 分 野 、 ② 指 導 法 、 ③ 実 践 報 告 、 ④ 新 教 育 課 程 、 ⑤ 見 学 会 、 ⑥ 公 開 授 業 、 ⑦ 実 習 ･ 講 習 ･ 展 示  
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高教研  工業部会 令和 ６  年度事業報告書 

 

（見学会・講習会の部）              部長  諸橋 孝二  

研
究
会
・
講
習
会
等
の
開
催 

目 的 
効果的な学習指導を目指す教育活動と技術革新に対応する  

ための研修会活動並びに研究成果の発表 

期 日 7月 2日（火） 10月 2日（水） 10月 2日（水）  11月 22日 (金 )

場 所 

㈱ ﾃｯｸ･ｴﾝｼﾞﾆｱ 

ﾘﾝｸﾞ(燕市 ) 

 

新潟駅南口マンシ

ョン建設現場 

 

新 潟 工 業 高 等

学校 

 

日 本 製 鉄 ㈱ 東 日 本

製 鉄 所 直 江 津 地 区

研 究 会 名 称 
電気・電子  
見学会  

建築見学会 

・講習会 

土木講習会・  
意見交換会 

機械・電子機械

見学会 

研 究 会 テ ー マ 

 
「 講 演 テ ー マ 」 

施設・設備の 

見学  

 

最 新 の 免 震 ﾀ

ﾜ ｰ ﾏ ﾝ ｼ ｮ ﾝ 工 法

に つ い て  

1 級 土 木 施 工

管 理 受 験 に つ

い て 、 入 職 後

の 定 着 率 向 上  

工 場 内 施 設

設 備 の 見 学  

 

講 師 職 氏 名 

㈱ﾃｯｸ･ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ  

営業・技術  

阿部真一 様  

 

㈱福田組 

佐藤工事部長 様 

川上副部長 様 

他  

新 潟 県 建 設 業 協 会

青年部会  

部会長 長岡支部  

細川一彦 様 他 

労 働 ・ 購 買 部 労 政

人 事 室 主 幹  

室 橋 直 之  様  

研 究 発 表 

ﾃ ｰ ﾏ ・ 職 ・ 氏 名 
    

参 加 者 数 ９名   １６名   １９名   １１名 

研 修 分 野 の 分 類  
下 記 ① ～ ⑦ か ら 選 択 。 複 数 選 択 可 。

主 と な る テ ー マ を 先 頭 に  
①⑤ ①⑤ ①② ①⑤ 

研
究
調
査 

主 要 テ ー マ  

調 査 の 期 日 

場 所 ・ 参 加 者 数 
 

図

書

購

入

図 書 名 

冊 数 
 

研
究
成
果 

 

刊
行
物
出
版 

名 称 新潟県工業教育紀要第６１号 

主 な 

内 容 

工業教育（講習会・見学会等の報告・工業教育研究発表

事例・工業部会活動報告など）の令和６年度研究収録 

冊 数 ２００冊 

① 専 門 分 野 、 ② 指 導 法 、 ③ 実 践 報 告 、 ④ 新 教 育 課 程 、 ⑤ 見 学 会 、 ⑥ 公 開 授 業 、 ⑦ 実 習 ･ 講 習 ･ 展 示     
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高教研  工業部会 令和 ６  年度事業報告書  
 

（見学会・講習会の部）              部長  諸橋 孝二  

研
究
会
・
講
習
会
等
の
開
催 

目 的 
効果的な学習指導を目指す教育活動と技術革新に対応する  

ための研修会活動並びに研究成果の発表 

期 日 11月 29日 (金 )   

場 所 ㈱柏崎 ｴｺｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ㈱ ﾁｬﾚﾝｼﾞﾄｩｴﾝﾃｨｰﾜﾝ ﾀﾞｽｷﾝ新潟工場  

研 究 会 名 称 工業化学見学会 

研 究 会 テ ー マ 

 
「 講 演 テ ー マ 」 

工 場 内 施 設 設 備 の 見 学  

講 師 職 氏 名 ㈱柏崎 ｴｺｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ㈱ ﾁｬﾚﾝｼﾞﾄｩｴﾝﾃｨｰﾜﾝ ﾀﾞｽｷﾝ新潟工場  

研 究 発 表 

ﾃ ｰ ﾏ ・ 職 ・ 氏 名 
 

参 加 者 数 １０名 

研 修 分 野 の 分 類  
下 記 ① ～ ⑦ か ら 選 択 。 複 数 選 択 可 。

主 と な る テ ー マ を 先 頭 に  
①⑤ 

研
究
調
査 

主 要 テ ー マ  

調 査 の 期 日 

場 所 ・ 参 加 者 数 
 

図

書

購

入

図 書 名 

冊 数 
 

研
究
成
果 

 

刊
行
物
出
版 

名 称 新潟県工業教育紀要第６１号 

主 な 

内 容 

工業教育（講習会・見学会等の報告・工業教育研究発表

事例・工業部会活動報告など）の令和６年度研究収録 

冊 数 ２００冊 

①  専 門 分 野 、 ② 指 導 法 、 ③ 実 践 報 告 、 ④ 新 教 育 課 程 、 ⑤ 見 学 会 、 ⑥ 公 開 授 業 、 ⑦ 実 習 ･ 講 習 ･ 展 示    
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高教研  工業部会 令和 ６  年度事業報告書 

 

（研究会の部）                  部長  諸橋 孝二  

研
究
会
・
講
習
会
等
の
開
催 

目 的 
効果的な学習指導を目指す教育活動と技術革新に対応する  

ための研修会活動並びに研究成果の発表 

期 日 7月 2日（火） 10月 2日 (金 ) 10月 2日 (金 )  11月 22日 (金 )

場 所 

㈱ ﾃｯｸ･ｴﾝｼﾞﾆｱ 

ﾘﾝｸﾞ(燕市 ) 

 

新潟工業高等

学校 

新 潟 工 業 高 等

学校 

日 本 製 鉄 ㈱ 東 日 本

製 鉄 所 直 江 津 地 区

研 究 会 名 称 
電気・電子 

研究会  
建築研究会 土木研究会 機械・電子機械

研究会 

研 究 会 テ ー マ 

 
「 講 演 テ ー マ 」 

製 造 業 に お け

る Io T導 入 メ リ

ッ ト と 実 践 例

などについて 

担 い 手 不 足 の 現 状

各 校 と の 連 携  

生 徒 の 技 能 職 へ の

興 味 関 心  他  

各校進路状況  

建設業協会  

入職状況説明  

「 当 社 の 動

向 に つ い て 」

 

講 師 職 氏 名 

㈱ ﾃｯｸ･ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

代 表 取 締 役  

阿 部 眞  様  

他  

  

 

 

 

総 務 部  

直 江 津 総 務 室 室 長

櫻 井 和 洋  様  

研 究 発 表 

ﾃ ｰ ﾏ ・ 職 ・ 氏 名 
    

参 加 者 数 ９名   １６名   １９名   １１名 

研 修 分 野 の 分 類  
下 記 ① ～ ⑦ か ら 選 択 。 複 数 選 択 可 。

主 と な る テ ー マ を 先 頭 に  
①② ①② ①②③ ① 

研
究
調
査 

主 要 テ ー マ  

調 査 の 期 日 

場 所 ・ 参 加 者 数 
 

図

書

購

入

図 書 名 

冊 数 
 

研
究
成
果 

 

刊
行
物
出
版 

名 称 新潟県工業教育紀要第６１号 

主 な 

内 容 

工業教育（講習会・見学会等の報告・工業教育研究発表

事例・工業部会活動報告など）の令和６年度研究収録 

冊 数 ２００冊 

① 専 門 分 野 、 ② 指 導 法 、 ③ 実 践 報 告 、 ④ 新 教 育 課 程 、 ⑤ 見 学 会 、 ⑥ 公 開 授 業 、 ⑦ 実 習 ･ 講 習 ･ 展 示     
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高教研  工業部会 令和 ６  年度事業報告書  
 

（研究会の部）                  部長  諸橋 孝二  

研
究
会
・
講
習
会
等
の
開
催 

目 的 
効果的な学習指導を目指す教育活動と技術革新に対応する  

ための研修会活動並びに研究成果の発表 

期 日 11月 29日 (金 ) 1月 14日 (火） 

場 所 アトリウム長岡 長岡市さいわいプラザ 

研 究 会 名 称 工業化学研究会 ロボット技術研究協議会 

研 究 会 テ ー マ 

 
「 講 演 テ ー マ 」 

日 化 研 、 北 信 越 工 化 研 、 も

の づ く り コ ン テ ス ト 報 告 な

ど  

各 ﾛﾎﾞｯﾄ競 技 大 会 報 告 、 ﾛﾎﾞｯﾄ

機構紹介 

講 師 職 氏 名  
長岡工業高等専門学校 ﾛﾎﾞﾃｨｸｽ部  

長岡技術科学大学 

研 究 発 表 

ﾃ ｰ ﾏ ・ 職 ・ 氏 名 
  

参 加 者 数 １０名 ７８名 

研 修 分 野 の 分 類  
下 記 ① ～ ⑦ か ら 選 択 。 複 数 選 択 可 。

主 と な る テ ー マ を 先 頭 に  
①② ①②③⑦ 

研
究
調
査 

主 要 テ ー マ  

調 査 の 期 日 

場 所 ・ 参 加 者 数 
 

図

書

購

入

図 書 名 

冊 数 
 

研
究
成
果 

 

刊
行
物
出
版 

名 称 新潟県工業教育紀要第６１号 

主 な 

内 容 

工業教育（講習会・見学会等の報告・工業教育研究発表

事例・工業部会活動報告など）の令和６年度研究収録 

冊 数 ２００冊 

① 専 門 分 野 、 ② 指 導 法 、 ③ 実 践 報 告 、 ④ 新 教 育 課 程 、 ⑤ 見 学 会 、 ⑥ 公 開 授 業 、 ⑦ 実 習 ･ 講 習 ･ 展 示     
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高教研  工業部会 令和 ７  年度事業計画（案） 

 

（見学会・講習会の部）              部長  諸橋 孝二  

研
究
会
・
講
習
会
等
の
開
催 

目 的 
効果的な学習指導を目指す教育活動と技術革新に対応する  

ための研修会活動並びに研究成果の発表 

期 日 未  定 7月上旬 10月上旬 未 定 

場 所 
柏崎工業 

（当番校） 

長岡工業 

（当番校） 

新潟県央工業 

（当番校） 

新潟県央工業 

（当番校） 

研 究 会 名 称 
機械・電子機械

見学会  
電気・電子 

見学会 
建築見学会 土木見学会 

研 究 会 テ ー マ 

 
「 講 演 テ ー マ 」 

 

 

「      」

電 気 関 連  

企 業 見 学  

予 定  

「     」

 

 

「     」 

 

 

「    」

講 師 職 氏 名     

研 究 発 表 

ﾃ ｰ ﾏ ・ 職 ・ 氏 名 
    

参 加 者 数     

研 修 分 野 の 分 類  
下 記 ① ～ ⑦ か ら 選 択 。 複 数 選 択 可 。

主 と な る テ ー マ を 先 頭 に  
①⑤ ①⑤ ①⑤ ①⑤ 

研
究
調
査 

主 要 テ ー マ  

調 査 の 期 日 

場 所 ・ 参 加 者 数 
 

図

書

購

入

図 書 名 

冊 数 
 

研
究
成
果 

 

刊
行
物
出
版 

名 称 新潟県工業教育紀要第６２号 

主 な 

内 容 

工業教育（講習会・見学会等の報告・工業教育研究発表

事例・工業部会活動報告など）の令和７年度研究収録 

冊 数 ２００冊 

①  専 門 分 野 、 ② 指 導 法 、 ③ 実 践 報 告 、 ④ 新 教 育 課 程 、 ⑤ 見 学 会 、 ⑥ 公 開 授 業 、 ⑦ 実 習 ･ 講 習 ･ 展 示     
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高教研  工業部会 令和 ７  年度事業計画（案）  
 

（見学会・講習会の部）              部長  諸橋 孝二  

研
究
会
・
講
習
会
等
の
開
催 

目 的 
効果的な学習指導を目指す教育活動と技術革新に対応する  

ための研修会活動並びに研究成果の発表 

期 日  未  定     

場 所 
新潟工業  
（当番校） 

   

研 究 会 名 称 
工業化学 

   見学会 

 
 

  

研 究 会 テ ー マ 

 
「 講 演 テ ー マ 」 

 

 

「    」

 
 

 

 

 

 

 

 

講 師 職 氏 名     

研 究 発 表 

ﾃ ｰ ﾏ ・ 職 ・ 氏 名 
    

参 加 者 数     

研 修 分 野 の 分 類  
下 記 ① ～ ⑦ か ら 選 択 。 複 数 選 択 可 。

主 と な る テ ー マ を 先 頭 に  
①⑤    

研
究
調
査 

主 要 テ ー マ  

調 査 の 期 日 

場 所 ・ 参 加 者 数 
 

図

書

購

入

図 書 名 

冊 数 
 

研
究
成
果 

 

刊
行
物
出
版 

名 称 新潟県工業教育紀要第６２号 

主 な 

内 容 

工業教育（講習会・見学会等の報告・工業教育研究発表

事例・工業部会活動報告など）の令和７年度研究収録 

冊 数 ２００冊 

①  専 門 分 野 、 ② 指 導 法 、 ③ 実 践 報 告 、 ④ 新 教 育 課 程 、 ⑤ 見 学 会 、 ⑥ 公 開 授 業 、 ⑦ 実 習 ･ 講 習 ･ 展 示    

58



 

 

   高教研  工業部会 令和 ７  年度事業計画（案）  

 

（研究会の部）                  部長  諸橋 孝二  

研
究
会
・
講
習
会
等
の
開
催 

目 的 
効果的な学習指導を目指す教育活動と技術革新に対応する  

ための研修会活動並びに研究成果の発表 

期 日 未  定 7月上旬 10月上旬 未  定 

場 所 柏崎工業 長岡工業 新潟県央工業 新潟県央工業

研 究 会 名 称 
機械・電子機械

研究会  
電気・電子 

研究会 
建築研究会 土木研究会 

研 究 会 テ ー マ 

 
「 講 演 テ ー マ 」 

 

 

 

 

「     」

 

 

 

 

「     」

 

 

 

 

「     」  

 

 

 

 

「     」

講 師 職 氏 名     

研 究 発 表 

ﾃ ｰ ﾏ ・ 職 ・ 氏 名 
    

参 加 者 数     

研 修 分 野 の 分 類  
下 記 ① ～ ⑦ か ら 選 択 。 複 数 選 択 可 。

主 と な る テ ー マ を 先 頭 に  
①③⑦ ①③⑦ ①③⑦ ①③⑦ 

研
究
調
査 

主 要 テ ー マ  

調 査 の 期 日 

場 所 ・ 参 加 者 数 
 

図

書

購

入

図 書 名 

冊 数 
 

研
究
成
果 

 

刊
行
物
出
版 

名 称 新潟県工業教育紀要第６２号 

主 な 

内 容 

工業教育（講習会・見学会等の報告・工業教育研究発表

事例・工業部会活動報告など）の令和７年度研究収録 

冊 数 ２００冊 

①  専 門 分 野 、 ② 指 導 法 、 ③ 実 践 報 告 、 ④ 新 教 育 課 程 、 ⑤ 見 学 会 、 ⑥ 公 開 授 業 、 ⑦ 実 習 ･ 講 習 ･ 展 示     
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高教研  工業部会 令和 ７  年度事業計画（案）  
 

（研究会の部）                  部長  諸橋 孝二  

研
究
会
・
講
習
会
等
の
開
催 

目 的 
効果的な学習指導を目指す教育活動と技術革新に対応する  

ための研修会活動並びに研究成果の発表 

期 日 未  定 1月中旬    

場 所 新潟工業 長岡工業高校   

研 究 会 名 称 
工業化学 

   研究会 

ロボット技術

研究協議会  
  

研 究 会 テ ー マ 

 
「 講 演 テ ー マ 」 

 

 

 

 

「     」

各 ﾛﾎﾞｯﾄ競技  
大会報告、  
ﾛﾎﾞｯﾄ機構紹介

 

 

     

 

 

 

      

講 師 職 氏 名     

研 究 発 表 

ﾃ ｰ ﾏ ・ 職 ・ 氏 名 
    

参 加 者 数     

研 修 分 野 の 分 類  
下 記 ① ～ ⑦ か ら 選 択 。 複 数 選 択 可 。

主 と な る テ ー マ を 先 頭 に  
①③⑦ ①③⑦   

研
究
調
査 

主 要 テ ー マ  

調 査 の 期 日 

場 所 ・ 参 加 者 数 
 

図

書

購

入

図 書 名 

冊 数 
 

研
究
成
果 

 

刊
行
物
出
版 

名 称 新潟県工業教育紀要第６２号 

主 な 

内 容 

工業教育（講習会・見学会等の報告・工業教育研究発表

事例・工業部会活動報告など）の令和７年度研究収録 

冊 数 ２００冊 

① 専 門 分 野 、 ② 指 導 法 、 ③ 実 践 報 告 、 ④ 新 教 育 課 程 、 ⑤ 見 学 会 、 ⑥ 公 開 授 業 、 ⑦ 実 習 ･ 講 習 ･ 展 示     
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高教研 商業 部会 令和 ６ 年度事業報告書 
                        部長 小 畑 智 嗣 

研
究
会
・
講
習
会
等
の
開
催 

目的 経済社会の発展を担う商業教育 

期日 令和６年１１月２０日(水) 

場所 新潟産業大学 講堂 

研究会名称 高教研商業部会 ビジネス分野研究会 

研究会テーマ 
 

「講演テーマ」 
「柏崎市の観光について」 

「起業教育と商品開発 

～その目的と課題～」

講師職氏名 
一般社団法人柏崎観光協会 

事務局長 飛田 成雅 様

新潟産業大学 

経済学部教授 大石 友子 様

研究発表 
ﾃｰﾏ・職・氏名 

 なし 

参加者数  ９校 １５名 

研修分野の分類 
下記① ～⑦ から選択。複数選択可。主となるテー

マを先頭に 
①、② 

研
究
調
査 

主要テーマ  なし 

調査の期日 
場所・参加者数 

 なし 

図
書
購
入 

図書名 
冊数 

・観光で繋ぐ！みんなが主役！「観光地域づくり」の教科書 

 １冊 

・図解でわかる１４歳から学ぶこれからの観光 １冊 

・入門観光学 改訂版 １冊 

研
究
成
果 

 

刊
行
物
出
版 

名称  新潟県商業教育第 59 号 

主な 
内容 

 研究発表、実践報告、大会報告、研究会報告 

冊数  90 冊 

① 専 門 分 野 、 ② 指 導 法 、 ③ 実 践 報 告 、 ④ 新 教 育 課 程 、 ⑤ 見 学 会 、 ⑥ 公 開 授 業 、 ⑦ 実 習 ･講 習 ･展 示  
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高教研 商業部会 令和７年度事業計画（案） 

 

                       部長 小  畑  智  嗣  

研
究
会
・
講
習
会
等
の
開
催 

目 的 経済社会の発展を担う商業教育 

期 日 １１月中旬 

場 所 県立高田商業高等学校 

研 究 会 名 称 未定 

研 究 会 テ ー マ 

 
「 講 演 テ ー マ 」 

 未定 

講 師 職 氏 名  未定 

研 究 発 表 

ﾃ ｰ ﾏ ・ 職 ・ 氏 名 
 未定 

参 加 者 数  約20名 

研 修 分 野 の 分 類  
下 記 ① ～ ⑦ か ら 選 択 。 複 数 選 択 可 。

主 と な る テ ー マ を 先 頭 に  
 未定 

研
究
調
査 

主 要 テ ー マ  なし 

調 査 の 期 日 

場 所 ・ 参 加 者 数 
 

図

書

購

入

図 書 名 

冊 数 
 未定 

研
究
成
果 

 

刊
行
物
出
版 

名 称  新潟県商業教育 第60号 

主 な 

内 容 

１．研究論文 ２．実務競技大会報告 ３．専門委員会報告  

４．各種研究会報告 ５．検定試験結果報告と分析 ６．その他

冊 数  約100冊 

① 専 門 分 野 、 ② 指 導 法 、 ③ 実 践 報 告 、 ④ 新 教 育 課 程 、 ⑤ 見 学 会 、 ⑥ 公 開 授 業 、 ⑦ 実 習 ･ 講 習 ･ 展 示  

62



 

 

高教研 水産部会    令和６年度事業報告書 
 

                        部長  中田 匠  

研
究
会
・
講
習
会
等
の
開
催 

目的 
本県の高等学校で水産・海洋教育に携わる教職員が集い、海洋・水産教

育の諸問題について研究協議し、水産教育の充実と発展を目指す。 

期日 6 月 20 日（木） 1 月７日（火） 

場所 糸魚川市 糸魚川市 

研究会名称 
新潟県高等学校教育研究会・水産部

会 
マイスターハイスクール職員研修会

研究会テーマ 
「講演テーマ」 

水産・海洋教育の充実  探究学習の充実 

講師職氏名   

研究発表 
ﾃｰﾏ・職・氏名 

新しい時代をリードする創造的な水

産・海洋教育はどのようにあれば良

いか 

教諭 金子義昂 

他３名 

水産・海洋高校における探究学習の

充実について協議した。 

参加者数 約 30 名 約 20 名 

研修分野の分類 
下記① ～⑦ から選択。複数選択可。主となるテー

マを先頭に 
① ② ③ ④ ② ④ ⑦ 

研
究
調
査 

主要テーマ なし 

調査の期日 
場所・参加者数 

 なし 

図
書
購
入 

図書名 
冊数 

小型船舶操縦士学科教本(1)・新訂測量入門 

２級小型船舶操縦士学科試験問題集・絵とき土木施工 

できる AutoＣＡＤ                   計６冊 

研
究
成
果 

 

刊
行
物
出
版 

名称 令和６年度 新潟県水産教育研究会 

主な内容 成果報告書（電子データで作成・配布） 

冊数 ０冊 

①専門分野、②指導法、③実践報告、④新教育課程、⑤見学会、⑥公開授業、⑦実習 ･講習 ･展示  
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高教研 水産部会 令和７年度事業計画（案） 
 

                        部長  中田 匠  

研
究
会
・
講
習
会
等
の
開
催 

目的 
本県の高等学校で水産・海洋教育に携わる教職員が集い、海洋・水産教

育の諸問題について研究協議し、水産教育の充実と発展を目指す。 

期日 11 月 28 日（金） １月 

場所 糸魚川市 糸魚川市 

研究会名称 
新潟県高等学校教育研究会・水産部

会 
マイスターハイスクール職員研修会

研究会テーマ 
「講演テーマ」 

 

水産・海洋教育の充実 

 
探究学習の充実 

講師職氏名   

研究発表 
ﾃｰﾏ・職・氏名 

新しい時代をリードする創造的な

水産・海洋教育はどのようにあれば

良いか 

 

水産・海洋高校における探究学習の

充実 

参加者数 約 30 名 約 20 名 

研修分野の分類 
下記① ～⑦ から選択。複数選択可。主となるテー

マを先頭に 
① ② ③ ④ ② ④ ⑦ 

研
究
調
査 

主要テーマ 未定 

調査の期日 
場所・参加者数 

 未定 

図
書
購
入 

図書名 
冊数 

未定 

研
究
成
果 

 

刊
行
物
出
版 

名称 令和７年度 新潟県水産教育研究会 

主な内容 成果報告書（電子データで作成・配布） 

冊数 ０冊 

① 専 門 分 野 、 ② 指 導 法 、 ③ 実 践 報 告 、 ④ 新 教 育 課 程 、 ⑤ 見 学 会 、 ⑥ 公 開 授 業 、 ⑦ 実 習 ･講 習 ･展 示  
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高教研 家庭科部会 令和６年度事業報告書  

                         部長  江川 真  

研
究
会
・
講
習
会
等
の
開
催 

目 的 家庭科教育の充実と発展 

期 日 ８月５日（月） 

場 所 蔵春閣（新発田市） 

研 究 会 名 称 全県講習会 

研 究 会 テ ー マ 

 
「 講 演 テ ー マ 」 

１  講演 

 「未来の食を KOMEKO から」 

２  講演 

 「住みよいまち日本一 健康田園文化都市・しばた」を目指

して 

～４つの視点による新発田市のまちづくり～ 

講 師 職 氏 名 

１  講演 

新潟製粉株式会社 

代表取役  藤井 義文 様  

管理部長  錦織 雅子 様  

２  講演 

新発田市みらい創造課企画政策係 

係長    齋藤 直樹 様  

研 究 発 表 

ﾃ ｰ ﾏ ・ 職 ・ 氏 名 
 

参 加 者 数 ２４人 

研 修 分 野 の 分 類  
下 記 ① ～ ⑦ か ら 選 択 。 複 数 選 択 可 。

主 と な る テ ー マ を 先 頭 に  
② 

研
究

調

査

主 要 テ ー マ   

調 査 の 期 日  

場 所 ・ 参 加 者 数  
 

図

書

購

入

図 書 名 

冊 数 
 

研
究
成
果 

 

刊
行
物
出
版 

名 称 家庭科研究第60号 

主 な 

内 容 
講習会・研究協議・会員の研究など 

冊 数 130冊 

① 専 門 分 野 、 ② 指 導 法 、 ③ 実 践 報 告 、 ④ 新 教 育 課 程 、 ⑤ 見 学 会 、 ⑥ 公 開 授 業 、 ⑦ 実 習 ･ 講 習 ･ 展 示  
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高教研家庭科部会令和７年度事業計画（案）  

 

                         部長  江川 真  

研
究
会
・
講
習
会
等
の
開
催 

目 的 家庭科教育の充実と発展 

期 日 ８月４日（月） 

場 所 中越地区（未定） 

研 究 会 名 称 全県講習会 

研 究 会 テ ー マ 

 
「 講 演 テ ー マ 」 

未  定  

講 師 職 氏 名 未  定  

研 究 発 表 

ﾃ ｰ ﾏ ・ 職 ・ 氏 名 
未  定 

参 加 者 数 30名 

研
究
調
査 

主 要 テ ー マ  

調 査 の 期 日 

場 所 ・ 参 加 者 数 
 

図

書

購

入 

図 書 名 

冊 数 
 

研
究
成
果 

 

刊
行
物
出
版 

名 称 家庭科研究第６１号 

主 な 

内 容 
講習会・研究協議・会員の研究など 

冊 数 １３０冊 
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高教研 保健体育部会 令和６年度事業報告書  
 

部 長  杵 鞭  義 孝  

研
究
会
・
講
習
会
等
の
開
催 

目 的 保健体育科教員及び養護教員の研修 

期 日 令和6年 12月 6日（金） 令和6年 10月 22日（火） 

場 所 
新潟県健康づくり・スポーツ

医科学センター  
新潟ユニゾンプラザ 

研 究 会 名 称 保健体育部会全県研修会 全県養護教諭研修会 

研究会テーマ 

 
「講演テーマ」 

１  部 活 動 の 地 域 移 行 の 現

状について 他 

２  障害者スポーツについて  

現代的健康課題を抱える児童生

徒への支援と養護教諭の役割

「保健室での生徒支援と心理

学的アプローチ」 

講 師 職 氏 名 

１  教育庁 保健体育課 

指導主事  山田耕平  様  

２サ ム テ ィ ー ア セ ッ ト 株 式 会 社  

永田  務  様  

新潟青陵大学 福祉心理学部

臨床心理学科 

小林 智（こばやし たく）

様 

研 究 発 表 

ﾃ ｰ ﾏ ・ 職 ・ 氏 名 
なし なし 

参 加 者 数 ２４名 ９５名（ハイブリッド形式）

研 修 分 野 の 分 類  
下 記 ① ～ ⑦ か ら 選 択 。複 数 選 択 可 。主

と な る テ ー マ を 先 頭 に  
①②③ ①② 

研
究
調
査

主 要 テ ー マ なし 

調 査 の 期 日 

場 所 ・ 参 加 者 数 
なし 

購
入

図
書

図 書 名 

冊 数 
なし 

 

刊
行
物
の
出
版 

研
究
成
果 

名 称 研究集録 第 60集 

主 な 

内 容 
研究会、講演会の内容収録 

冊 数 ０部・・・ＨＰに掲載 

① 専 門 分 野 、 ② 指 導 法 、 ③ 実 践 報 告 、 ④ 新 教 育 課 程 、 ⑤ 見 学 会 、 ⑥ 公 開 授 業 、 ⑦ 実 習 ･ 講 習 ･ 展 示  
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高教研 保健体育部会 令和７年度事業計画  
 

部 長  杵 鞭  義 孝  

研
究
会
・
講
習
会
等
の
開
催 

目 的 保健体育科教員及び養護教員の研修 

期 日 未定 未定 

場 所 未定 未定 

研 究 会 名 称 未定 未定 

研究会テーマ 

 
「講演テーマ」 未定 未定 

講 師 職 氏 名 未定 未定 

研 究 発 表 

ﾃ ｰ ﾏ ・ 職 ・ 氏 名 
未定 未定 

参 加 者 数 約 50名  約 100名  

研 修 分 野 の 分 類  
下 記 ① ～ ⑦ か ら 選 択 。 複 数 選 択 可 。

主 と な る テ ー マ を 先 頭 に  
①②（③） ①② 

研
究
調
査

主 要 テ ー マ なし 

調 査 の 期 日 

場 所 ・ 参 加 者 数 
なし 

購
入

図
書

図 書 名 

冊 数 
なし 

 

刊
行
物
の
出
版 

研
究
成
果 

名 称 研究集録 第 61集 

主 な 

内 容 
研究会、講演会の内容収録 

冊 数 ０部・・・ＨＰに掲載 

① 専 門 分 野 、 ② 指 導 法 、 ③ 実 践 報 告 、 ④ 新 教 育 課 程 、 ⑤ 見 学 会 、 ⑥ 公 開 授 業 、 ⑦ 実 習 ･ 講 習 ･ 展 示  
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高教研 情報部会 令和７年度事業計画（案） 

 

                     部長  原口 央  

研
究
会
・
講
習
会
等
の
開
催 

目 的 情報化教育の充実と発展 

期 日 ５～６月 ７～８月 １１月 

場 所 Web会議 未定 未定 

研 究 会 名 称 
第１回 

代議員会 

情報教育 

研究会 

全県研究 

協議会 

研 究 会 テ ー マ 

 
「 講 演 テ ー マ 」 

前年度活動報告、決

算報告  
当年度活動計画、予

算案  

未定 未定 

講 師 職 氏 名  未定 未定 

研 究 発 表 

ﾃ ｰ ﾏ ・ 職 ・ 氏 名 
 未定 未定 

参 加 者 数    

研 修 分 野 の 分 類  
下 記 ① ～ ⑦ か ら 選 択 。 複 数 選 択 可 。

主 と な る テ ー マ を 先 頭 に  
 未定 未定 

研
究
調
査 

主 要 テ ー マ 
情報と情報技術を適切かつ効果的に活用するための資質・能力

の育成 

調 査 の 期 日 

場 所 ・ 参 加 者 数 
県内高等学校 

図

書

購

入

図 書 名 

冊 数 
なし 

研
究
成
果 

 

刊
行
物
出
版 

名 称 「情報教育研究収録」 

主 な 

内 容 
会員の実践研究、研究大会報告及び講演内容 

冊 数 情報部会ＨＰ掲載予定 

① 専 門 分 野 、 ② 指 導 法 、 ③ 実 践 報 告 、 ④ 新 教 育 課 程 、 ⑤ 見 学 会 、 ⑥ 公 開 授 業 、 ⑦ 実 習 ･ 講 習 ･ 展 示  
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高教研 情報部会 令和６年度事業報告書 

 

               部長 原口 央  

研
究
会
・
講
習
会
等
の
開
催 

目 的 情報科教育の充実と発展 

期 日 ８月 26日（月） ９月26日（木） 

場 所 
新潟県立大学 
（Ｗｅｂ併用) 

下越地区 
（Ｗｅｂ会議) 

研 究 会 名 称 

生成 AIの仕組みと活用事例 
主催：新潟県立大学 

後援：新潟県高等学校教育研究会他

情報教育研究会 

研 究 会 テ ー マ 

 

「 講 演 テ ー マ 」 

 
生成 AI の仕組みと使い方、使用実

例と気をつけるべき点について 

 

「生成 AI の仕組みと活用事例」

 
情報教育の課題 

 
「『人工知能入門』を通して考える情

報リテラシーの必要性」 

講 師 職 氏 名 
NTT-ME サービスクリエイション部 

亀井 雄介 
新潟大学・教授 
山崎 達也 

研 究 発 表 

ﾃ ｰ ﾏ ・ 職 ・ 氏 名 

 情報教育で育む 
読解力 

 
神奈川県立横浜国際高等学校・教諭

蒲田 高穂 

参 加 者 数 若干名 26 名 

研 修 分 野 の 分 類 

下 記 ① ～ ⑦ か ら 選 択 。 複 数 選 択 可 。 

主 と な る テ ー マ を 先 頭 に 

①，②，③ ①，②，③ 

研
究
調
査

主 要 テ ー マ  情報と情報技術を適切かつ効果的に活用するための資質・能力の育成 

調 査 の 期 日 

場 所 ・ 参 加 者 数 
 県内高等学校 

図書 

購入 

図 書 名 

冊 数 
なし 

研
究
成
果

 

刊
行
物
出

版

名 称  「情報教育研究集録」 

主 な 

内 容 
 会員の実践研究，研究大会報告及び講演内容 

冊 数  情報部会ＨＰ掲載予定 

① 専 門 分 野 、 ② 指 導 法 、 ③ 実 践 報 告 、 ④ 新 教 育 課 程 、 ⑤ 見 学 会 、 ⑥ 公 開 授 業 、 ⑦ 実 習 ･講 習 ･展 示  
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高教研  生徒指導部会 令和６年度事業報告書 
 

                              部長 吉川  保 

研
究
会
・
講
習
会
等
の
開
催 

目 的 生徒指導上の諸問題の把握と研鑽 

期 日 令和６年11月12日(火) 

場 所 県立巻高等学校 

研 究 会 名 称 全県研究協議会 

研 究 会 テ ー マ 

 
「 講 演 テ ー マ 」 

 「生徒の伸長と発達を支える生徒指導」 
  ～ 生徒一人一人の自己実現を目指して ～ 
 
 講演 
 「生徒指導提要と不登校支援」 

講 師 職 氏 名  広島大学大学院人間社会科学研究科 教授 栗原 愼二 様 

研 究 発 表 

ﾃ ｰ ﾏ ・ 職 ・ 氏 名 
 なし 

参 加 者 数  64名（オンラインでの参加者を含む） 

研 修 分 野 の 分 類 
下記①～⑦から選択。複数選択可。主となるテーマ

を 先 頭 に 
 ①，②，⑦ 

研
究
調
査 

主 要 テ ー マ 
「うちの学校の不登校って？ 

  － ワールドカフェ方式で三つの提案を作ってみよう 」 

調 査 の 期 日 

場 所 ・ 参 加 者 数 

参加者によるワールドカフェ方式の研修・研究協議 

場所：県立巻高等学校等  25 名 

図
書
購

入 

図 書 名 

冊 数 
 なし 

研
究
成
果 

 

刊
行
物
出
版 

名 称  生徒指導部会誌 第57号 

主 な 

内 容 
 研究内容・資料・部会活動報告 

冊 数  330冊 

①  専 門 分 野 、 ② 指 導 法 、 ③ 実 践 報 告 、 ④ 新 教 育 課 程 、 ⑤ 見 学 会 、 ⑥ 公 開 授 業 、 ⑦ 実 習 ･講 習 ･展 示  
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高教研  生徒指導部会 令和７年度事業計画書（案） 

 

                               部長 吉川  保 

 

① 専 門 分 野 、 ② 指 導 法 、 ③ 実 践 報 告 、 ④ 新 教 育 課 程 、 ⑤ 見 学 会 、 ⑥ 公 開 授 業 、 ⑦ 実 習 ･講 習 ･展 示  

 

研
究
会
・
講
習
会
等
の
開
催 

目 的 生徒指導上の諸問題の把握と研鑽 

期 日 令和７年11月上旬 

場 所 未定 

研 究 会 名 称 全県研究協議会 

研 究 会 テ ー マ 

 
「 講 演 テ ー マ 」 

「生徒の伸長と発達を支える生徒指導」 
  ～ 生徒一人一人の自己実現を目指して ～ 
 
 講演 
  未定 

講 師 職 氏 名  未定 

研 究 発 表 

ﾃ ｰ ﾏ ・ 職 ・ 氏 名 
 なし 

参 加 者 数  50名程度（オンラインでの参加者を含む） 

研 修 分 野 の 分 類 
下記①～⑦から選択。複数選択可。主となるテ

ーマを先頭に 
 ①，②，⑦ 

研
究
調
査 

主 要 テ ー マ 「不登校支援のあり方について」 

調 査 の 期 日 

場 所 ・ 参 加 者 数 

テーマ別に分かれての研究協議 

場所：県立巻高等学校等  20 名 

図
書
購
入 

図 書 名 

冊 数 
 なし 

研
究
成
果 

 

刊
行
物
出
版 

名 称  生徒指導部会誌 第58号 

主 な 

内 容 
 研究内容・資料・部会活動報告 

冊 数  330冊 
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高教研 図書館部会 令和６年度事業報告書 
 

                     部長 川上 史人  

研
究
会
・
講
習
会
等
の
開
催 

目的 
１ 生徒の実態を踏まえての読書指導のあり方 

２ 情報化社会に対応した図書館運営のあり方 

期日  ９月６日（金） 

場所 新潟ユニゾン プラザ 

研究会名称 総会・講演会 

研究会テーマ 
「講演テーマ」 

総会・講演会 

講師職氏名 青山学院大学准教授 庭井 史絵様 

研究発表 
ﾃｰﾏ・職・氏名 

「「Life with Reading-読書の秘訣カード」-の活用法」・青山学院大学准

教授）・庭井 史絵様 

参加者数 18 名 

研修分野の分類 
下記① ～⑦ から選択。複数選択可。主となるテー

マを先頭に 
① 

研
究
調
査 

主要テーマ 講演に関する事前・事後アンケート 

調査の期日 
場所・参加者数 

総会・講演会において持参・協議 

図
書
購
入 

図書名 
冊数 

『Life with Reading-読書の秘訣カード-』 

13 冊 

研
究
成
果 

 

刊
行
物
出
版 

名称 「図書館部報」第 68 号 

主な 
内容 

研究会・総会報告・研究会等参加報告、研究論文等 

冊数 180 冊 

①専門分野、②指導法、③実践報告、④新教育課程、⑤見学会、⑥公開授業、⑦実習 ･講習 ･展示  
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高教研 図書館 部会 令和７年度事業計画（案） 

 

部長  川上 史人  

研
究
会
・
講
習
会
等
の
開
催 

目 的 
１ 生徒の実態を踏まえての読書指導のあり方 

２ 情報化社会に対応した図書館運営のあり方 

期 日 未定 

場 所 新潟ユニゾンプラザ 

研 究 会 名 称 総会・講演会 

研 究 会 テ ー マ 

 
「 講 演 テ ー マ 」 

未定 

講 師 職 氏 名 未定 

研 究 発 表 

ﾃ ｰ ﾏ ・ 職 ・ 氏 名 
未定 

参 加 者 数 未定 

研 修 分 野 の 分 類  
下 記 ① ～ ⑦ か ら 選 択 。 複 数 選 択 可 。

主 と な る テ ー マ を 先 頭 に  
① 

研
究
調
査 

主 要 テ ー マ 図書館運営に関する事前アンケート 

調 査 の 期 日 

場 所 ・ 参 加 者 数 
総会・講演会において持参・協議 

図

書

購

入

図 書 名 

冊 数 
未定 

研
究
成
果 

 

刊
行
物
出
版 

名 称 『図書館部報』第６９号 

主 な 

内 容 
研究会・総会報告、研究会等参加報告、研究論文等 

冊 数 １８０冊 

① 専 門 分 野 、 ② 指 導 法 、 ③ 実 践 報 告 、 ④ 新 教 育 課 程 、 ⑤ 見 学 会 、 ⑥ 公 開 授 業 、 ⑦ 実 習 ･ 講 習 ･ 展 示  
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高教研視聴覚部会 令和７年度事業計画書（案） 

                       部長  須藤 浩 

研
究
会
・
講
習
会
等
の
開
催 

目 的 
視聴覚に関わる諸活動を通して、教職員が、実践力を備えたメディアリテラシーを獲

得することで、生徒の課題解決能力向上を促すための指導力を身につける。 

期 日 4月 2 6日  ５月中旬 ６月７日
８月18日

～19日
11月９日 11月下旬 １月12日 ３月15日

場 所 

長岡市  

長岡大学 

(予定) 

新潟市 

専門学校 

(予定) 

長岡市 

長岡大学 
長岡市 

長岡温泉湯

元館 

新潟市 

新潟明訓 

高等学校 

新潟市内 

民間放送局
 

長岡市 

まちなかキ

ャンパス長

岡 

新潟市 

新潟明訓 

高等学校 

研究会  

名 称 

新 潟 ･ 下 越

地区、上越

中越地区初

心者講習会 

(合同開催） 

春の視聴 

覚講習会 

 

新潟県高校

放送ｺﾝﾃｽﾄ 

主 催 事 業

夏期講習会

視聴覚部会

総会 

ＱＫ杯校内

放送コンク

ール 

共 催 事 業

視聴覚技術

研修会 

 

放送技術者

冬期講習会 

放送技術者

春期講習会

研修会 

研究会  
テーマ 
 
｢講演  
テーマ｣ 

基 礎 的 な  

放 送 ・ 視  

聴 覚 技 術  

に 関 す る  

指 導 方 法  

の 習 得  

タ ブ レ ッ ト  

端 末 を 活 用  

し た 動 画 編  

集 (予 定 )  

コ ン テ ス ト

の 評 価  

方 法  

校 内 放 送

コ ン ク ー ル

に 向 け た

読 み 番 組

の 実 践 的

指 導 方 法

コ ン テ ス ト

の 評 価  

方 法  

番 組 制 作

報 道 技 術

に 関 す る

現 場 見 学

 

北 信 越 大 会

に 向 け た  

読 み 番 組  

の 実 践 的  

指 導 方 法  

Ｎ Ｈ Ｋ 杯

に 向 け た

読 み 番 組

の 実 践 的

指 導 方 法

講師職  
氏 名 

高文連専門

部役員 

未定 
 

ＮＨＫ専門職 

ディレクター 

アナウンサー 

高文連専門

部役員 

ＮＨＫ専門職

ディレクター

アナウンサー

民間放送局 

ディレクター 

アナウンサー 

高 文 連 専

門部役員 

高文連専 

門部役員 

研究発  
表ﾃｰﾏ・  
職・氏名  

        

参加  
者数 

２０人 １５人 ２０人 １５人 ２０人 １０人 １０人 １５人 

研修分野の分類  
下記①～⑦から選択。複

数選択可。主となるテー

マ を 先 頭 に  

②指導法 

⑦実習・講

習 

②指導法 

⑦実習・講

習 

①専門分野 ②指導法 

③実習・ 

講習 

①専門分野 ②指導法 

⑤ 見 学 会  

⑦ 講 習  

②指導法 

③実習・講

習 

②指導法 

③実習・講

習 

研
究
調
査 

主 要  
テーマ 

第４８回校内放送指導者講座 

調 査 の

期日  
場所・参

加者数 

１２月下旬 東京都千代田放送会館  現地２人、オンライン５人程度 

図
書

図書名 

冊 数 
 

研
究
成
果 

 

刊
行
物
出
版 

名 称 「視聴覚教育研究第６３号」 

主 な 

内 容 

実践研究報告 

令和７年度のコンテスト結果と事業報告 

視聴覚部会規約・高等学校教育研究会規約 

冊 数 ４０冊 

① 専 門 分 野 、 ② 指 導 法 、 ③ 実 践 報 告 、 ④ 新 教 育 課 程 、 ⑤ 見 学 会 、 ⑥ 公 開 授 業 、 ⑦ 実 習 ･講 習 ･展 示  
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高教研視聴覚部会 令和６年度事業報告書 

部長  須藤  浩   

研
究
会
・
講
習
会
等
の
開
催 

目 的 
視聴覚に関わる諸活動を通して、教職員が、実践力を備えたメディアリテラシーを獲得すること

で、生徒の課題解決能力向上を促すための指導力を身につける。 

期 日 ４月29日 ５月15日 ６月11日
８月16日

～17日
11月10日 11月27日 １月13日 ３月16日

場 所 

長岡市  

中越高等学校 

長岡市 

巻総合 

高等学校 

 

長岡市 

長岡リリック

ホール 

長岡市 

長岡温泉 

湯元館 

新潟市 

新潟明訓 

高等学校 

新潟市内 

TeNYテレビ 

新潟 
 

長岡市 

まちなかキャ

ンパス長岡 

新潟市 

新潟明訓 

高等学校 

研究会 

名 称 

新潟･下越地

区、上越中越

地区初心者講

習会 

(合同開催） 

春期視聴 

覚講習会 

 

新潟県高 

校放送ｺﾝﾃｽﾄ

主催事業 

夏期講習会 ＱＫ杯校内放

送コンクール

共催事業 

視聴覚研修会 

･総会 

放送技術者冬

期講習会 

放送技術者春

期講習会 

研修会 

研究会 
テーマ 
 
｢講演 
テーマ｣ 

基礎的な 

放送・視 

聴覚技術 

に関する 

指導方法 

の習得 

記録写真 

撮影の基 

礎  

 

コンテスト

の評価 

方法  

校内放送 

コンクール

に向けた 

読み番組 

の実践的 

指導方法 

コンテスト

の評価 

方法  

番組制作 

報道技術 

に関する 

現場見学 

 

北信越大会

向けた 

読み番組 

の実践的 

指導方法 

ＮＨＫ杯 

に向けた 

読み番組 

の実践的 

指導方法 

講師職 
氏 名 

高文連専門部

役員 

元教員 
 

ＮＨＫ専門職 

ディレクター 

アナウンサー 

高文連専門 

部役員 

ＮＨＫ専門職 

ディレクター 

アナウンサー 

民間放送局 

ディレクター 

アナウンサー 

高文連専門

部役員 

高文連専 

門部役員 

研究発表 
ﾃｰﾏ・職･ 
氏名 

        

参加者数 １５人 ７人 １９人 ９人 １７人 ８人 １０人 ８人 

研修分野の分類 
下記①～⑦から選択。複数選択

可。主となるテーマを先頭に 

②指導法 

⑦実習・講習 

②指導法 

⑦実習・講習 
①専門分野 

②指導法 

⑦実習・講習
①専門分野 

②指導法 

⑤見学会  

⑦講習  

②指導法 

⑦実習・講習 
②指導法 

⑦実習・講習

研
究
調
査 

主 要 
テーマ 

第４７回校内放送指導者講座 

調査の 
期 日 
場 所・ 
参加者数 

１２月２６日～２７日 東京都千代田放送会館  現地１人、オンライン８人 

図
書
購

図書名 

冊 数 
 

研
究
成
果 

 

刊
行
物
出
版 

名 称 「視聴覚教育研究第６２号」 

主 な 

内 容 

実践研究報告 

令和６年度のコンテスト結果と事業報告 

視聴覚部会規約・高等学校教育研究会規約 

冊 数 ４０冊 

①専門分野、②指導法、③実践報告、④新教育課程、⑤見学会、⑥公開授業、⑦実習 ･講習 ･展示  
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高教研定通部会 令和６年度事業報告書 
 

                     部長  早川 勝志 

研
究
会
・
講
習
会
等
の
開
催 

目的 未来に向かって生徒の可能性を拓く定時制･通信制教育の推進 

期日 令和６年７月 29 日（月） 令和６年 11 月 20 日（水） 

場所 ホテルイタリア軒 県立高田南城高等学校 

研究会名称 
令和６年度新潟県高等学校定時制 
・通信制教育総合研究会並びに 
新潟県高等学校通信制教育研究会 

令和６年度新潟県高等学校定時

制・通信制教育研究協議会各校情

報交換会 

研究会テーマ 
 

「講演テーマ」 

未 来 に 向 か っ て 生 徒 の 可 能 性 を 拓 く 定

時 制 ・ 通 信 制 教 育 の 推 進  ～ 情 熱 と 使

命 感 あ ふ れ る 教 育 活 動 の 創 造 ～  

「 高 等 学 校 と 児 童 相 談 所 の 連 携 に つ い

て 」  

定時制・通信制における教務、生徒指導、

進路指導、特別支援教育に関する情報交換

講師職氏名 
新発田児童相談所長 

    講師 森本 成彦 様
 

研究発表 
ﾃｰﾏ・職・氏名 

県外視察報告 県立荒川高等学校 

渡邉 恵理 教諭 

進路指導 県立長岡明徳高等学校  

中野 理恵 教諭 

特別支援教育 県立十日町高等学校

豊岡 裕一 教頭 

①定時制教務 

②通信制教務 

③生徒指導 

④進路指導 

参加者数 ８８名 ４７名 

研修分野の分類 
下記① ～⑦ から選択。複数選択可。主となるテー

マを先頭に 
② ③ ① ⑥ 

研
究
調
査 

主要テーマ 県外の先進校視察（教育課程、進路指導、特別支援教育等について調査） 

調査の期日 
場所・参加者数 

令和６年７月18日（木）～19日（金）、参加者４名 
千葉県立佐倉南高等学校、千葉県立東金高等学校、茨城県立茎崎高等学校 

図
書
購
入

図書名 
冊数 

 

研
究
成
果 

 

刊
行
物
出
版 

名称 実践集録 61 号 

主な 
内容 

定時制・通信制教育総合研究会、県外視察、情報交換会の報告 

冊数 デジタルデータにて会員に配付 

① 専 門 分 野 、 ② 指 導 法 、 ③ 実 践 報 告 、 ④ 新 教 育 課 程 、 ⑤ 見 学 会 、 ⑥ 公 開 授 業 、 ⑦ 実 習 ･講 習 ･展 示  
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高教研定通部会 令和７年度事業計画（案）  

 

                        部長  早川 勝志  

研
究
会
・
講
習
会
等
の
開
催 

目 的 未来に向かって生徒の可能性を拓く定時制･通信制教育の推進 

期 日 令和７年７月29日（火） 令和７年11月19日（水） 

場 所 内野まちづくりセンター 県立荒川高等学校 

研 究 会 名 称 
令和７年度新潟県高等学校定時制 
・通信制教育総合研究会並びに 
新潟県高等学校通信制教育研究会 

令和７年度新潟県高等学校定時制・通信制

教育研究協議会各校情報交換会 

研 究 会 テ ー マ 

 
「 講 演 テ ー マ 」 

未来に向かって生徒の可能性を拓く定時

制・通信制教育の推進 ～情熱と使命感あ

ふれる教育活動の創造～ 

「（未定）」            

定時制・通信制における教務、生徒指導、

進路指導、特別支援教育に関する情報交換

講 師 職 氏 名 未定  

研 究 発 表 

ﾃ ｰ ﾏ ・ 職 ・ 氏 名 

県外視察報告 県立長岡明徳高等学校 

教諭 

テーマ未定  県立新潟翠江高等学校  

教諭 

テーマ未定  県立高田南城高等学校  

教諭 

未定 

参 加 者 数 約100人 約50人 

研 修 分 野 の 分 類  
下 記 ① ～ ⑦ か ら 選 択 。 複 数 選 択 可 。

主 と な る テ ー マ を 先 頭 に  
②③ ①⑥ 

研
究
調
査 

主 要 テ ー マ 県外の先進校視察（教育課程、進路指導、特別支援教育等について調査） 

調 査 の 期 日 

場 所 ・ 参 加 者 数 
期日未定、参加者４名 
視察先未定 

図

書

購

入

図 書 名 

冊 数 

 

研
究
成
果 

 

刊
行
物
出
版 

名 称 実践集録62号 

主 な  

内 容 
上記定時制・通信制教育総合研究会報告 

冊 数 デジタルデータにて発行 

① 専 門 分 野 、 ② 指 導 法 、 ③ 実 践 報 告 、 ④ 新 教 育 課 程 、 ⑤ 見 学 会 、 ⑥ 公 開 授 業 、 ⑦ 実 習 ･ 講 習 ･ 展 示  
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令和６年度新潟県高等学校教育研究会理事会（書面審議）録 

 

＜理事会書面審議＞ 

５月 15 日（水） 

 ・「令和６年度 高教研理事会」書面審議資料をメールにて送付 

５月 29 日（水） 

・令和６年度新潟県高等学校教育研究会に係る審議事項の結果について下

記により（報告） 

記 

 
 

高 教 研 第 ７ 号 
                                                     令和６年５月 29 日 
県高等学校教育研会 
役 員 様 

県高等学校教育研究会会長 
                         県立新潟南高等学校長 

横 堀 真 弓 
 

令和６年度新潟県高等学校教育研究会に係る 
        審議結果報告および運営に係る連絡 
                                                   
  日頃より、当会の運営に御協力いただき感謝申し上げます。 
 さて、標記について御報告するとともに、本年度の運営に関し連絡申し上げ

ます。 
 

１ 令和６年度新潟県高等学校教育研究会に係る審議事項について 
理事会において御審議いただきありがとうございました。令和６年度の審

議事項につきましては、次のようになりましたので御報告いたします。 
 

    ＜審議結果＞ 
１.  令和５年度事業報告        承認    
２.  令和５年度決算報告        承認 
３.  令和６年度役員（案）       承認 
４.  令和６年度委員および会員数    承認 
５.  令和６年度事業計画（案）     承認 
６.  令和６年度予算（案）       承認 
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令和６年度の活動から 

１ 研究会等 

ポストコロナの時代に入り、感染症対策と教員の働き方改革から、対面とオンライン

のハイブリッドで実施するなど、各部会の特色や現状に応じて研究会（講習会・見学

会・発表等）が実施されました。詳細については一覧を御覧ください。 

 

２ 研究助成等に関して 

近年は会員数の減少傾向が続いております。それに伴う会費収入の減少のため、予算

は厳しい状況が続いています。このような状況の中で一般財団法人新潟県教職員厚生財

団様及び公益財団法人日本教育公務員弘済会新潟支部様からは、多額の助成をいただい

ております。紙面を借りて改めて感謝申し上げます。 

 

３ 会の運営について 

(1)高教研ホームページについて 

平成 26 年８月に開設した高教研ホームページですが、各部会から積極的に御活用い

ただけるよう取り組んでおります。各部会の事業の内容や研究成果及び刊行物等を掲載

し、部会の研究成果を広く発信するなど、ホームページの活用をお願いいたします。ま

た事務局におきましても、郵送コスト圧縮のために、メールとホームページを積極的に

活用して経費を節減しております。各種様式をホームページからダウンロードすること

で、各部会等との連携強化と運営の効率化を図っています。今後も有効に活用くださる

ようお願いします。 

新潟県高等学校教育研究会ホームページ  http://www.kokyoken.nein.ed.jp/ 

 

 (2)会員募集方法について 

加入申込については、電子メールによる申込とし、また、入会費の納入に係る「振込

依頼書」は郵送にてお届けしました。次年度に向け、申込み方法や期限などを明確にお

伝えできるよう改善していきたいと考えております。 

年度始めの御多用の中、各校において当会への加入に係るお声がけや加入申込み業務

を行っていただき感謝申し上げます。 

 

 (3)会計取扱要領について 

会計の適正な執行及び透明性確保の観点から、平成 29 年度に「部会会計取扱要領」

を定め施行しています。これに則り、適切な運用に御協力いただき感謝申し上げます。 

今後、各部会のよりよい運営といった観点で、「部会会計取扱要領」等について見直

し改善を進めていきたいと考えています。 

 

４ 高教研の活性化について 

令和６年度から Plant を活用した「研修履歴の記録の作成」と、当該履歴を活用した

資質向上に関する校長等による「対話に基づく受講奨励」が始まりました。現時点で、

高教研として Plant へ研修の登録はできませんが、今後も教員研修において、高教研果

たす役割は大きいと思います。 

各部会におかれましては、時代に即した研究や協議を深めていただくとともに、その

成果・情報を年報や高教研ホームページ等も活用しながら広く発信いただき、多くの先

生方への加入に繋げていただければと思います。 

（文責・幹事：新潟南高等学校 教頭 佐藤 俊） 
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令和６年度 収⽀決算書  

収⼊の部

区  分 当初予算額(a) 最終予算額 決算額(b)  ⽐較増減(b-a)

会   費 2,770,000 2,796,000 26,000

助 成 ⾦ 650,000 865,000 215,000

雑 収 ⼊ 0 18,483 18,483

前期繰越⾦ 146,219 146,219 0
繰越⾦

(積⽴含む）
6,288,836 6,288,836 0

合   計 9,855,055 10,114,538 259,483

⽀出の部

Ⅰ部会別

研究⼤会 研究調査 研究図書 研究成果刊⾏ その他

本部関係 142,219 142,219 91,450 50,769 0 0 0 0 91,450

予備費 100,000 126,731 0 126,731 0 0 0 0 0 (最終)本部利息(\731)
追加会費(\26,000)

合 計 9,855,055 10,114,538 4,407,367 5,707,171 2,382,919 540,505 55,190 1,071,400 357,353

0 (当初)NHK助成⾦
(\40,000)

17.  定  通 356,281 466,286 247,720 218,566

2,752

16.  視  聴  覚 222,187 262,187 168,720 93,467 44,619 65,501

168,110 79,610 0 0 0 外部団体補助⾦
(\110,000)、利息(5円)

14,600 44,000

14.  ⽣徒指導 590,882 590,884 257,958 332,926

15.  図  書  館 413,795 413,795 281,601 132,194 163,679 0 17,160 98,010

108,798 0 0 149,160 0 利息(\2)

0 0 135,000 0 外部団体補助⾦
(\55,000)

0 利息(\7)

13.  情  報 450,590 450,590 19,003 431,587 19,003 0 0 0 0

12.  保健体育 835,972 835,979 127,869 708,110 127,869 0 0 0

11.  家  庭  科 477,000 532,000 275,000 257,000

310,785 16,170 0 0 利息(\1)10.  ⽔  産 494,714 494,715 326,955 167,760 0

140,000

70,740 0 7,260 90,000 0９．商  業 168,000 168,000 168,000 0

5,520 0 0 120,000８．⼯  業 584,694 584,694 250,467 334,227 124,947

116,867 0 0 99,550 0７．農  業 408,776 408,776 216,417 192,359

9,893 0 0 141,025 スピーチコンテスト参加料
(￥17,500)６．英  語 1,773,918 1,791,418 777,351 1,014,067 626,433

213,537 0 0 0 2,126 利息(￥2)５．芸      術 435,067 435,069 215,663 219,406

60,550 0 149,600 0４．理  科 723,536 723,771 343,095 380,676 132,945

0 72,000 0 (当初)外部団体補助
⾦(\10,000)

利息(\235)

３．数  学 937,116 947,116 213,040 734,076 141,040 0

94,380 0２．地歴公⺠ 275,667 275,667 196,629 79,038 102,249 0 0

0１．国  語 464,641 464,641 230,429 234,212 82,083 8,646 0 139,700

区  分 当初予算額
（積⽴⾦を含む）

最終予算額(a)
（積⽴⾦を含む）

決算額(b)
次年度積⽴⾦

(a-b)

摘 要
備考

英語部会スピーチコンテスト返⾦(17500円)、本部利息(731円)、理科(\235)、
芸術(2円)、⽔産(1円)、保健体育(7円)、⽣徒指導(2円)、定通(5円)

事務局関係費・予備費繰越

摘 要

 年額⼀⼈\2,000×1,385⼈（追加会員\2,000×13⼈）
厚⽣財団(40万円)・教育公務員弘済会(25万円）
(当初)外部団体から部会へ補助（数学1万円・家庭5.5万円・視聴覚4万円・定通11万円）
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Ⅱ費⽬別

区分 当初予算額 最終予算額(a) 決算額(b) 次年度積⽴⾦(a-b)

１．研究⼤会費 3,662,466 3,662,466 2,382,919 1,279,547

   謝⾦ 862,211 862,211 650,775 211,436

   旅費 623,910 623,910 185,522 438,388

   使⽤料及び貸借料 983,550 983,550 976,126 7,424

   資料費 305,587 305,587 58,114 247,473

   通信運搬費 642,208 642,208 411,794 230,414 送料，⼿数料等

   賃⾦ 109,000 109,000 25,520 83,480

   会議費 136,000 136,000 75,068 60,932

２．研究調査費 747,850 747,850 540,505 207,345

   資料費 391,000 391,000 355,375 35,625

   通信運搬費 258,000 258,000 140,464 117,536

収⼊決算額 10,114,538

⽀出決算額 4,407,367

次年度繰り越し 5,707,171 (各部会次年度積⽴⾦含む）

9,855,055 10,114,538 4,407,367 5,707,171合計

126,184 0 126,184
※当初予算額からの変動分を調整(最終)本部利息(\731)
追加会費(\26,000)

60,500 60,500 60,500 0 R６年度製本代   刊⾏費

７．予備費 100,000

5,000 0 5,000

76,719 76,719 30,950 45,769 送料，⼿数料   事務費

   会議費 5,000

６．本部関係費 142,219 142,219 91,450 50,769

1,631,000 1,071,400 559,600４．研究成果刊⾏費 1,631,000

3,406,920 3,640,219 265,903 3,374,316５．その他

54,184   会議費 98,850 98,850 44,666

55,190 109,410３．研究図書購⼊費 164,600 164,600

茶，茶菓⼦等

会場使⽤料・設備使⽤料等

摘要
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横堀　真弓 新潟南

小竹　聖一 新潟中央 石黒　浩司 新発田

長谷川　雅一 長   岡 𣘺𣘺𣘺𣘺𣘺𣘺 𣘺𣘺𣘺𣘺𣘺

川上　豪 佐   渡

市野　正廣 新  潟

№ 部　会　名 部　長 部会幹事

坂元　淳子 北岸　信治 萱森　茂樹 川上　豪 千葉　知樹 小林　靖明 横山　泰充

白根 柏崎 村上 佐渡 荒川 羽茂 白根

早川　勝志 川合　克彦 山田　喜昭 植木　勲 馬場　隆史 児玉　悟 中村　崇志

新潟翠江 新津南 吉田 直江津中等 新潟西 糸魚川 長岡大手

小林　英明 伊皆　嘉樹 南方　伸之 関口　和之 奥田　優 夏見　康彦 渡辺　晶子

新津 豊栄 小出 津南中等 新井 糸魚川白嶺 新津

伊藤　大助 岩﨑　啓 遠藤　浩 中田　匠 原口　央 山口　武

長岡向陵 新潟向陽 国際情報 海洋 燕中等 長岡向陵

(音)天野　咲子
      加茂
(美)中條由美
  上越総合技術

三条東 新潟西 吉田 直江津中等
(書)松本直美
      新潟

石積　希 白藤　恵一 名川　由里子 池田　匡 鈴木　綾乃 吉田　桃子 本間　康一 長谷川　誠

高田商業 小千谷西 有恒 柏崎工業 新津 三条商業 佐渡 高田

村山　英司 阿部　愼 村山　和彦 木村　和史 渡辺　秀明

加茂農林 新発田農業 長岡農業 高田農業 加茂農林

諸橋　孝二 早川　智 松原　直樹 増田　てつ志 中村　智幸

長岡工業 新津工業 新潟県央工業 上越総合技術 長岡工業

小畑　智嗣 小林　皇司 石積　希 大島　博文 德永　美智子

新潟商業 長岡商業 高田商業 新発田商業 柏崎総合

中田　匠 高橋　康一 山口　活水

海洋 海洋 海洋

江川　真 小林　麻利子 丸山　綾子 長浜　力也 田中　郁子

長岡大手 巻総合 見附 八海 長岡大手

杵鞭　義孝 傳田　秀輝 志田　哲也 水野　宏志 樋口　猛 古田　裕子 関澤　徹

村上桜ケ丘 村松 長岡明徳 村上中等 新潟北 塩沢商工 荒川

原口　央 吉川　保 小林　皇司 佐藤　一正 竹内　努 佐田　裕之

燕中等 巻 長岡商業 三条 小千谷西 長岡向陵

吉川　保 傳田　秀輝 千葉　知樹 德永　和教 井上　幸一郎 吉田　広之

巻 村松 荒川 三条商業 久比岐 巻　

川上　史人 夏見　康彦 大島　博文 川上　豪 戸田　美由起

塩沢商工 糸魚川白嶺 新発田商業 佐渡 塩沢商工

須藤　浩 夏見　康彦 野村　信夫

六日町 糸魚川白嶺 巻総合

早川　勝志 千葉　知樹 志田　哲也 小日向　史 川上　豪 藤本　洋則 本保　正佳

新潟翠江 荒川 長岡明徳 高田南城 佐渡 開志学園 新潟翠江(定）

梅田　均 見田　雅史 永井　大円 （敬称略）

新潟商業 市立明鏡 新潟東

 

長津　綾子

佐藤　俊

小野　由紀子永井　昭光

事務局
（新潟南）

12 保健体育

14 生徒指導

15 図書館

16 視聴覚

17 定通

会計監査委員

13 情報

9 商業

10 水産

11 家庭

6 英語

7 農業

8 工業

4 理科

5 芸術
小堺　さとみ

1 国語

2 地歴公民

3 数学

　　　　　　　　　　副　　　　部　　　　長　　　　

　令和６年度　高等学校教育研究会役員

会　　長

 副　会　長

顧　　問

　　　　　　部　　　　　　　会
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№ 部　会　名 会員数 № 部　会　名 会員数

1 国 語 横山　泰充 白根 140 8 工 業 中村　智幸 長岡工業 113

2 地 歴 公 民 中村　崇志 長岡大手 125 9 商 業 德永　美智子 柏崎総合 67

3 数 学 渡辺　晶子 新　津 192 10 水 産 山口　活水 海　洋 85

4 理 科 山口　武 長岡向陵 165 11 家 庭 田中　郁子 長岡大手 100

(音)天野咲子 加茂 12 保 健 体 育 関澤　徹 荒川 67

(美)中條　由美 上越総合技術 13 情 報 佐田　裕之 長岡向陵 67

(書)松本直美 新　潟 14 生 徒 指 導 吉田　広之 巻 186

6 英 語 長谷川　誠 高田 203 15 図 書 館 戸田　美由起 塩沢商工 48

7 農 業 渡辺　秀明 加茂農林 133 16 視 聴 覚 野村　信夫 巻総合 20

17 定 通 本保　正佳 新潟翠江（定） 139

5 芸　　　　　術 49

会計監査委員

事務局幹事

部会幹事および部会員数

部　会　幹　事 部　会　幹　事

佐藤　俊

新潟南

新潟商業 市立明鏡 新潟東

梅田　均 見田　雅史 永井　大円

84



地区 学番 学校名 委員氏名 人数 地区 学番 学校名 委員氏名 人数 地区 学番 学校名 委員氏名 人数

1 新潟 羽二生　大輔 44 32 長岡 杉山　礼 17 61 柏崎 阿部　英敬 17

2 新潟中央 貝田　智子 32 33 長岡大手 内川　未奈希 26 柏 62 柏崎常盤 太田　修 7

3 新潟南 佐藤　俊 14 34 長岡向陵 松井　武文 9 63 柏崎総合 德永　美智子 10

4 新潟江南 沢田　貴博 7 35 長岡明徳 渡辺　新太郎 11 64 柏崎工業 富田　紀男 8

5 新潟西 永井　昭光 14 長 36 長岡農業 山崎　勇 28 崎 65 出雲崎 小田島　朝美 4

6 新潟東 永井　大円 13 37 長岡工業 林　芳隆 12 私14 新潟産大付属 髙倉　聡 8

7 新潟北 樋口　猛 6 38 長岡商業 神蔵　紀明 10 中等２ 柏崎翔洋中等 柿﨑　宏行 9

8 新潟工業 丸山　祐作 29 39 正徳館 佐藤　直之 4 66 高田 鹿俣　譲 16

9 新潟商業 荻野　美和子 19 40 栃尾 栁澤　裕一 12 66

新 10 新潟向陽 南雲　悠 13 岡 41 見附 中村　公紀 7 67 高田北城 松縄　恒彦 14

11 新潟翠江(定) 本保　正佳 8 特３ 長岡聾 三村　陽子 2 68 高田南城(定) 金山　朋宏 4

11 新潟翠江(通) 近藤　崇 9 私９ 帝京長岡 小熊　牧久 10 68 高田南城(通) 岩谷　和彦 3

12 巻 滝澤　祐樹 23 私10 中越 竹内　拓 14 上 69 高田農業 緒形　忠大 25

13 巻総合 波多野　隆 20 私19 長岡英智 今井　基也 22 70 上越総合技術 安澤　和晃 25

14 豊栄 渡邉　幸晴 5 42 三条 佐藤　一正 21 71 高田商業 青山　淳 6

15 新津 鈴木　綾乃 14 43 三条東 早川　昌 8 72 久比岐 渡邉　修二 3

16 新津工業 小池　茂樹 12 44 新潟県央工業 矢代　譲 13 73 有恒 安井　真 4

17 新津南 冨樫　亮 5 三 45 三条商業 吉田　桃子 4 越 74 新井 山中　政一 8

18 白根 横山　泰充 4 46 吉田 小野　由紀子 5 75 糸魚川 児玉　悟 6

市１ 万代 上村　正子 27 47 分水 田辺　将吾 3 76 糸魚川白嶺 猪又　慶太 5

市２ 明鏡 見田　雅史 2 48 加茂 鈴木　和也 5 77 海洋 高橋　康一 19

潟 市中等１ 高志中等 竹内　滋之 9 条 49 加茂農林 柴宮　秀生 33 中等５ 直江津中等 長津　綾子 8

特１ 新潟県立新潟よつば学園 榎本　信幸 2 中等３ 燕中等 加藤　朋之 11 私15 上越 木下　幸彦 8

特15 東新潟特別支援 細川  顕司 1 私11 加茂暁星 坂田　洋史 7 私16 関根学園 西嶋　俊文 10

私１ 新潟明訓 内野　信昭 67 特20 吉田特別支援 0 78 佐渡 本間　康一 11

私２ 北越 舩木　和久 31 50 小千谷 浦部　頼之 8 佐 78 相川分校 信田　英樹 2

私３ 新潟青陵 小熊　幸司 10 51 小千谷西 竹内　努 8 79 羽茂 祝　政弘 7

私５ 敬和学園 浅妻　和章 1 52 堀之内 藤岡　英之 13 渡 80 佐渡総合 德永　伸英 20

私６ 新潟第一 宮田　佳則 15 53 小出 行方　美幸 6 中等６ 佐渡中等 加藤　一巳 8

私７ 東京学館新潟 曽我　秀哉 56 魚 54 国際情報 笠原　正博 9 行2 県立教育センター 外山　徹宏 20

私８ 日本文理 渡邉　弘一 12 55 六日町 内山　崇 5 行政（県庁内各課） 頓所　裕史 30

私17 開志学園 小嶋　健慈 3 56 八海 矢坂　英也 6 新潟市教育委員会 3

19 五泉 櫻井　武史 8 沼 57 塩沢商工 古田　裕子 8

20 村松 荒井　美鈴 6 58 十日町 加納　直恵 10

21 阿賀黎明 南部　泰正 5 58 松之山分校 山本　寛 2

五 22 新発田 鈴木　信行 17 59 十日町総合 瀧澤　琢也 17 1398

23 西新発田 入倉　哲志 6 60 松代 河内　一修 4

泉 24 新発田南 澁谷　亮輔 25 中等４ 津南中等 宮澤　雅樹 9

25 新発田農業 熊木　秀徳 19 特６ 川西特別支援 0

26 新発田商業 佐藤　直人 5

27 村上 吉田　昌生 3

新 28 村上桜ヶ丘 加藤　伸泰 15

29 荒川 関澤　徹 5

発 30 中条 馬場　宏 4

31 阿賀野 三本　朗子 2

田 特８ 村上特別支援 田中　雅広 1

私12 新発田中央 佐藤　秀夫 11

私13 開志国際 和泉　哲三 4

中等１ 村上中等 水野　宏志 8

委員及び会員数

行
政

合計

・
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１ 
 

新潟県高等学校教育研究会規約 

 

第１章 総    則 

 
第 １条 この会は、新潟県高等学校教育研究会といい、事務局を会長在任校におく。 

第 ２条 この会は、新潟県の高等学校教育を振興発展させることを目的とする。 

第 ３条 この会は、前条の目的を達成するために、下記の事業を行う。 

１．高等学校教育に関する調査研究 

２．研究協議会・講習会・講演会・展覧会等の開催、研究誌・機関紙の発行 

３．会員の研究に対する援助 

４．その他この会の目的達成に必要な事項 

 

第２章 組    織 

 

第 ４条 この会は、新潟県にある高等学校の教職員およびこれに準ずるもので組織し、次の部会を

おく。 

     １．国語部会      ２．地理歴史・公民部会 ３．数学部会 

     ４．理科部会      ５．芸術部会      ６．英語部会 

     ７．農業部会      ８．工業部会      ９．商業部会 

     10．水産部会      11．家庭科部会     12．保健体育部会 

     13．情報部会      14．生徒指導部会    15．図書館部会 

    16．視聴覚部会          17．定通部会       

 

第３章 機    関 

 

第 ５条 この会は、次の機関をおく。 

     １．理事会  ２．委員会  ３．部長会  ４．部会委員会 

第 ６条 理事会は、この会の決定機関であって、次のことを決める。 

１．規約の決定並びに改正に関すること。 

     ２．事業計画に関すること。 

３．予算の決定、決算の承認に関すること。 

４．財産および基金の処分に関すること。 
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５．役員の決定に関すること。 
６．他団体への加入脱退に関すること。 
７．この会の解散に関すること。 
８．その他必要な事項に関すること。 

第 ７条 理事会は、理事で構成し、毎年開催する。臨時理事会は、会長が必要と認めたとき、 
会長が招集する。 

第 ８条 理事には、会長・副会長・各部会の部長１名および理事会で必要と認めた若干名がなる。 

第 ９条 委員会は、この会の執行機関であって、次の任務権限を持つ。 
１．理事会から委任された事項の審議執行に関すること。 
２．理事会に提出する議案に関すること。 
３．緊急事項の処理に関すること。 

第 10 条 委員会は、委員で構成し、毎年開催する。臨時委員会は、会長が必要と認めたとき、 
会長が招集する。 

第 11 条 委員会の議長は、そのつど構成員の中から選出する。 
第 12 条 部長会は、連絡機関であって、理事会と各部会および部会相互間の連絡にあたる。 

第 13 条 委員会および部長会は、委任状を持参した代理人を認める。 

第 14 条 理事会・委員会・部長会の会議は、構成員の２分の１以上の出席で成立する。 

第 15 条 部会委員会は、部長・副部長・部会幹事および校内部会代表をもって構成する。 

第 16 条 部会委員会は次の任務権限をもつ。 

１．専門的事項について調査研究する。 

２．専門的事項について委員会に提案する。 

３．専門的事項についての業務を執行する。 

第 17 条 部会委員会は、必要に応じ、会長に連絡して、部長が招集する。 

第 18 条 部会は、必要により、学科または科目別あるいは地区別に分会を設けることができる。 

第 19 条 部会の細則は、各部会ごとに作成して会長に届け、委員会の承認を得るものとする。 

 

第４章 役    員 

第 20 条 この会には、次の役員をおく。 

     １．会長     １名          ２．副会長     ５名 

     ３．部長     各１名         ４．副部長     若干名 

     ５．理事                 ６．委員      各校１名 

     ７．会計監査委員 ３名          ８．幹事      若干名 

     ９．部会幹事   各１名         10．校内部会代表  各校内の部会各１名 

     11．顧問 

第 21 条 役員の任務権限は、次の通りである。 

87
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１．会長は、この会を代表し、会務執行の責任を負う。 

     ２．副会長は、会長を補佐し、会長事故あるときはその任を行う。 

     ３．部長は、その部会を代表し、部会の業務を統理する。 

     ４．副部長は、部長を補佐し、部長事故あるときはその任を行い、各地区別部会との連絡

にあたる。 

     ５．理事は第６条によりその任を遂行する。 

     ６．委員は、各校内の意見を代表し、第９条によりその任を遂行する。 

     ７．会計監査委員は、会計を監査し、委員会に報告する。 

     ８．幹事は、この会の事務を処理する。 

     ９．部会幹事は、各部会の事務を処理する。 

     10．校内部会代表は、各校内部会の事務を処理する。 

     11．顧問は、会長の諮問に応ずる。 

第 22 条 役員の選出法は、次の通りとする。 

１．会長・副会長・部長・副部長は、理事会で会員の中から推薦し、委員会で承認する。 

２．その他の理事は、必要により理事会で推薦し、委員会で承認する。 

３．委員は、各学校から１名選挙する。 

４．会計監査委員は、委員会で互選する。 

５．幹事は、委員会の承認を経て会長が委嘱する。 

６．部会幹事は、各部会の推薦により、会長が委嘱する。 

７．校内部会代表は、各校内部会で互選する。 

８．顧問は、委員会の推薦を経て会長が委嘱する。 

第 23 条 役員の任期は、２年とし、次期改選まではその任を行い、重任してもよい。 

     欠員の補充で就任した者の任期は、前任者の残りの期間とする。 

 

第５章 会    計 

 

第 24 条 この会の経費は、会費・補助金・寄付金等による。ただし、寄付金および寄付物件の受理 

     は、委員会の承認を要する。 

     会費は、毎年５月１日までに各学校ごとに委員がまとめ、部会別会員名簿をそえて事務局 

     に送付するものとする。 

第 25 条 この会の会計年度は、毎年４月１日に始まり翌年３月 31 日に終わる。 

 

 

第６章 雑    則 
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第 26 条 この会に入会しようとするときは、所属部会を明記し、各学校ごとにまとめて、会長に通 

告する。 

第 27 条 この会の規約を実施するに必要な規定は、別に定める。 

 

第７章 附    則 

 

第 28 条  この規約は昭和 23 年 10 月 15 日から実施する。 

２．昭和 61 年６月 ９日改正施行する。 

       ３．平成 ２年６月 ８日改正施行する。 

       ４．平成 ７年５月 31 日改正施行する。 

       ５．平成 23 年６月 17 日改正施行する。 

          ６．平成 24 年６月 22 日改正施行する。 

  ７．令和 元年５月 27 日改正施行する。 

     ８．令和 ３年 11 月１日改正施行する。 
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令和６年 4月1日 令和６年度新潟県高等学校教育研究会役員交代・補充について（依頼） メールにて送付

4月1日 令和６年度高教研会員募集について メールにて送付

4月1日 部会会計の取扱要領について（お知らせ） メールにて送付

4月1日 令和６年度高教研会員募集に係る振込依頼書の発送 募集案内校へ郵送

4月14日 新潟県高等学校教育研究会会計監査委員の派遣について（依頼） メールにて送付

4月17日 令和６年度の県高等学校教育研究会会計監査の実施 本校応接室にて開催

5月9日
一般財団法人　新潟県教職員厚生財団へ「令和５年度団体助成完了報告
書」の送付

郵送により報告

5月15日 高教研年報63号送付 行政、理事宛に郵送

5月10日 令和６年度高教研名簿の発送 メールにて送付

5月29日 一般財団法人　新潟県教職員厚生財団より４００，０００円の助成

5月19日 令和６年度高教研理事会審議
書面開催文書（メールにて
送付）

6月1日 令和６年度高教研理事会審議結果（報告） メールにて送付

6月1日 令和６年度高教研委員会審議
書面開催文書（メールにて
送付）

6月8日 令和６年度高教研委員会審議結果（報告） メールにて送付

6月9日 令和６年度高教研部会幹事連絡会に係る資料の送付
幹事業務文書・書類（郵
送）

6月9日
新潟県高等学校教育研究会部会事務処理要項の一部変更について（お願
い）

メールにて各部長に送付

6月10日 新潟県高等学校教育研究会旅費の取扱いの変更について 県立教育センターに送付

7月20日 公益財団法人　新潟県教育公務員弘済会より２５０，０００円の助成

8月2日 新潟情報教育研究会　後援申請回答の送付 メールにて回答

9月2日
一般財団法人　新潟県教職員厚生財団へ「令和６年度新潟県民のための教
育・文化活動」団体助成を申請

郵送により申請

令和6年 1月6日 年度末に係る部会事務処理に関して（依頼） メールにて送付

2月14日
一般財団法人 新潟県教職員厚生財団より令和６年の「団体事業助成」承
認の通知を受領

2月14日
公益財団法人　日本教育公務員弘済会新潟支部へ令和６年度「教育研究団
体助成事業報告」の送付

郵送により報告

2月下旬 『高教研年報』第６４号の編集作業に着手

日付

事務局日誌抄

（文責　県立新潟南高等学校　教頭　佐藤　俊）
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編集後記 

 

令和６年度の高教研の活動をまとめた「高教研年報第６４号」をお届け

いたします。 

今年度は、新型コロナウイルス感染症以前のように、対面での研究・協

議を実施していただいた部会が多くなりました。また、高教研の目的を遂

行すべく、各部会の特色を踏まえ、対面とオンラインのハイブリッド開催

を行うなど、多様な手法により研究・協議を実施していただきました。こ

のことは各部の部長、副部長をはじめ関係の皆様の御尽力があったからと、

改めて感謝申し上げます。 

さて、令和６年度は、新学習指導要領で学習した生徒による最初の大学

入学試験が実施されました。大学入試共通テストでは、共通必修科目「情

報Ⅰ」も初めて実施されました。大学入試だけでなく、予測困難な時代を

生き抜く力を身に付けるために、高等学校においては、ICT 機器のさらな

る活用と、個別最適化した学び、生徒の多様な教育ニーズに対応した学び

の提供が必要になっています。 

本会の役割は、変化する教育課題に対応しながら、新たな指導内容や指

導方法といった教育の専門分野について、会員相互の情報交換や研修をと

おして研究するものです。したがって、この経験を踏まえての本会の研究

活動や成果は、今後益々重要となるものと考えます。 

 この年報は全部会の活動を掲載しております。探究的な学習やＩＣＴの

活用など、多様な取組が深まりを見せる中、自身の取組の参考としていた

だくとともに、この高教研各部会の取組を一人でも多くの方々にお伝えい

ただき、高教研会員の裾野をさらに広げていって欲しいと思います。 

なお、年報は新潟県高等学校教育研究会ホームページにも掲載いたします

ので、どうぞ御活用ください。 

末筆になりますが、今年度も一般財団法人新潟県教職員厚生財団様及び

公益財団法人日本教育公務員弘済会新潟支部様から研究費として御支援を

いただき、各部会の研究の充実に充てさせていただいております。紙面を

借りて感謝申し上げます。 

今年度の高教研の運営に御尽力くださった関係の皆様方に深く感謝申し

上げるとともに、本県高等学校の更なる発展を祈念して編集後記といたし

ます。            
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